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埼経協ニュース３４５号

平
成
二
〇
年
度
定
時
総
会
は
、
五
月

一
三
日
�
午
後
一
三
時
三
〇
分
か
ら
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
の
ご
出
席
者
は
各
界
の
ご
来
賓

の
方
々
、
な
ら
び
に
会
員
、
な
か
で
も

多
く
の
企
業
代
表
者
自
ら
の
ご
出
席
を

中
心
に
、
あ
わ
せ
て
二
六
〇
名
様
に
ご

参
集
頂
い
た
。

こ
の
総
会
に
先
立
ち
、
四
月
二
五
日

�
に
は
同
所
で
正
副
会
長
会
議
、
理
事

会
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
の
議
件
は
原
案

通
り
承
認
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
全
体
が
三
部
で
構
成

さ
れ
、
総
会
、
特
別
講
演
、
懇

親
会
と
続
い
た
。
第
一
部
総
会

で
は
利
根
忠
博
会
長
（
�
埼
玉

り
そ
な
銀
行
会
長
）
の
開
会
挨

拶
（
二
頁
参
照
）
に
は
じ
ま
り
、

続
い
て
来
賓
の
浅
賀
康
夫
埼
玉
県
産
業

労
働
部
長
、
古
曳
亨
司
埼
玉
労
働
局
局

長
、
片
山
修
三
連
合
埼
玉
会
長
、
上
井

喜
彦
埼
玉
大
学
学
長
か
ら
祝
辞
を
頂
い

た
（
ご
来
賓
の
ご
芳
名
は
三
頁
参
照
）。

つ
づ
い
て
来
賓
の
ご
紹
介
、
定
足
数

確
認
後
、
議
事
録
署
名
人
と
し
て
理
事

の
伊
田
登
喜
三
郎
伊
田
テ
ク
ノ
ス
社
長
、

同
じ
く
理
事
の
長
沼
昭
埼
玉
機
器
社
長

を
選
任
し
、
定
款
に
よ
り
利
根
会
長
に

よ
る
議
長
の
も
と
で
審
議
が
進
め
ら
れ

た
。

議
事
は
事
業
報

告
、決
算
報
告（
監

査
報
告
・
監
事
牛

窪
啓
詞
愛
工
舎
製

作
所
社
長
）、
事

業
計
画
、
収
支
予

算
、
理
事
の
辞
任

並
び
に
選
任
、
申

し
合
わ
せ
事
項
に

つ
い
て
の
審
議
が

行
わ
れ
、
原
案
通
り
に
承
認
さ
れ
た
。

こ
こ
で
議
事
は
終
了
し
、
議
長
降
壇

の
の
ち
野
上
武
利
専
務
理
事
か
ら
事
務

局
報
告
が
行
わ
れ
、
次
に
急
き
ょ
の
講

演
と
し
て
関
東
経
済
産
業
局
滝
本
徹
総

務
企
画
部
長
か
ら
「
平
成
二
〇
年
度
地

域
経
済
産
業
政
策
・
中
小
企
業
対
策
の

概
要
」
と
題
し
て
同
局
の
今
年
度
施
策

方
針
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

そ
の
後
利
根
会
長
よ
り
組
織
拡
大
協

力
会
員
一
二
名
様
（
ご
芳
名
は
前
号
二

頁
参
照
）
に
感
謝
状
と
記
念
品
の
贈
呈

が
行
わ
れ
た
。

第
二
部
の
特
別
講
演
は
「
日
本
経
済

の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
�
日
本
経
済

団
体
連
合
会
事
務
総
長
中
村
芳
夫
氏
の

講
演
を
拝
聴
し
た
（
講
演
要
旨
は
六
頁

以
下
参
照
）。
こ
こ
で
講
演
へ
の
謝
辞

と
第
二
部
ま
で
の
挨
拶
が
栗
原
�
副
会

長
（
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
特
別
顧
問
）
よ

り
行
わ
れ
第
三
部
へ
と
移
っ
た
。

第
三
部
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
は
本
多
康

夫
副
会
長
（
フ
ジ
ノ
ン
元
会
長
）
の
開

宴
の
辞
に
始
ま
り
、
上
田
清
司
県
知
事

も
会
場
に
お
み
え
に
な
り
、
ご
祝
辞
を

頂
く
と
と
も
に
、
も
の
つ
く
り
大
学
神

本
武
征
学
長
の
祝
辞
、
日
本
経
団
連
鈴

木
正
人
常
務
理
事
の
乾
杯
の
発
声
の
の

ち
参
会
者
全
員
が
な
ご
や
か
に
交
流
後
、

森
谷
文
昭
副
会
長
（
日
本
ピ
ス
ト
ン
リ

ン
グ
会
長
（
現
名
誉
顧
問
））の
閉
宴
の

辞
に
よ
り
散
会
し
た
。

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’０８ 月号

日本経団連 埼玉

平平
成成
２２００
年年
度度
定定
時時
総総
会会
開開
催催
ささ
れれ
るる

利根会長

長
期
的
視
野
に
立
っ
た

経
営
の
実
践
を
強
調

６・７
平
成
２０
年
度
総
会
（
上
）
で
あ
い
さ
つ
す
る
利
根
会
長
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会
長
の
利
根
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日

は
県
内
各
地
か
ら
か
く
の
如
く
大
勢
の

会
員
の
皆
様
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
て
、
有
難
く
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
お
手
元
の
ご
来
賓
名
簿

に
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
に
、
ご
多
忙
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
埼
玉
県
産
業
労
働
部
長

浅
賀
康
夫
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来

賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
私
ど
も
の
上
部
団
体
の
日
本

経
団
連
か
ら
は
、
中
村
芳
夫
事
務
総
長

を
お
迎
え
し
「
日
本
経
済
の
現
状
と
課

題
」
と
題
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

更
に
、
上
田
知
事
に
は
、
懇
親
会
に

駆
け
つ
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ご
来
賓
の
皆
様
方
の
ご

厚
誼
に
対
し
ま
し
て
、
深
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
５
月
に
会
長
を
お
引
き

受
け
し
ま
し
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
１

年
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

間
、
皆
様
方
か
ら
多
く
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
い
席
か

ら
恐
縮
で
す
が
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

会
長
就
任
に
当
た
り
、
可
能
な
限
り

協
会
の
諸
事
業
に
参
加
し
、
自
分
自
身

の
目
で
活
動
状
況
を
確
か
め
て
み
た
い

と
考
え
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
就
任
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
始
ま
り
、
日
本
経
団
連
や

埼
玉
県
、
県
内
経
済
団
体
や
埼
玉
労
働

局
な
ど
と
の
会
合
、
そ
し
て
、
海
外
視

察
や
新
規
入
会
の
お
誘
い
な
ど
、
自
分

な
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
の
で
、
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
結

構
あ
わ
た
だ
し
い
１
年
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。こ

の
後
、
協
会
の
１９
年
度
の
事
業
結

果
と
２０
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、

皆
様
に
ご
審
議
を
頂
き
ま
す
の
で
、
こ

こ
で
は
詳
細
に
わ
た
る
説
明
は
差
し
控

え
ま
す
が
、
協
会
運
営
は
概
ね
順
調
に

推
移
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

お
蔭
様
で
、
上
田
知
事
と
の
「
政
策

懇
談
会
」
を
始
め
、
県
庁
の
各
部
署
は

勿
論
、
関
東
経
済
産
業
局
や
埼
玉
労
働

局
と
い
っ
た
行
政
機
関
、
も
の
つ
く
り

大
学
、
埼
玉
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
、

更
に
は
連
合
埼
玉
な
ど
、
関
係
機
関
・

団
体
と
の
連
携
は
更
に
強
固
と
な
り
、

「
活
力
と
魅
力
に
溢
れ
る
県
づ
く
り
」

に
私
ど
も
が
一
役
買
っ
た
り
、
あ
る
い

は
関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し
役
を
果
た
す

と
い
っ
た
機
会
が
増
え
る
な
ど
、
当
会

に
対
す
る
期
待
は
益
々
高
ま
っ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
活
動
振
り
は
、
上
部
団

体
の
日
本
経
団
連
は
も
と
よ
り
、
中
央

官
庁
な
ど
に
も
伝
わ
り
、
各
種
の
会
合

に
出
席
要
請
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
も

な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
ご
評
価
を
い
た
だ
け
る
の

も
、
会
員
の
皆
様
方
の
力
強
い
ご
支
援

が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

こ
の
席
を
お
借
り
し
、
重
ね
て
御
礼
申

し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
気
に
な
り
ま
す
景
気
の

方
は
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に

端
を
発
し
た
国
際
金
融
不
安
や
原
油
・

原
材
料
費
の
高
騰
等
に
よ
り
、
年
初
来
、

景
気
の
減
速
感
は
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

株
式
市
場
は
、
こ
こ
に
き
て
回
復
の

兆
し
が
垣
間
見
え
る
と
は
い
う
も
の
の
、

日
銀
や
関
東
財
務
局
な
ど
の
情
勢
判
断

は
、
先
行
き
に
つ
い
て
は
下
方
修
正
が

目
立
つ
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

過
日
も
、
私
が
理
事
長
を
し
て
お
り

ま
す
「
埼
玉
り
そ
な
産
業
協
力
財
団
」

で
「
埼
玉
景
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

致
し
ま
し
た
が
、
他
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か

ら
は
景
気
の
減
速
は
長
引
く
と
い
う
見

方
も
出
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
倒
産
件
数
は
前
年
比
増

加
し
て
お
り
ま
す
し
、
県
内
の
有
効
求

人
倍
率
も
０
・
９
倍
と
５
ヶ
月
連
続
し

て
１
倍
を
下
回
っ
て
お
り
ま
し
て
、
昨

年
会
長
に
就
任
し
た
こ
ろ
の
経
済
情
勢

と
今
と
で
は
、
様
変
わ
り
の
状
況
で
あ

り
ま
す
。

こ
う
い
う
時
こ
そ
、
個
々
の
企
業
に

お
い
て
、
経
営
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
下
、
日
本
経
団
連
が
か
ね
て
よ
り
強

調
し
て
い
る
「
長
期
的
視
野
に
立
っ
た

経
営
」
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
協
会
の
運
営
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
ま
ず
は
、
経
営
者
の
一
層
の
団

結
と
ニ
ー
ズ
の
結
集
を
第
一
義
に
、
会

員
企
業
の
皆
様
と
の
情
報
交
換
・
交
流

の
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

加
え
て
、
昨
今
は
経
済
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
や
少
子
高
齢
化
、
更
に
は
地
方
の

あ
り
方
が
問
わ
れ
る
道
州
制
や
教
育
改

革
な
ど
、
わ
が
国
全
体
で
乗
り
切
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
テ
ー

マ
が
山
積
し
て
お
り
、
正
に
「
明
治
維

新
」
に
匹
敵
す
る
大
き
な
変
革
期
で
あ

り
ま
す
が
、
幸
い
に
し
て
埼
玉
県
で
は
、

企
業
誘
致
や
産
業
拠
点
、
更
に
圏
央
道

周
辺
の
整
備
な
ど
、
知
事
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
下
、
地
域
の
活
性
化
に
力
を

入
れ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
上
田
県

政
と
一
体
と
な
り
、
ま
た
、
全
て
の
関

係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
知
恵
を

出
し
合
っ
て
、
様
々
な
課
題
を
一
つ
一

つ
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
、
協
会
運

営
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
柱
と
な
る
こ

と
は
、
こ
こ
で
改
め
て
申
し
上
げ
る
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
基
本
方
針
で
会
を
運
営

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
方

に
は
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
方
の
企
業
の
ご
繁
栄

と
、
そ
し
て
本
日
ご
参
会
の
方
々
の
ご

健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
開
会
に
あ

た
り
ま
し
て
の
私
か
ら
の
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。
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ポ
イ

ン
ト
労
働
法

弁
護
士
安
西
�
氏

３２

�
日
本
経
団
連
総
会
、
決
議
な
ど

３３

�
第
一
〇
一
回
労
働
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
３４
〜
３６

�
日
本
経
団
連
提
言
・
提
案
な
ど
、
広
告

３６
〜
３９

�
第
一
九
回
会
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会

４０

�
埼
玉
音
協
総
会
、
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
案
内４１

�
第
４４
期
労
働
法
ゼ
ミ
案
内

４２

�
事
業
だ
よ
り
、
渋
沢
栄
一
賞
募
集
、
連
載

１６４
回
こ
ん
な
時
に

こ
ん
な
事
を
！

４３

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き
、
埼
玉
音
協

４４

利利
根根
会会
長長
総総
会会
ああ
いい
ささ
つつ

― ２ ―
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▽
埼
玉
県
知
事

上
田
清
司

《
講
師
》

▽
社
団
法
人

日
本
経
済
団
体
連
合
会

事
務
総
長

中
村
芳
夫

《
国
関
係
》

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

局
長

古
曳
享
司

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
部
長

野
口
茂
喜

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
基
準
部
長

樋
野
浩
平

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
部
長

三
輪
宗
文

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

雇
用
均
等
室
長

齊
田
三
枝
子

▽
経
済
産
業
省

関
東
経
済
産
業
局
総
務
企
画
部
長

滝
本

徹

▽
経
済
産
業
省

関
東
経
済
産
業
局
地
域
経
済
部
長

横
田

真

▽
経
済
産
業
省

関
東
経
済
産
業
局
産
業
部
長諸

岡
秀
行

▽
経
済
産
業
省

関
東
経
済
産
業
局
産
業
部
担
当
次
長

太
細
敏
夫

▽
経
済
産
業
省

関
東
経
済
産
業
局
総
務
企
画
部
総
務

課
長
補
佐

久
世
尚
史

《
県
関
係
》

▽
産
業
労
働
部

部
長

浅
賀
康
夫

▽
産
業
労
働
部

副
部
長

中
島

滋

▽
産
業
労
働
部

副
部
長

倉
上
伸
夫

▽
産
業
労
働
部

産
業
労
働
政
策
課
長

滝
上
秀
人

▽
産
業
労
働
部

新
産
業
育
成
課
長

下
世
古
光
可

▽
産
業
労
働
部

工
業
支
援
課
長

小
林

繁

▽
産
業
労
働
部

企
業
誘
致
・
経
営
支
援
課
長吉

田
幸
夫

▽
産
業
労
働
部

勤
労
者
福
祉
課
長

山
岸

隆

▽
産
業
労
働
部

就
業
支
援
課
長

針
山

崇

▽
産
業
労
働
部

産
業
人
材
育
成
課
長

大
島
誠
一
郎

▽
労
働
委
員
会

会
長

長
島
佑
享

▽
労
働
委
員
会

事
務
局
長

山
本
三
郎

▽
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長

鈴
木
康
之

▽
教
育
局

県
立
学
校
部
副
部
長

内
田

徹

▽
教
育
局

県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課
課
長

関
根
郁
夫

《
商
工
団
体
関
係
等
》

▽
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会

会
長

都
筑

信

▽
�
埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会

専
務
理
事

石
井
長
一

▽
埼
玉
県
商
工
会
連
合
会

事
務
局
長

西
島
文
治

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

専
務
理
事
待
遇
参
事

野
口
�
一

▽
埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会

専
務
理
事

福
田
陽
充

▽
�
埼
玉
県
中
小
企
業
振
興
公
社

専
務
理
事

阿
部
芳
文

▽
�
埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

理
事
長
職
務
執
行
者
専
務
理
事

斉
藤
秀
雄

▽
�
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー

埼
玉

事
務
所

所
長

神
山
哲
雄

▽
�
埼
玉
県
物
産
振
興
協
会

常
務
理
事

和
田
隆
雄

▽
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会

専
務
理
事

篠
原
保
夫

▽
�
２１
世
紀
職
業
財
団

埼
玉
事
務
所
所
長

小
島
富
男

▽
雇
用
・
能
力
開
発
機
構

埼
玉
セ
ン

タ
ー

統
括
所
長

上
笹
郁
夫

▽
�
さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

常
務
理
事

小
山

隆

《
経
済
界
関
係
》

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
兼
専
務
執
行
役
員

戸
所
邦
弘

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

常
務
執
行
役
員

平
野
秀
樹

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

常
務
執
行
役
員

北
村
静
夫

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員

吉
田

豊

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員

平
岡
三
明

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員

土
金
日
出
雄

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

公
共
法
人
部
長

木
村
広
規

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

県
庁
支
店

支
店
長

宮
崎
恒
史

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

大
宮
西
支
店

支
店
長

塚
本
陽
一

▽
�
武
蔵
野
銀
行

常
務
執
行
役
員
公
務
渉
外
部
長

木
村
健
司

▽
�
武
蔵
野
銀
行

常
務
執
行
役
員
本
店
営
業
部
長

清
水
秀
美

《
大
学
及
び
研
究
機
関
》

▽
埼
玉
大
学

学
長

上
井
喜
彦

▽
埼
玉
大
学理

事
・
副
学
長

川
橋
正
昭

▽
埼
玉
大
学

地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
産
学
官
連

携
部
門
長

堀
尾
健
一
郎

▽
も
の
つ
く
り
大
学

学
長

神
本
武
征

▽
も
の
つ
く
り
大
学

名
誉
教
授

上
田
惇
生

▽
埼
玉
県
立
大
学事

務
局
長

長
島

徹

《
日
本
経
団
連
関
係
》

▽
�
日
本
経
済
団
体
連
合
会

常
務
理
事

鈴
木
正
人

▽
東
京
経
営
者
協
会

事
務
局
長

和
栗
安
広

《
労
働
団
体
関
係
》

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連

合
会

会
長

片
山
修
三

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連

合
会

事
務
局
長

竹
花
康
雄

▽
�
埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

専
務
理
事

鈴
木
雄
一

《
報
道
関
係
》

▽
�
埼
玉
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長

丸
山

晃

▽
�
埼
玉
新
聞
社

編
集
局
産
業
経
済
部
記
者

秋
谷
明
宣

▽
�
テ
レ
ビ
埼
玉

代
表
取
締
役
社
長

岩
崎
勝
義

▽
�
テ
レ
ビ
埼
玉

報
道
制
作
局
制
作
部
次
長

平
野
正
美

▽
日
本
経
済
新
聞
社

さ
い
た
ま
支
局
長

阿
部
直
樹

▽
日
刊
工
業
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

尾
崎
真
一
郎

▽
産
経
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

福
島

保

▽
産
経
新
聞
社元

編
集
委
員

野
口
貢
一

▽
時
事
通
信
社

さ
い
た
ま
支
局
長

嶋
崎
政
行

▽
�
ぎ
ょ
う
せ
い

石
川
章
一
郎

来来
賓賓
にに
上上
田田
知知
事事
らら
各各
界界
名名
士士

（
敬
称
略
・
順
不
同
・
役
職
名
は
総
会
日
現
在
）

来
賓

― ３ ―
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’’００８８
年年
度度
定定
時時
総総
会会

スス
ナナ
ッッ
ププ

▼本会役員

▼中村芳夫氏講演

▲組織拡大協力会員への表彰

▲パーティ

�
会
場
全
景

― ４ ―



▲上田清司埼玉県知事

▲浅賀康夫埼玉県産業労働部長

▲上井喜彦埼玉大学学長

▲本多康夫副会長

▲監査報告 牛窪啓詞愛工舎製
作所社長

▲神本武征ものつくり大学学長

▲ミニ講演 滝本徹関東経済産
業局総務企画部長

▲パーティの乾杯・鈴木正人
日本経団連常務理事

▲古曳亨司埼玉労働局局長

▲片山修三連合埼玉会長

▲講演謝辞 栗原�副会長

▲森谷文昭副会長

― ５ ―



只
今
、
過
分
な
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
日

本
経
団
連
の
中
村
で
ご
ざ
い
ま
す
。
利
根
会
長
を

は
じ
め
、
埼
玉
県
経
営
者
協
会
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
私
ど
も
の
活
動
に
ご
協

力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
、
こ
の
機
会
に
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
埼
玉
県
経
営
者
協
会
の
平
成
二
〇
年

度
定
時
総
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
最
近
の
私
ど
も

の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く

機
会
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

本
日
は
『
日
本
経
済
の
現
状
と
課
題
』
と
、
非

常
に
大
き
な
テ
ー
マ
を
掲
げ
ま
し
た
が
、
内
外
の

経
済
の
現
状
と
見
通
し
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
、
若

干
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
で
、
目
下
、

私
ど
も
が
最
も
重
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
二
つ
の
課
題
、
即
ち
税
・
財
政

と
社
会
保
障
制
度
の
抜
本
改
革
と
、

日
本
経
済
の
今
後
の
成
長
戦
略
に
絞

っ
て
、
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

先
に
、
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
私
は
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十

三
年
）
に
、
当
時
の
経
団
連
事
務
局

に
入
り
ま
し
た
。
六
年
前
に
日
経
連

と
統
合
い
た
し
ま
し
て
、
日
本
経
団

連
と
な
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

初
代
会
長
の
石
川
一
郎
さ
ん
か
ら
、
石
坂
さ
ん
、

植
村
さ
ん
、
土
光
さ
ん
、
稲
山
さ
ん
、
斎
藤
さ
ん
、

平
岩
さ
ん
、
豊
田
さ
ん
、
今
井
さ
ん
、
そ
し
て
日

本
経
団
連
に
な
り
ま
し
て
奥
田
さ
ん
、
そ
し
て
今

は
御
手
洗
さ
ん
と
い
う
こ
と
で
十
一
代
の
会
長
が

お
り
ま
す
。
ま
た
、
日
経
連
の
方
に
は
、
き
の
う

亡
く
な
り
ま
し
た
永
野
健
（
日
本
経
団
連
名
誉
会

長
）
さ
ん
が
お
り
ま
し
た
が
、
大
変
重
要
な
方
を

ま
た
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

私
は
、
そ
の
経
団
連
の
十
一
代
の
会
長
う
ち
、

石
坂
会
長
か
ら
数
え
て
十
代
の
会
長
に
仕
え
て
参

り
ま
し
た
。
特
に
、
土
光
会
長
時
代
に
は
土
光
さ

ん
の
秘
書
を
務
め
て
お
り
ま
し
て
、
仕
事
の
進
め

方
、
や
り
方
等
厳
し
く
ご
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

土
光
さ
ん
は
、
朝
四
時
ご
ろ
起
床
（
今
の
御
手
洗

会
長
も
そ
う
で
す
が
）
し
て
、
新
聞
に
目
を
通
さ

れ
、
七
時
ご
ろ
会
社
（
東
芝
）
に
出
ま
す
。
そ
の

時
、
秘
書
に
「
今
朝
の
あ
の
新
聞
は
、
お
か
し
い

じ
ゃ
な
い
か
。
す
ぐ
に
抗
議
を
申
し
入
れ
ろ
。」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
す
が
、

だ
い
た
い
新
聞
の
名
前
が
違
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
私
は
秘
書
時
代
に
は
、
毎
朝
十
一
、

十
二
ぐ
ら
い
の
新
聞
に
目
を
通
し
て
お
り
ま
し
て
、

あ
の
新
聞
の
あ
の
記
事
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の

だ
な
と
い
う
こ
と
で
、
す
ぐ
に
対
応
し
て
お
り
ま

し
た
。
土
光
さ
ん
は
、「
そ
の
日
の
う
ち
に
仕
事

を
片
付
け
ろ
。
出
張
に
行
っ
て
も
そ
の
日
の
う
ち

に
全
部
議
事
録
を
出
し
、
そ
こ
で
ケ
リ
を
つ
け
ろ
。

翌
日
か
ら
は
新
し
い
仕
事
を
は
じ
め
る
ん
だ
。」

と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に

仕
事
を
進
め
る
か
に
つ
い
て
、
今
の
日
本
経
団
連

事
務
局
の
基
礎
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま

す
。
非
常
に
厳
し
い
方
で
、
事
務
局
を
鍛
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
岩
会
長
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
モ
ノ
を

考
え
る
の
か
、
考
え
方
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
二
人
の
亡
く
な
ら
れ
た
方
か
ら
、

私
は
非
常
に
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
先
代
の

奥
田
会
長
、
今
の
御
手
洗
会
長
か
ら
は
や
は
り
現

場
主
義
に
基
づ
い
て
、
ど
う
や
っ
て
行
動
す
べ
き

か
、
日
々
、
今
鍛
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

経
営
者
と
し
て
の
三
つ
の
資
質

折
角
の
経
営
者
協
会
の
総
会
と
い
う
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
経
営
者
と
は
何
か
と
い
う
こ
と

を
、
あ
る
元
経
団
連
副
会
長
の
言
葉
を
借
り
ま
し

て
、
若
干
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
方

は
、
経
営
者
の
資
質
に
つ
い
て
三
つ
を
あ
げ
て
お

ら
れ
ま
す
。

一
番
目
に
あ
げ
て
お
ら
れ
る
の
は
先
見
性
で
す
。

定
時
総
会
特
別
講
演
要
旨

日日
本本
経経
済済
のの現現

状状
とと
課課
題題

�
日
本
経
済
団
体
連
合
会

事

務

総

長

中

村

芳

夫
氏
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「
現
実
を
直
視
し
て
徹
底
的
に
分
析
、
解
明
し
て

い
け
ば
、
自
ず
と
そ
の
判
断
に
は
先
見
性
が
伴
っ

て
く
る
。
後
は
、
そ
の
判
断
を
摩
擦
を
恐
れ
ず
に

実
行
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
う
い
う
勇
気
が
あ

れ
ば
い
い
ん
だ
。」
と
、
先
ず
先
見
性
を
あ
げ
て

お
り
ま
す
。

二
番
目
に
は
、
や
は
り
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い

う
言
葉
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
本
質
は
説
得
力
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、「
根

本
は
相
手
の
立
場
で
物
事
を
考
え
る
こ
と
だ
。
さ

ら
に
現
場
の
人
々
が
共
通
の
認
識
を
持
つ
こ
と
が
、

な
に
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。
即
ち
、
相
手
の
立
場

に
立
っ
て
物
事
を
考
え
、
意
思
を
伝
達
し
な
け
れ

ば
、
多
く
の
人
を
説
得
で
き
な
い
。
相
手
の
立
場

に
立
ち
、
相
手
の
目
線
で
説
得
で
き
る
こ
と
が
、

経
営
者
の
経
営
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
そ
の
も
の
だ
。

経
営
者
は
現
場
に
入
り
込
ん
で
、
現
場
主
義
に
徹

し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
さ
に
こ
れ
は
、
二
〇
〇
四
年
の
経
営
労
働
政
策

委
員
会
の
報
告
で
も
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

三
番
目
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
バ
ラ
ン
ス

感
覚
で
す
。「
バ
ラ
ン
ス
感
覚
は
、
経
営
者
が
決

断
と
実
行
す
る
際
の
必
須
の
条
件
で
あ
り
、
経
営

者
は
す
べ
て
の
面
で
柔
軟
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
バ
ラ
ン
ス
感
覚
は
、
先
見
性
と
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
、
あ
る
意
味
で
制
御
し
た
り
、
或
い

は
別
の
方
法
は
な
い
か
と
、
自
分
の
中
で
示
唆
す

る
も
の
だ
。
八
方
美
人
的
な
世
渡
り
や
、
組
織
運

営
に
於
け
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚
と
勘
違
い
し
て
は
い

け
な
い
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
そ
の
方
は
、「
一
人
の
百
歩
よ
り
も
、

百
人
の
一
歩
の
方
が
重
要
。
経
営
判
断
は
企
業
が

進
む
べ
き
方
向
を
示
す
こ
と
、
将
来
の
展
望
を
示

す
こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
日
々
に
何
を
す
べ
き
か
と

い
う
こ
と
が
、
明
白
に
な
る
。」
と
も
述
べ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

経
団
連
は
二
百
人
足
ら
ず
の
事
務
局
で
す
が
、

私
も
そ
の
中
で
こ
の
三
つ
の
資
質
と
い
う
も
の
を
、

絶
え
ず
心
に
入
れ
な
が
ら
小
さ
な
事
務
局
を
運
営

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
前
段
と
し
て
本

題
と
離
れ
る
話
を
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
本
題
に

戻
り
ま
し
て
内
外
経
済
の
現
状
と
見
通
し
に
つ
い

て
、
先
ず
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

内
外
経
済
の
現
状
と
見
通
し

日
本
経
済
で
ご
ざ
い
ま
す
け
ど
も
、
昨
年
十
―

十
二
月
期
の
実
質
成
長
率
は
年
率
三
・
六
％
と
、

か
な
り
高
い
成
長
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

今
週
末
に
発
表
さ
れ
る
今
年
の
一
―
三
月
期
に
つ

き
ま
し
て
も
、
恐
ら
く
年
率
二
〜
三
％
台
の
成
長

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
少
な
く
と
も

こ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ベ
ー
ス
で
見
ま
す
と
、
一
見
、
経
済

は
順
調
に
推
移
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
数
字
は
私
ど
も
経
済
界
が
持
っ
て
い

る
景
況
感
と
は
、
相
当
懸
け
離
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
感
じ
が
い
た
し
ま
す
。

実
際
、
日
銀
の
短
観
の
企
業
の
業
況
感
は
、
昨

年
十
二
月
調
査
で
は
四
％
ポ
イ
ン
ト
低
下
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
今
年
の
三
月
調
査

で
は
さ
ら
に
そ
れ
が
八
％
ポ
イ
ン
ト
と
大
幅
に
低

下
し
て
お
り
ま
す
。
先
行
き
に
つ
き
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
四
％
ポ
イ
ン
ト
低
下
す
る
と
い
う
よ
う

に
見
越
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
景
気
動
向
指
数

も
、
昨
年
十
月
以
降
、
基
本
的
に
低
下
の
方
向
に

ご
ざ
い
ま
す
。
加
え
ま
し
て
、
企
業
の
業
績
も
不

振
で
、
収
益
の
下
方
修
正
が
続
い
て
い
る
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
。

二
〇
〇
一
年
一
月
か
ら
拡
大
局
面
が
続
い
て
き

た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
経
団
連
と
し
て
は
、
景

気
は
昨
年
末
か
ら
踊
り
場
の
局
面
に
入
っ
た
と
判

断
し
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
需
要
動
向
を
見
て

い
き
ま
す
と
、
内
需
は
総
じ
て
横
ば
い
状
態
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
先
ず
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

約
六
割
を
占
め
て
お
り
ま
す
個
人
消
費
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
月
々
の
振
れ
を
均
し
て
見
る
と
、
こ
れ

も
ま
た
横
ば
い
状
態
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
の
必
死
の
努
力
の
結
果
、
私
ど
も

の
調
査
で
は
今
年
の
賃
金
改
定
は
、
率
、
額
と
も

昨
年
を
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。
賃
金
も
三
カ
月
連

続
、
前
年
を
上
回
っ
て
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

問
題
は
、
賃
金
は
上
が
っ
て
い
る
け
ど
、
は
た

し
て
可
処
分
所
得
は
増
え
て
い
る
の
か
と
い
う
点

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

確
か
福
田
総
理
に
呼
ば
れ
ま
し
て
、
御
手
洗
会

長
は
賃
上
げ
を
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
御

手
洗
会
長
は
「
賃
上
げ
を
や
る
よ
う
、
皆
さ
ん
に

声
を
掛
け
ま
す
。
し
か
し
、
問
題
は
こ
の
可
処
分

所
得
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
で
は
な
い
で
す
か
。

や
は
り
、
毎
年
の
よ
う
に
社
会
保
険
料
、
厚
生
年

金
保
険
料
を
上
げ
、
さ
ら
に
定
率
減
税
は
止
め
た

と
。
こ
う
い
っ
た
状
態
に
お
い
て
、
や
は
り
公
的

な
負
担
が
増
え
て
、
民
間
の
労
働
者
、
従
業
員
の

も
と
に
は
ず
っ
し
り
と
迫
っ
て
き
て
い
る
の
だ
と

い
う
こ
と
も
、
政
府
と
し
て
も
忘
れ
な
い
で
欲
し

い
。」
と
い
う
こ
と
を
、
総
理
に
申
し
上
げ
ま
し

た
。

最
近
の
マ
ス
コ
ミ
等
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
、

御
手
洗
会
長
は
中
堅
所
得
層
の
所
得
税
減
税
を
主

張
し
て
お
り
ま
す
。
恐
ら
く
総
会
の
記
者
会
見
で

も
、
そ
う
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
福
田
総
理
が
、
今
年
は

税
制
改
正
の
年
と
い
う
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
税
制
改
正
の
中
で
そ
の
所
得
税
の

減
税
と
い
う
も
の
も
実
現
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
、
私
ど
も
の
雇
用
者
所
得
と
い
う
も
の
を
引
き

上
げ
る
要
因
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

雇
用
情
勢
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
ひ
と
つ
明
る

さ
を
欠
い
て
お
り
ま
す
。
勿
論
、
失
業
率
は
先
進

国
中
、
例
を
見
な
い
ほ
ど
低
水
準
に
ご
ざ
い
ま
す
。

雇
用
不
安
と
い
っ
た
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
中
小

企
業
な
ど
で
は
新
卒
者
の
採
用
に
苦
労
さ
れ
て
い

る
状
況
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

こ
に
き
て
、
雇
用
改
善
テ
ン
ポ
に
足
踏
み
が
見
ら

れ
る
と
い
う
の
も
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。
就
業
者

の
数
は
二
カ
月
連
続
で
前
年
を
下
回
っ
て
お
り
ま

す
。
一
人
一
人
の
賃
金
は
上
が
っ
て
お
り
ま
し
て

も
、
就
業
者
の
数
が
減
っ
て
い
け
ば
、
マ
ク
ロ
で

見
た
雇
用
者
所
得
の
伸
び
と
い
う
の
は
、
自
ず
と

限
ら
れ
た
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
中
で
消
費
者
物
価
は
ど
う
か

と
申
し
ま
す
と
、
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
が
や
は
り
、
消
費
の
足
か
せ

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
消
費
者
物
価
は
上
昇
し
て

い
る
と
申
し
ま
し
て
も
、
全
体
と
し
て
は
前
年
比

一
％
程
度
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

世
界
的
な
小
麦
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
大
豆
と
い
っ

た
穀
類
や
、
原
油
な
ど
の
価
格
高
騰
を
受
け
ま
し

て
、
パ
ン
、
即
席
め
ん
、
味
噌
、
バ
タ
ー
、
ト
イ
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レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等
の
日
常
頻
繁
に
購
入
す
る
商

品
の
価
格
が
上
昇
し
て
お
り
ま
す
。
五
月
一
日
か

ら
は
、
一
時
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
ガ
ソ
リ

ン
の
価
格
が
元
に
戻
っ
て
、
さ
ら
に
上
が
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ど
う
し
て
も
家
計
は
財
布
の
紐
を
締

め
が
ち
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
避
け
難
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

次
に
、
企
業
の
設
備
投
資
に
つ
い
て
見
ま
す
と
、

こ
れ
も
総
じ
て
横
ば
い
と
い
う
状
況
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
五
年
度
連
続
し
て
増
収
増
益
で
あ

っ
た
こ
と
に
加
え
、
周
辺
諸
国
の
輸
出
攻
勢
に
対

し
ま
し
て
、
生
産
性
向
上
や
品
質
改
善
に
努
め
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
設
備
投
資
は
輸

出
と
並
ん
で
景
気
の
牽
引
役
と
し
て
、
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
原
燃
料
価

格
の
高
騰
な
ど
か
ら
企
業
収
益
は
増
収
な
が
ら
も

減
益
基
調
に
あ
る
と
い
う
こ
と
、
昨
年
八
月
ご
ろ

か
ら
生
産
が
一
進
一
退
と
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
設
備
投
資
は
高
水
準
な
が
ら
も
横
ば

い
状
態
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
向
け

の
自
動
車
の
輸
出
が
落
ち
込
み
、
加
え
ま
し
て
世

界
的
に
半
導
体
の
出
荷
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
と
い

う
こ
と
な
ど
も
あ
り
ま
し
て
、
企
業
の
設
備
投
資

計
画
は
、
大
企
業
の
製
造
業
や
中
小
企
業
で
か
な

り
弱
気
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

内
需
の
最
後
と
い
た
し
ま
し
て
、
住
宅
建
設
も

芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
は
改
正
建
築
基
準
法

の
施
行
が
あ
り
ま
し
て
、
七
月
以
降
、
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
を
中
心
に
住
宅
着
工
は
大
き
く
落
ち
込
ん

で
お
り
ま
す
。
幸
い
そ
の
後
、
国
交
省
の
対
応
策

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
十
月

か
ら
は
戸
数
の
反
転
が
始
ま
り
、
今
年
の
二
月
ま

で
は
順
調
に
回
復
し
て
き
て
お
り
ま
し
た
が
、
足

も
と
で
は
変
調
が
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
首
都
圏

の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早
い
段
階
か

ら
用
地
取
得
費
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
価
格
の
上

昇
・
在
庫
の
増
加
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

三
月
は
全
国
的
に
着
工
戸
数
が
減
少
し
て
お
り
ま

す
。
や
は
り
景
気
の
減
速
や
内
外
の
金
融
情
勢
、

鋼
材
価
格
の
高
騰
が
響
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
内
需
を
見
て
き
ま
す
と
、
非
常
に

振
る
わ
な
い
と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

中
で
景
気
を
引
っ
張
っ
て
い
る
の
は
輸
出
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
輸
出
に
つ
き
ま
し
て
も
昨

年
の
九
月
か
ら
ア
メ
リ
カ
向
け
が
前
年
割
れ
と
い

う
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
他
方
で
、
Ｅ
Ｕ
、

或
い
は
ア
ジ
ア
の
新
興
国
、
資
源
国
に
対
す
る
輸

出
は
順
調
に
伸
び
て
お
り
ま
し
て
、
こ
う
い
う
形

で
全
体
と
し
て
輸
出
が
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
景
気
減
速
、
或
い
は
ド

ル
安
・
円
高
の
影
響
な
ど
か
ら
、
こ
の
増
加
テ
ン

ポ
が
鈍
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
円
高
の

影
響
は
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
効
い
て
き
て

お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
Ｅ
Ｕ
向
け
、
ア
ジ
ア
向
け

は
、
輸
出
金
額
と
し
て
は
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
を
数
量
と
価
格
に
分
け
て
見
ま
す
と
、
Ｅ
Ｕ

向
け
は
昨
年
十
二
月
か
ら
、
ア
ジ
ア
向
け
は
昨
年

の
十
月
か
ら
、
価
格
は
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
と
、
円

高
に
見
合
っ
た
形
で
販
売
価
格
を
引
き
上
げ
ら
れ

な
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
今
後
、
日
本
経
済
は
ど
の
よ
う
な

進
路
を
た
ど
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
個
人
消

費
、
設
備
投
資
、
住
宅
建
設
と
い
っ
た
内
需
に
は
、

残
念
な
が
ら
自
律
反
転
に
向
か
う
要
因
は
見
当
た

り
ま
せ
ん
。
金
利
は
す
で
に
極
め
て
低
い
水
準
に

ご
ざ
い
ま
す
し
、
厳
し
い
財
政
事
情
を
考
え
ま
す

と
、
税
・
財
政
面
か
ら
の
景
気
浮
揚
策
も
、
税
制

抜
本
改
革
が
実
現
し
な
け
れ
ば
望
み
薄
と
い
う
状

況
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
現
在
の
踊
り
場
局
面
の
先
に
、
景
気
回
復

局
面
が
待
っ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
何

時
か
ら
始
ま
る
の
か
、
そ
れ
と
も
景
気
が
最
早
ピ

ー
ク
を
打
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
景
気
後
退
局

面
と
な
る
の
か
、
そ
の
答
え
は
輸
出
の
先
行
き
が

ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
輸
出
の
先
行
き
を
占
う
意
味
か
ら
、
世
界
経

済
、
な
か
で
も
ア
メ
リ
カ
経
済
の
動
向
と
い
う
も

の
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
端
を
発
し
ま
し
た
金
融

不
安
か
ら
ア
メ
リ
カ
経
済
が
大
幅
に
減
速
し
て
い

る
こ
と
は
、
皆
さ
ま
ご
承
知
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
の
一
―
三
月
期
の
実
質
成
長
率
は
マ
イ

ナ
ス
成
長
に
陥
る
と
い
う
不
安
も
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
か
ろ
う
じ
て
昨
年
十
―
十
二
月
期
と
同
じ
前

期
比
年
率
〇
・
六
％
と
い
う
数
字
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
四
乗
し
た
結
果
の
年
率
が
〇
・
六
％
と
い

う
こ
と
で
、
限
り
な
く
ゼ
ロ
成
長
に
近
い
状
態
に

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ち
な
み
に
実
質
成
長
率

が
二
・
四
半
期
連
続
で
一
％
を
割
り
込
む
低
成
長

を
記
録
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
九
一
年

一
―
三
月
期
以
来
十
七
年
ぶ
り
の
異
常
事
態
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
内
訳
を
見
て
み
ま
す
と
、
ア
メ
リ
カ
の
場

合
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
七
割
を
占
め
ま
す
個
人
消
費
は
、

就
業
者
が
今
年
に
入
っ
て
か
ら
四
カ
月
連
続
で
前

月
比
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

て
、
一
・
〇
％
と
極
め
て
低
い
伸
び
率
に
留
ま
っ

て
お
り
ま
す
。
設
備
投
資
も
マ
イ
ナ
ス
二
・
五
％

と
、
五
・
四
半
期
ぶ
り
に
減
少
に
転
じ
て
お
り
ま

す
。
最
大
の
問
題
で
あ
り
ま
す
住
宅
に
つ
き
ま
し

て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
代
表
的
な
住
宅
価
格
指
数
で

見
ま
す
と
、
本
年
二
月
分
ま
で
発
表
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
十
四
カ
月
連
続
で
前
年
を
下
回
っ
て
お

り
ま
す
。
特
に
二
月
の
下
落
幅
は
一
三
・
六
％
と
、

こ
れ
は
一
九
八
七
年
の
調
査
開
始
以
来
、
最
大
の

下
げ
幅
と
い
う
こ
と
で
、
住
宅
投
資
も
九
・
四
半

期
、
つ
ま
り
二
年
以
上
減
少
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
一
〜
三
月
は
二
六
・
七
％
減
と
マ
イ
ナ
ス

幅
を
さ
ら
に
大
き
く
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
景
気
は
昨

年
後
半
に
ピ
ー
ク
を
つ
け
た
と
見
て
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
問
題
は
こ
の
景
気
減
速
が

い
つ
終
わ
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
連
邦
銀
行
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
金
融
不
安
を
沈

静
化
さ
せ
る
た
め
に
、
昨
年
の
九
月
以
降
、
政
策

金
利
を
五
・
二
五
％
か
ら
二
％
ま
で
段
階
的
に
引

き
下
げ
て
き
て
お
り
ま
す
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
単
に
金
利

を
下
げ
る
だ
け
で
な
く
、
大
恐
慌
以
来
と
な
る
証

券
会
社
へ
の
資
金
供
給
、
欧
州
中
央
銀
行
と
連
携

し
ま
し
た
世
界
的
な
資
金
供
給
、
さ
ら
に
は
個
別

企
業
の
事
実
上
の
救
済
と
な
る
よ
う
な
伝
統
的
な

手
法
に
と
ら
わ
れ
な
い
金
融
政
策
を
展
開
し
て
き

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
の
政
府
は
、
千

六
十
七
億
ド
ル
と
い
う
所
得
税
の
減
税
と
、
四
百

五
十
億
ド
ル
と
い
う
設
備
投
資
減
税
を
定
め
た
法

律
を
制
定
し
ま
し
て
、
先
月
末
か
ら
所
得
税
の
減

税
が
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
減
税
規
模
は

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
一
％
に
相
当
す
る
巨
大
な
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。
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こ
う
し
た
金
融
・
財
政
両
面
か
ら
の
景
気
対
策

に
よ
り
ま
し
て
、
ア
メ
リ
カ
経
済
は
今
年
の
七
―

九
月
期
か
ら
持
ち
直
し
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
全
米
経
済
研
究
所
Ｎ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
の
調
査
で
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
景
気
後
退
局

面
は
平
均
一
〇
カ
月
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
う
し
た
経
験
則
か
ら
考
え
ま
す
と
、
夏
ご
ろ
か

ら
ア
メ
リ
カ
の
景
気
は
回
復
す
る
シ
ナ
リ
オ
に
は

蓋
然
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
も
い

た
し
ま
す
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
先
月
、
ア
メ
リ
カ
の
今
年
の
実
質
成

長
率
は
〇
・
五
％
と
、
昨
年
の
二
・
二
％
か
ら
大

幅
に
減
速
す
る
と
い
う
極
め
て
悲
観
的
な
予
測
を

出
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
代
表
的

な
シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
五
〇
社
の
予
測
を
集
計
し

た
ブ
ル
ー
チ
ッ
プ
の
平
均
値
は
一
・
四
％
と
、
な

か
で
も
強
気
の
一
〇
社
の
平
均
値
は
一
・
九
％
と

な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
私
ど
も
の
見
方
が
そ
れ
ほ

ど
楽
観
的
で
は
な
い
と
い
う
感
じ
も
い
た
し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
経
済
の
見
通
し
は
、
以
上
申
し
上
げ
た

通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
他
の
諸
国

に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
ず
Ｅ
Ｕ
諸
国
で
す
け
れ
ど
も
、
景
気
は
ま
ず

ま
ず
の
状
態
で
推
移
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
Ｅ
Ｕ
の
問
題
は
物
価
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Ｅ
Ｕ
二
十
七
カ
国
中
、
ユ
ー
ロ
圏
の
十
五
カ
国
で

は
イ
ン
フ
レ
率
は
二
％
未
満
に
留
め
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
三
月
の
消
費
者

物
価
は
年
率
三
・
六
％
と
、
こ
れ
を
大
き
く
上
回

っ
て
い
る
現
状
に
ご
ざ
い
ま
す
。
イ
ン
フ
レ
の
圧

力
が
高
ま
る
中
で
、
欧
州
中
央
銀
行
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
政

策
金
利
を
据
え
置
か
ざ
る
を
得
ず
、
こ
の
結
果
、

ユ
ー
ロ
の
対
ド
ル
の
相
場
は
高
止
ま
り
を
続
け
て

お
り
ま
す
。
こ
の
ユ
ー
ロ
高
は
、
ユ
ー
ロ
圏
の
輸

出
競
争
力
を
殺
い
で
お
り
ま
し
て
、
今
後
、
ユ
ー

ロ
圏
の
景
気
が
減
速
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
避

け
ら
れ
な
い
状
況
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
ユ
ー
ロ
圏
の
今
年
の
実
質
成
長
率
を

一
・
四
％
と
、
昨
年
の
二
・
六
％
か
ら
大
き
く
低

下
す
る
と
予
測
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ア

メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
景
気
が
、
減
速
な
い
し
、

減
速
含
み
の
情
勢
に
あ
る
中
で
、
比
較
的
堅
調
な

の
が
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
し
ま
す
新
興
諸
国
だ
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
今
年
一
〜
三
月
の
中
国
の

実
質
成
長
率
は
前
年
比
一
〇
・
六
％
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
勿
論
、
元
の
対
ド
ル
相
場
が
上
昇
し
ま

し
て
、
対
米
輸
出
の
伸
び
が
鈍
化
し
て
い
る
こ
と
、

食
品
を
中
心
に
イ
ン
フ
レ
が
加
速
し
て
い
る
た

め
に
金
融
の
引
き
締
め
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
今
後
、
成
長
は
鈍
化
す
る
と
思
わ
れ

ま
す
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
今
年
の
成
長
率
は
二
ケ

タ
を
維
持
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
に
見

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
韓
国
、
台
湾
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

と
い
っ
た
ア
ジ
ア
新
興
国
も
ア
メ
リ
カ
向
け
輸
出

の
鈍
化
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
少
な
く
と
も
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
大
き
な

影
響
は
見
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
見
通

し
も
、
ア
ジ
ア
途
上
国
の
今
年
の
実
質
成
長
率
は

八
・
二
％
と
、
昨
年
の
九
・
七
％
か
ら
や
や
鈍
化

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
引
き
続
き
高
い
伸
び

を
予
測
し
て
お
り
ま
す
。

他
方
、
順
調
な
国
々
と
い
え
ば
、
こ
れ
は
資
源

産
出
国
だ
と
思
い
ま
す
。
ご
存
知
の
通
り
、
原
油
、

穀
物
な
ど
の
国
際
市
況
は
い
わ
ば
青
天
井
と
い
う

勢
い
で
高
騰
を
続
け
て
お
り
ま
し
て
、
特
に
産
油

国
は
巨
額
の
貿
易
黒
字
を
享
受
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
状
況
は
し
ば
ら
く
続
く
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
も
中
東
諸
国
の
今
年
の
実
質
成
長
率
は

六
・
一
％
と
、
昨
年
の
五
・
八
％
を
上
回
る
も
の

を
予
測
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
世
界
経
済

が
推
移
し
て
い
き
ま
す
と
、
我
が
国
の
輸
出
は
年

度
前
半
は
新
興
国
や
資
源
国
向
け
に
下
支
え
さ
れ

ま
し
て
、
ま
た
、
年
度
後
半
は
ア
メ
リ
カ
の
景
気

が
回
復
し
て
い
け
ば
、
増
加
に
転
ず
る
と
い
う
よ

う
に
見
通
さ
れ
ま
す
。
輸
出
が
増
勢
を
取
り
戻
せ

ば
、
企
業
の
設
備
投
資
も
回
復
し
ま
し
て
、
雇
用

情
勢
も
改
善
に
向
か
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ

う
に
期
待
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

先
ほ
ど
の
問
い
に
関
す
る
答
え
と
し
て
は
、
や

は
り
景
気
は
年
度
前
半
ま
で
は
踊
り
場
状
態
が
続

く
で
し
ょ
う
が
、
年
度
後
半
か
ら
は
輸
出
が
先
導

す
る
形
で
回
復
し
て
い
く
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
私

ど
も
は
描
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
先
行

き
に
つ
き
ま
し
て
、
暗
い
影
を
投
げ
か
け
て
い
る

要
因
も
ご
ざ
い
ま
す
。
大
き
く
分
け
て
、
二
つ
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
第
一
に
は
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る

世
界
的
な
金
融
不
安
が
あ
り
ま
す
。
足
も
と
で
は

十
―
十
二
月
期
の
ア
メ
リ
カ
の
金
融
機
関
の
決
算

内
容
が
、
市
場
関
係
者
が
想
定
し
た
よ
り
は
良
か

っ
た
こ
と
、
巨
額
の
損
失
を
計
上
し
た
金
融
機
関

の
資
本
増
強
が
進
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
大

幅
な
信
用
収
縮
懸
念
は
薄
ら
い
だ
と
し
て
、
ド
ル

の
買
戻
し
や
株
価
の
持
ち
直
し
が
見
ら
れ
ま
し
て
、

金
融
資
本
市
場
は
小
康
状
態
を
保
っ
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
果
断
な

金
融
政
策
と
大
型
減
税
に
よ
る
実
体
経
済
の
持
ち

直
し
が
相
俟
っ
て
金
融
資
本
市
場
を
徐
々
に
平
常

状
態
に
戻
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

し
か
し
、
今
月
か
ら
来
月
に
か
け
て
発
表
さ
れ

ま
す
一
―
三
月
期
の
金
融
機
関
の
決
算
次
第
で
は
、

市
場
が
再
び
混
乱
す
る
恐
れ
が
ご
ざ
い
ま
す
。
Ｉ

Ｍ
Ｆ
は
二
〇
〇
七
年
〜
二
〇
〇
九
年
の
世
界
の
金

融
機
関
の
損
失
額
を
九
千
四
百
五
十
億
ド
ル
と
推

計
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
こ
の
推
計

値
は
過
大
だ
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
差
は
三

千
億
ド
ル
程
度
で
あ
り
、
七
十
兆
円
か
ら
百
兆
円

程
度
の
損
失
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
変
わ
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
各
国
と
も
損
失
の
最
小
化
と

金
融
機
関
の
資
本
増
強
促
進
の
た
め
の
施
策
を
講

じ
て
お
り
ま
す
が
、
金
融
資
本
市
場
へ
の
混
乱
が
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再
燃
す
れ
ば
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
シ
ナ
リ
オ
は

大
き
く
崩
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ

が
い
た
し
ま
す
。

第
二
に
は
、
や
は
り
資
源
価
格
の
高
騰
の
問
題

が
あ
り
ま
す
。
穀
物
や
原
油
だ
け
で
な
く
、
鉄
鉱

石
、
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
の
資
源
の
価
格
上
昇
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
原
因
は
、
中
国
、
イ
ン
ド

な
ど
巨
大
な
人
口
の
新
興
途
上
国
が
目
覚
ま
し
い

成
長
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
、
環
境
問
題
が
厳
し
さ

を
増
す
中
で
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
需
要
が
増
え

て
い
る
こ
と
な
ど
、
実
需
の
増
大
に
繋
が
っ
て
い

る
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
だ

け
で
は
、
最
近
の
価
格
高
騰
は
説
明
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
。
世
界
的
な
金
融
不
安
を
沈
静
化
す
る

た
め
に
、
大
量
の
資
金
供
給
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

し
て
、
株
価
が
戻
ら
ぬ
な
か
で
行
き
場
を
失
っ
た

資
金
が
商
品
市
場
に
流
れ
込
む
投
機
的
な
需
要
が

起
き
て
お
り
、
こ
れ
が
価
格
を
引
き
上
げ
て
い
ま

す
。
こ
の
要
因
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
。
実
体
経
済
が
回
復
す
る
中
で
、
こ
う

し
た
資
金
が
株
式
市
場
に
徐
々
に
浮
か
ん
で
き
て

く
れ
ば
、
行
き
過
ぎ
た
資
源
価
格
の
水
準
是
正
も

は
じ
ま
る
と
い
う
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
は
、
今
年
の
原
油

価
格
は
バ
レ
ル
百
十
ド
ル
と
予
測
し
て
お
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
サ
ッ
ク
ス
は
今
年
後

半
か
ら
二
年
の
間
に
バ
レ
ル
二
百
ド
ル
ま
で
い
く

の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
に
予
想
し
て
お
り
ま

す
。
仮
に
そ
う
し
た
事
態
と
な
れ
ば
、
世
界
的
に

イ
ン
フ
レ
圧
力
が
高
ま
り
ま
し
て
、
こ
れ
が
企
業

収
益
を
圧
迫
し
、
実
体
経
済
の
成
長
を
妨
げ
る
ス

タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
発
展
し
か
ね
な
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
世
界
情
勢
に
、
二

つ
の
要
因
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
経

済
の
回
復
に
よ
り
ま
し
て
、
年
度
後
半
か
ら
輸
出

の
増
加
に
よ
っ
て
日
本
経
済
も
ま
た
、
回
復
期
を

辿
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
済
情
勢
の
中
で
の

我
が
国
の
政
治
情
勢
に
つ
い
て
、
次
に
少
し
触
れ

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

我
が
国
の
政
治
情
勢
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
我
が
国

の
経
済
情
勢
は
大
変
厳
し
く
、
本
来
で
あ
れ
ば
政

治
が
明
確
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
ま
し
て
、

我
が
国
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
示
し
、
そ
の
た
め

に
必
要
と
な
る
改
革
を
強
力
に
進
め
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
の

政
治
情
勢
を
見
ま
す
と
、
昨
年
の
参
議
院
選
挙
の

結
果
を
受
け
て
の
、
い
わ
ゆ
る
「
ね
じ
れ
国
会
」

と
い
う
こ
と
で
、
福
田
内
閣
は
非
常
に
難
し
い
政

策
遂
行
を
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ご
承
知
の
通

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
た
ず
ら
に
与
野
党
間
の
対
立
が
続
き
ま
し
て
、

政
策
の
遂
行
に
遅
れ
が
出
れ
ば
、
無
用
な
混
乱
が

生
じ
ま
し
て
、
そ
の
ツ
ケ
は
結
局
、
わ
れ
わ
れ
国

民
が
負
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
我

が
国
の
政
治
体
制
を
考
え
ま
す
と
、
少
な
く
と
も

当
分
の
間
は
、
今
の
ね
じ
れ
状
況
が
続
か
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
だ

と
す
れ
ば
、
各
党
が
お
互
い
に
話
し
合
い
を
重
ね

ま
し
て
、
主
張
す
べ
き
と
こ
ろ
は
主
張
し
、
妥
協

す
べ
き
と
こ
ろ
は
妥
協
し
な
が
ら
、
政
策
を
着
実

に
前
進
さ
せ
て
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
際
、
国
民
の
将
来
を
考
え
る
な
ら
ば
、
与
野

党
の
間
で
の
建
設
的
な
話
し
合
い
を
通
じ
て
解
決

す
べ
き
政
策
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

中
で
も
特
に
重
要
な
も
の
が
、
社
会
保
障
制
度
並

び
に
税
・
財
政
の
抜
本
改
革
だ
と
思
い
ま
す
。
年

金
や
医
療
、
介
護
を
は
じ
め
と
し
ま
す
社
会
保
障

は
、
す
べ
て
の
国
民
の
生
涯
に
大
き
く
か
か
わ
る

制
度
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
政
治
の
体
制
が
い
か
な

る
状
況
に
な
ろ
う
と
も
、
安
定
的
で
、
将
来
の
見

通
し
が
つ
く
よ
う
に
運
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
意
味
合
い
に
お
き
ま
し
て
、
与

野
党
が
よ
く
話
し
合
っ
て
、
国
民
に
と
っ
て
優
れ

た
制
度
を
実
現
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー
マ
だ

と
思
い
ま
す
。
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
社

会
保
障
制
度
並
び
に
税
・
財
政
の
抜
本
改
革
の
実

現
を
目
下
の
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
て
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
こ
こ
か
ら
は
、
こ
の
問

題
に
つ
き
ま
し
て
、
私
ど
も
の
考
え
方
を
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
保
障
制
度
と

税
・
財
政
の
抜
本
改
革

ま
ず
、
社
会
保
障
制
度
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご

承
知
の
よ
う
に
世
界
に
類
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で

少
子
化
、
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
今
ま
さ

に
団
塊
の
世
代
が
退
職
の
時
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り

ま
す
。
い
よ
い
よ
本
格
的
な
高
齢
社
会
が
到
来
し

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
最
も

心
配
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
社
会
保
障
制
度
の
問

題
で
す
。
今
の
制
度
の
ま
ま
で
は
本
当
に
年
金
制

度
は
も
つ
の
だ
ろ
う
か
、
医
療
を
安
心
し
て
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
な
ど
、
高
齢
者
の

方
々
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
現
役
で
働
い
て
い
る

方
々
も
将
来
に
不
安
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
と
思

い
ま
す
。

先
月
末
に
行
わ
れ
ま
し
た
山
口
二
区
の
衆
議
院

の
補
欠
選
挙
の
結
果
は
、
民
主
党
の
圧
倒
的
な
勝

利
に
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
勝
因
は
、
ガ
ソ
リ
ン

税
を
め
ぐ
る
政
治
の
混
乱
と
、
長
寿
医
療
制
度
の

ス
タ
ー
ト
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
長
寿
医

療
制
度
は
、
長
ら
く
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
呼

ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。
評
判
が
悪
い
の
で
、
名
前

を
最
近
、
長
寿
医
療
制
度
と
い
う
よ
う
に
改
名
し

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
も
そ
も
命
名
の
時
か
ら
ケ

チ
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
、
そ
の
ほ
か
に
も

制
度
ス
タ
ー
ト
当
時
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
問
題
を

抱
え
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
長
寿
医
療
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
例
え

ば
、
お
年
寄
り
の
方
々
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
料
負
担

が
幾
ら
に
な
る
の
か
分
か
ら
な
い
、
さ
ら
に
肝
心

の
保
険
証
が
手
元
に
届
か
な
い
、
保
険
料
が
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
る
の
で
、
年
金
受
領
額
が
分
か

ら
な
い
と
い
っ
た
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
社
会
全
体
で
年
金
記
録
が
問
題
に
な
っ
て

お
り
、
今
受
取
っ
て
い
る
年
金
額
が
本
当
に
正
確

な
の
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
に
、
さ
ら

に
そ
こ
か
ら
医
療
保
険
料
が
差
っ
引
か
れ
ま
す
と
、

そ
れ
は
高
齢
者
の
方
が
お
怒
り
に
な
る
の
も
無
理

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
不
適
切
な
事
務
や
行
政
の
説
明
不
足

に
よ
り
ま
し
て
、
混
乱
が
生
じ
て
お
り
ま
す
長
寿

医
療
制
度
で
す
が
、
長
い
目
で
み
れ
ば
、
や
は
り

必
要
な
制
度
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど

申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
高
齢
者
の

方
々
は
急
速
に
増
え
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
つ
れ

―１０―



ま
し
て
、
高
齢
者
の
方
々
に
要
す
る
医
療
費
も
ま

た
、
急
速
に
増
え
ま
す
。
今
ま
で
の
制
度
で
は
、

高
齢
者
の
方
々
の
多
く
は
自
営
業
者
の
方
々
と
と

も
に
、
国
民
健
康
保
険
と
い
う
市
町
村
が
運
営
す

る
保
険
制
度
に
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
方
々
に
要
す
る
医
療
費
は
、
税
金
と
現
役
世

代
を
含
め
ま
し
た
国
民
健
康
保
険
、
被
用
者
保
険

か
ら
の
拠
出
金
で
支
え
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
お
金
の
流
れ
が
非
常
に
複

雑
で
分
か
り
難
い
と
い
う
欠
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
今
度
の
長
寿
医
療
制
度
で
は
、
七
十
五

歳
以
上
の
方
々
の
医
療
制
度
を
独
立
さ
せ
ま
し
て
、

こ
こ
に
税
金
を
重
点
的
に
投
入
す
る
形
が
明
確
に

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
制
度
の
運
営
主

体
も
県
単
位
に
広
げ
ま
し
て
、
財
政
事
情
の
苦
し

い
市
町
村
の
お
年
寄
り
が
不
安
に
思
わ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
現
役
世

代
の
方
か
ら
見
ま
す
と
、
自
分
が
負
担
し
た
保
険

料
の
中
か
ら
ど
れ
だ
け
が
高
齢
者
医
療
費
に
回
っ

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

被
用
者
保
険
の
う
ち
、
中
小
企
業
の
従
業
員
を

中
心
と
い
た
し
ま
す
政
管
健
保
の
保
険
料
率
は

八
・
二
％
で
す
が
、
こ
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
医
療
の
た
め
に
拠
出
さ
れ
る
特
定
保
険
料

率
は
三
・
三
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
実
に
、
皆

さ
ま
が
負
担
し
た
四
割
が
高
齢
者
医
療
を
支
え
る

た
め
に
回
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
保
組
合
に

よ
っ
て
各
料
率
が
違
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
明
確

に
出
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
健
保
組
合
の
場
合
で
も

約
四
割
程
度
が
高
齢
者
医
療
に
回
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
実
態
を

知
っ
て
、
現
役
世
代
の
方
々
は
驚
か
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
も
、
こ
れ
か
ら
高
齢

者
の
方
々
の
医
療
費
が
急
増
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
と
、
拠
出
金
の
割
合
が
ど
ん
ど
ん

と
膨
ら
ん
で
い
き
ま
す
。
現
役
の
保
険
制
度
ま
で

が
共
倒
れ
し
て
い
く
と
い
う
危
険
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
い
ろ

い
ろ
と
修
正
は
必
要
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

こ
の
長
寿
医
療
制
度
の
枠
組
み
は
し
っ
か
り
と
守

り
ま
し
て
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
に
備
え
て
、
公

費
の
投
入
割
合
と
い
う
も
の
を
徐
々
に
高
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
年
金
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
も
心
配
が
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。
年

金
記
録
問
題
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
も
う
一
つ
は
基

礎
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
、
加
入
し
て
い
て
も

保
険
料
を
払
っ
て
い
な
い
人
が
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
未
納
・
未
加
入
問
題
で
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
未
納
・
未
加
入
問
題
に
は
、
今
の

高
齢
者
の
方
々
に
支
払
う
年
金
の
財
源
が
不
足
し

た
り
、
或
い
は
負
担
の
公
平
性
が
損
な
わ
れ
る
と

い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
よ
り
大
き
な

問
題
と
し
ま
し
て
、
将
来
の
無
年
金
者
、
つ
ま
り

年
金
を
受
け
取
れ
な
い
、
ま
た
は
少
額
の
年
金
し

か
受
け
取
れ
な
い
と
い
う
人
々
が
、
沢
山
出
て
く

る
と
い
う
問
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。

他
方
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
々
は
、
基
礎
年
金

に
加
え
ま
し
て
、
厚
生
年
金
と
い
う
報
酬
比
例
の

年
金
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
の
制
度

で
は
、
基
礎
年
金
と
厚
生
年
金
を
合
わ
せ
た
額
が

現
役
の
方
々
の
収
入
の
約
六
割
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
長
い
時
間
を
か
け
ま

し
て
、
約
五
割
に
引
き
下
げ
る
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
少
子
化
が
深
刻
化
し

て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
経
済
成
長
が
思
う
よ
う
に

高
く
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
当
に
こ
の
五

割
の
給
付
と
い
う
の
が
可
能
か
ど
う
か
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
し
た
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
私
ど
も
で
は
、
基
礎
年

金
の
全
額
税
方
式
化
が
重
要
な
選
択
肢
の
一
つ
と

な
り
得
る
と
い
う
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
し
て
、

御
手
洗
会
長
も
マ
ス
コ
ミ
等
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

は
、
こ
う
い
う
主
張
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
基
礎

年
金
が
税
方
式
化
さ
れ
れ
ば
、
未
納
・
未
加
入
問

題
は
な
く
な
り
ま
す
し
、
一
定
の
額
は
保
証
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
、
将
来
の
安
心
と
い
う
も
の
が

約
束
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
方
々
へ
の
給
付
も
よ
り
確
実
に
な
っ
て

き
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
た
め
に
は
、
移
行
期
の
在

り
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。
や
は
り
こ
の
問
題
も

解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
社
会
保
障
国
民
会
議
や
社
会
保
障
審
議
会
、

各
党
で
も
、
基
礎
年
金
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
、
是
非
と
も
こ
の
基
礎

年
金
の
税
方
式
化
に
つ
い
て
議
論
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
急
を
要
す
る
課
題
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
と
い
う

も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、
基
礎
年
金
の
国
庫

負
担
割
合
は
三
分
の
一
強
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ

れ
を
二
〇
〇
九
年
度
に
二
分
の
一
に
引
き
上
げ
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
税
方
式
化
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、
ま

た
、
年
金
財
政
の
安
心
感
を
高
め
る
た
め
に
も
、

必
要
な
財
源
を
確
保
し
た
上
で
、
こ
の
国
庫
負
担

割
合
の
引
き
上
げ
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
高
齢

社
会
に
備
え
ま
し
て
、
社
会
保
障
制
度
は
公
費
へ

の
依
存
度
を
高
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

ご
承
知
の
通
り
、
我
が
国
の
財
政
事
情
は
先
進

国
の
中
で
最
悪
の
状
態
に
ご
ざ
い
ま
す
。
国
・
地

方
を
合
わ
せ
ま
し
て
、
借
金
の
残
高
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

一
・
五
倍
に
も
上
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
も
、
借

金
の
元
利
払
い
が
今
年
度
予
算
で
は
約
二
十
兆
円

で
あ
る
の
に
対
し
、
新
た
に
発
生
す
る
国
の
借
金

は
二
十
五
兆
円
と
、
こ
れ
を
大
き
く
上
回
っ
て
お

り
、
借
金
残
高
は
増
加
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
こ

う
し
た
状
況
を
少
し
で
も
改
善
す
る
た
め
に
、
政

府
は
骨
太
の
方
針
に
、
二
〇
一
一
年
ま
で
に
新
た

な
借
金
と
元
利
払
い
を
同
額
に
す
る
、
い
わ
ゆ
る

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
と
い
う
目
標
を

立
て
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
経
済
成
長
率
が
予

想
よ
り
も
伸
び
な
い
、
歳
出
削
減
が
思
う
よ
う
に

進
ま
な
い
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
こ
の
目
標
達
成

は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

今
、
お
金
の
移
動
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ひ
と
た
び
、
我
が
国
の
財
政
健
全
化
が

進
ま
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
我
が
国
の
国

債
の
信
用
は
持
た
な
い
と
い
う
認
識
が
広
が
り
、

瞬
時
に
し
て
我
が
国
の
国
債
は
投
げ
売
り
さ
れ
ま

し
て
、
大
幅
な
円
安
、
イ
ン
フ
レ
と
い
う
状
況
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
経
団
連
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

こ
う
し
た
事
態
が
お
き
な
い
よ
う
、
財
政
の
健
全

化
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
提
言
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
て
考
え
ま
す
と
、
歳
出
改
革
ば
か
り

で
な
く
て
、
歳
入
の
改
革
も
真
剣
に
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
お
り
ま
す
。
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冒
頭
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
福
田
総
理
も
年

末
に
は
税
制
改
革
を
や
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
こ
数
年
、
税
制
の
抜
本
改
革
に
つ
き
ま

し
て
は
、
何
度
も
議
論
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
先

送
り
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
税
を
巡
る
議

論
を
受
け
ま
し
て
、
政
府
・
与
党
で
は
道
路
特
定

財
源
制
度
は
今
年
の
税
制
抜
本
改
革
時
に
廃
止
し
、

二
〇
〇
九
年
度
か
ら
一
般
財
源
化
す
る
と
い
う
決

定
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
ま
し
て
、
税

制
抜
本
改
革
へ
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
と
い

う
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
改
め
て
、

税
制
抜
本
改
革
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
整
理
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
き
く
分
け
て
、
五
つ
の

柱
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

第
一
は
社
会
保
障
制
度
の
持
続
性
の
確
保
で
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
前
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、

本
格
的
な
高
齢
社
会
に
お
い
て
、
高
齢
者
医
療
や

介
護
に
か
か
る
費
用
は
間
違
い
な
く
増
加
し
て
き

ま
す
。
こ
う
し
た
費
用
を
現
役
世
代
の
医
療
保
険

か
ら
の
拠
出
に
頼
る
こ
と
に
は
、
自
ず
と
限
界
が

あ
り
ま
す
。
税
の
投
入
割
合
を
徐
々
に
高
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
金
制
度
の

ほ
う
も
少
し
で
も
安
心
感
を
高
め
る
た
め
に
、
基

礎
年
金
の
国
庫
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
を
二
〇
〇

九
年
度
に
確
実
に
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
後
も
税

方
式
化
へ
の
道
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
社
会
保
障
関
係
費
の
切
り
込

み
は
す
で
に
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
社
会
に
必
要
な
社
会
保
障
給

付
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
そ
の
た
め
の

財
源
を
探
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

第
二
に
抜
本
的
な
少
子
化
対
策
の
実
行
と
全
員

参
加
型
社
会
の
実
現
で
ご
ざ
い
ま
す
。
将
来
の
社

会
の
支
え
手
を
少
し
で
も
増
や
す
た
め
に
、
子
育

て
と
就
労
の
両
立
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
都
市
部
に
お
い
て
は
保
育
サ
ー
ビ
ス
が

充
分
に
確
保
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
子
育

て
す
る
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
も
、
児
童
手
当
と

税
制
と
が
ば
ら
ば
ら
で
効
率
的
な
仕
組
み
に
な
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
他
方
、
税
制
の
関
係
で
、
女
性

や
高
齢
者
の
就
労
を
抑
制
す
る
よ
う
な
方
向
に
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
い
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
道
州
制
、
地
方
分
権
の
推
進
で
ご
ざ
い

ま
す
。
道
州
制
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
ほ

ど
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
人
口
減
少
社
会
の

中
で
資
源
を
効
率
的
に
利
用
す
る
た
め
に
は
、
従

来
の
県
境
を
越
え
た
地
域
の
連
携
が
不
可
欠
と
い

う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
国
民
の
生
活
に

関
連
す
る
部
分
は
、
国
民
に
近
い
自
治
体
で
決
め

て
い
く
こ
と
が
流
れ
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
分
権
の
流
れ
を
支
え
る
た
め
、
必
要
と

な
る
地
方
の
財
源
、
税
源
を
確
保
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

第
四
に
経
済
活
力
の
維
持
と
向
上
で
ご
ざ
い
ま

す
。
天
然
資
源
の
少
な
い
我
が
国
で
は
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
促
進
、
産
業
の
高
付
加
価
値
化
が
常

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
我
が
国
の
研
究

開
発
は
民
間
企
業
が
主
体
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

近
年
、
研
究
開
発
税
制
は
拡
充
さ
れ
て
き
て
お
り

ま
す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
が
激
し
く
な
る
中
で

不
断
の
見
直
し
、
改
善
が
必
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
中
で
最
も
高
い
法
人
実
効
税
率
に
つ

い
て
は
言
う
ま
で
な
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一

方
、
景
気
の
見
通
し
の
不
透
明
感
が
増
す
中
で
、

内
需
拡
大
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
観
点
か
ら
先
ほ
ど
も
触
れ
ま
し
た
が
、

中
堅
所
得
者
層
へ
の
思
い
切
っ
た
所
得
税
減
税
や
、

波
及
効
果
の
高
い
住
宅
減
税
な
ど
も
検
討
す
べ
き

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
財
政
の
健
全
化
で
す
。
我
が
国
は
一
億

二
千
万
人
の
規
模
の
国
家
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の

上
で
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
歳

出
の
無
駄
を
な
く
し
、
効
率
化
を
図
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
国
民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
、
社
会
保
障
関
係
費
を
確
保
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
小
企
業
対
策

も
必
要
で
す
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
な
ど
の
国
際
貢
献
も
こ
れ

以
上
減
ら
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
一
方
で
、

国
家
財
政
に
対
す
る
国
際
金
融
市
場
か
ら
の
信
用

を
失
う
わ
け
に
も
参
り
ま
せ
ん
。
と
す
れ
ば
、
や

は
り
財
政
健
全
化
の
た
め
の
税
制
改
革
も
必
要
と

な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
税
制
抜
本
改
革
の
必
要
性
を
整

理
し
て
い
き
ま
す
と
、
検
討
す
べ
き
税
目
は
多
岐

に
わ
た
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
中
で
最
も

重
要
な
の
は
、
堂
々
と
消
費
税
の
重
要
性
を
主
張

し
て
、
そ
の
議
論
を
進
め
て
い
く
、
そ
し
て
、
国

民
の
理
解
を
得
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
増
大
す
る
社
会
保
障
費
や
、
少
子
化
対

策
に
つ
き
ま
し
て
、
国
民
全
体
で
支
え
な
が
ら
安

定
的
な
財
源
を
確
保
し
て
い
く
に
は
消
費
税
し
か

な
い
と
思
い
ま
す
。
私
ど
も
は
、
こ
う
し
た
考
え

方
を
元
に
議
論
を
深
め
て
い
き
、
税
制
抜
本
改
革

に
関
す
る
提
言
を
纏
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
宜

し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
民
所
得
を
世
界
最
高
水
準
に

次
に
、
こ
の
社
会
保
障
及
び
税
・
財
政
改
革
と

並
ん
で
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
の
が
経
済
成
長
戦

略
の
重
要
性
で
ご
ざ
い
ま
す
。
持
続
的
な
経
済
成

長
は
、
豊
か
な
国
民
生
活
を
生
み
出
す
源
泉
と
な

り
ま
す
。
経
済
が
成
長
す
る
こ
と
で
国
民
の
雇
用

や
所
得
が
生
み
出
さ
れ
、
ま
た
、
社
会
保
障
制
度

や
国
の
財
政
も
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
税
金
や
保

険
料
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
安
定
的
に
維
持
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
社
会
保

障
並
び
に
税
・
財
政
の
改
革
と
経
済
の
成
長
戦
略
、

こ
の
二
本
柱
で
日
本
経
済
を
支
え
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
冒
頭
申
し
上
げ
ま

し
た
よ
う
に
、
我
が
国
経
済
は
、
目
下
、
非
常
に

難
し
い
局
面
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
中
長
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期
的
に
見
ま
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
人
口
減
少
社
会

に
突
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
確
実
で
あ
り
ま
し
て
、

そ
の
こ
と
が
次
第
に
経
済
活
動
に
影
響
を
与
え
て

き
ま
す
。
他
方
で
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興

国
の
追
い
上
げ
は
急
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
国
民
の
間
に
は
、
日
本
経
済
は
い
か
に
生

き
残
り
を
は
か
っ
て
い
く
か
、
将
来
に
不
安
感
や

閉
塞
感
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
、
誰
よ
り
も
強
い
危
機
感

を
抱
い
て
い
る
の
が
御
手
洗
会
長
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
御
手
洗
会
長
の
ご
指
示
で
、
今
年
の
一

月
一
日
に
『
成
長
創
造
』
と
題
す
る
提
言
を
纏
め
、

広
く
訴
え
ま
し
た
。
成
長
創
造
と
い
う
言
葉
は
、

聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
が
、
経
済
は

放
っ
て
お
い
て
自
然
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
経
済
成
長
は
、
国
民

一
人
一
人
が
力
を
合
わ
せ
て
、
新
た
に
つ
く
り
出

し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
御
手
洗

会
長
の
強
い
信
念
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
提
言
の
中
で
は
、
目
指
す
べ
き
明
確
な
目

標
と
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
手
段
を
掲
げ
て
お

り
ま
す
。
目
指
す
べ
き
目
標
は
、
今
後
十
年
間
で
、

我
が
国
の
一
人
当
た
り
国
民
所
得
を
、
世
界
最
高

水
準
に
引
き
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

我
が
国
の
一
人
当
た
り
国
民
所
得
は
、
七
年
前
の

二
〇
〇
〇
年
に
は
世
界
第
二
位
の
水
準
に
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
最
新
の
デ
ー
タ
で
あ
る
二
〇
〇

六
年
に
は
こ
れ
が
十
七
位
に
落
ち
込
ん
で
お
り
ま

す
。
い
ま
や
我
が
国
は
、
世
界
で
最
も
豊
か
な
国

と
は
到
底
い
え
な
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
中
で
も
、
下
の
方
の
生
活
水
準
の

国
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
我
が
国

が
深
刻
な
デ
フ
レ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
経
済
規
模

の
面
で
足
踏
み
を
し
て
い
た
半
面
、
欧
米
先
進
諸

国
は
高
い
成
長
を
続
け
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
そ
こ
で
、
我
が
国
を
再
び
世
界
で
最
も
豊

か
な
国
に
す
る
と
い
う
野
心
的
な
目
標
を
掲
げ
た

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、

我
が
国
が
持
つ
強
み
を
最
大
限
強
化
す
る
観
点
か

ら
、
五
つ
の
政
策
課
題
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。
即

ち
一
番
目
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
、
二
番
目

が
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
締
結
を
通
じ
た
世
界
経
済

の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
取
り
込
み
、
三
番
目
が
道
州

制
の
導
入
、
四
番
目
が
法
人
課
税
改
革
な
ど
の
事

業
環
境
の
整
備
、
五
番
目
が
公
的
部
門
の
改
革
と

い
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、

昨
年
発
表
い
た
し
ま
し
た
御
手
洗
ビ
ジ
ョ
ン
で
打

ち
出
し
た
課
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
、
組
織
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
さ
ま
ざ
ま

な
改
革
を
進
め
て
い
く
上
で
は
、
国
民
各
層
の
理

解
と
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
国
民
の
目
に
見
え
る
形
で
改
革
を
進

め
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
三
つ
の
先
行
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
提
唱
し
ま
し
て
、
重
点
的
に
取
り
組

み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
第
一
が
世
界

最
先
端
の
電
子
行
政
・
電
子
社
会
の
構
築
で
す
。

経
済
成
長
の
原
動
力
は
生
産
性
の
向
上
で
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
の
重
要
な
カ
ギ
と
な
る
の
が
、
Ｉ
Ｔ
の

徹
底
活
用
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
、
民
間
企
業

で
は
製
品
の
開
発
、
生
産
、
物
流
、
さ
ら
に
は
経

営
管
理
に
至
る
ま
で
、
Ｉ
Ｔ
の
導
入
を
梃
子
と
し

た
改
革
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

生
産
性
の
向
上
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
世
界
経

済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
民
間
企

業
部
門
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
の
活
用
度
と
い
う
面
で
は
、

先
進
十
一
カ
国
中
、
我
が
国
は
ト
ッ
プ
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
政
府
部
門
は
十
一

カ
国
中
、
九
位
と
い
う
こ
と
で
取
り
組
み
が
大
い

に
遅
れ
て
お
り
ま
す
。
中
央
省
庁
ば
か
り
で
な
く
、

地
方
自
治
体
を
含
め
ま
し
た
行
政
全
体
の
業
務
の

Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
る
こ
と
は
、
中
小
企
業
を
含
め
ま

し
た
社
会
全
体
の
生
産
性
の
向
上
に
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
同

時
に
、
政
府
業
務
の
Ｉ
Ｔ
化
は
、
行
政
そ
の
も
の

の
効
率
の
改
善
、
コ
ス
ト
引
き
下
げ
を
可
能
と
し
、

行
政
改
革
の
推
進
に
も
繋
が
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。先

月
、
私
ど
も
は
、『
国
民
視
点
に
立
っ
た
先

進
的
な
電
子
社
会
の
実
現
に
向
け
て
』
と
題
す
る

提
言
を
取
り
纏
め
ま
し
た
。
御
手
洗
会
長
自
ら
が
、

Ｉ
Ｔ
担
当
の
岸
田
大
臣
に
面
会
さ
れ
ま
し
て
、
電

子
行
政
の
推
進
と
、
そ
の
た
め
の
推
進
組
織
の
設

置
な
ど
を
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

政
府
に
お
き
ま
し
て
も
、
経
済
界
か
ら
の
要
請
を

踏
ま
え
、
Ｉ
Ｔ
政
策
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
し
て
、
岸
田
大
臣
は
今
年
度
中

に
電
子
政
府
推
進
法
と
い
う
基
本
法
を
制
定
す
る

と
明
言
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
政
府
に
働

き
か
け
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

二
番
目
の
テ
ー
マ
は
、
低
炭
素
社
会
の
確
立
に

向
け
て
、
我
が
国
と
し
て
強
い
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

発
揮
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
二
十
一
世
紀
は
環
境

の
世
紀
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
ど
も
、
経
済
成

長
の
維
持
と
両
立
さ
せ
る
形
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

環
境
保
全
を
い
か
に
図
っ
て
い
く
か
が
重
要
な
課

題
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
で
、
世
界
最
高
水
準
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
実
現
し
て
お
り
ま
す
我
が
国

と
し
ま
し
て
は
、
革
新
的
な
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
の
強
み
を
生
か
し
て
、
国
際
的
な
取
り
組
み

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
喫
緊
の
課
題
と
い
た
し
ま
し
て
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
向
け
て
、
今
年
か
ら
い
よ
い
よ
約
束
期

間
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
京
都
議
定
書
の
目
標
を
、

着
実
に
達
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
幅
広

い
業
界
・
企
業
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
一
九

九
七
年
か
ら
環
境
自
主
行
動
計
画
を
推
進
し
て
き

て
お
り
ま
す
。
こ
の
自
主
行
動
計
画
は
、
政
府
の

京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画
に
お
け
る
産
業
部
門

の
取
り
組
み
の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り

ま
し
て
、
今
後
と
も
着
実
な
実
施
と
参
加
企
業
の

さ
ら
な
る
拡
大
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
業

務
部
門
、
家
庭
な
ど
の
民
生
部
門
な
ど
の
取
り
組

み
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
も
、
会
員
企
業
の
皆
さ
ま
に
対
し
ま
し
て
、

オ
フ
ィ
ス
や
店
舗
等
、業
務
部
門
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
抑
制
を
お
願
い
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
に
向
け
た
国
民
運
動
と

し
て
、
冷
暖
房
温
度
の
調
整
や
ク
ー
ル
ビ
ズ
運
動

の
展
開
、
省
エ
ネ
性
能
の
高
い
機
器
の
利
用
な
ど

を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
民
全
体

で
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
た
め
の
象
徴
的
な

取
り
組
み
と
い
う
意
味
で
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
早

期
導
入
を
提
唱
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
、
民
間

も
自
ら
率
先
垂
範
す
る
と
い
う
意
味
で
、
経
団
連

副
会
長
会
社
の
一
部
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
、
ま

た
、
経
団
連
事
務
局
に
お
い
て
も
サ
マ
ー
タ
イ
ム

を
実
験
的
に
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
空
調
の
調
節
な
ど
も
併
せ
て
行
え
ば
、

高
い
省
エ
ネ
効
果
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
分
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か
り
ま
し
た
。
た
だ
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
は
や
は
り

社
会
全
体
で
行
う
こ
と
で
効
果
も
上
が
る
と
い
う

よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

二
カ
月
後
に
北
海
道
の
洞
爺
湖
で
サ
ミ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
主
要
テ
ー
マ
の
一
つ
が
、

長
期
的
な
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
、
ポ
ス
ト

京
都
議
定
書
の
取
り
組
み
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

点
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
の
京
都
議
定
書
で
は
、
中

国
、
ア
メ
リ
カ
と
い
っ
た
主
要
な
Ｃ
Ｏ
２

排
出
国

が
削
減
義
務
を
負
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
の
策
定
に
向
け
て
は
、
新
興

国
、
先
進
国
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
主
要
排
出
国

が
参
加
す
る
枠
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。
私
ど
も
と
し
て
は
、
産
業
ご
と
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
セ
ク
タ
ー
別

に
積
み
上
げ
て
い
く
セ
ク
ト
ラ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ

と
、
公
平
な
国
別
目
標
の
設
定
を
提
唱
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
月
、
主
要
国
の
経
済

界
の
ト
ッ
プ
が
集
ま
る
Ｇ
８
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ミ
ッ

ト
を
東
京
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
席
で
は
、

私
ど
も
の
主
張
に
概
ね
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
ま
し
て
、
こ

の
考
え
方
を
ベ
ー
ス
に
政
府
間
の
合
意
が
得
ら
れ

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

三
つ
目
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
十
年
後
を
目
途

に
道
州
制
を
導
入
す
る
た
め
に
、
日
本
各
地
に
そ

の
核
と
な
る
広
域
経
済
圏
を
作
っ
て
い
く
こ
と
で

す
。
道
州
制
と
い
っ
た
場
合
、
最
も
イ
メ
ー
ジ
し

易
い
の
は
、
御
手
洗
会
長
の
ご
出
身
地
で
あ
り
ま

す
九
州
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
、
各
県
ご
と
に

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
産
業
振
興
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

観
光
開
発
な
ど
を
大
き
な
纏
ま
り
の
中
で
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
、
効
率
的
に
進
め
て
い

く
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
が
中

央
に
依
存
し
な
い
で
自
立
し
て
発
展
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
、
道
州
制
の
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト

で
す
。
道
州
制
は
、
御
手
洗
会
長
が
最
も
力
を
入

れ
て
い
る
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の

実
現
に
向
け
て
具
体
的
な
制
度
設
計
を
含
め
た
提

言
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
道
州
制
は
明
治
以
来
続
い
て
き
ま
し
た
我
が

国
の
形
を
変
え
る
大
改
革
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国

民
の
強
い
支
持
と
理
解
な
し
に
は
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
私
ど
も
は
全
国
各
地

で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
な
ど
、
国
民
世
論

を
盛
り
上
げ
て
い
く
活
動
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
よ
う
に
、
活

力
あ
る
日
本
経
済
を
築
き
、
国
民
の
安
心
・
安
全

を
確
保
し
て
い
く
た
め
の
課
題
は
山
積
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
経
済

界
の
活
動
に
対
し
、
国
民
か
ら
厚
い
信
頼
と
理
解

が
寄
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

観
点
か
ら
、
本
日
は
最
後
に
、
埼
玉
県
経
営
者
協

会
の
皆
さ
ま
に
具
体
的
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い

点
を
三
点
ほ
ど
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。第

一
は
、
企
業
倫
理
の
徹
底
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
体
制
の
確
立
で
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
は
か
ね

て
か
ら
、
企
業
行
動
憲
章
に
基
づ
き
、
会
員
企
業

の
皆
さ
ま
に
対
し
て
、
法
令
の
遵
守
、
内
部
統
制

の
強
化
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
な
ど

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
消

費
者
・
生
活
者
の
信
頼
と
共
感
を
得
る
た
め
に
、

経
営
ト
ッ
プ
が
率
先
し
て
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
は
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
、
即
ち
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
確
立
で
あ
り
ま
す
。
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
は
従
業
員
の
意

欲
と
能
力
を
引
き
出
す
と
と
も
に
、
女
性
や
高
齢

者
を
含
め
ま
し
て
、
全
員
参
加
型
の
社
会
を
形
づ

く
る
観
点
か
ら
、
極
め
て
重
要
な
取
り
組
み
で
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
少
子
化
対
策
の
観
点
か
ら
も

有
効
と
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
現
在
、
働
き
方
の

見
直
し
や
評
価
制
度
の
改
革
、
企
業
内
保
育
所
の

設
置
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

第
三
番
目
は
、
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
へ
の
参

加
で
あ
り
ま
す
。
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
は
、
就

職
困
難
な
若
年
者
、
子
育
て
後
の
女
性
な
ど
を
対

象
に
、
実
践
的
な
職
業
訓
練
の
提
供
を
通
じ
ま
し

て
、
能
力
ア
ッ
プ
を
図
る
政
府
の
制
度
で
あ
り
ま

す
。
昨
年
度
に
試
験
的
に
開
始
さ
れ
、
今
年
度
か

ら
制
度
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
も
全
面
的
に
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま
し
て
、
す
で
に
キ
ヤ
ノ

ン
や
松
下
電
器
産
業
な
ど
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
今
後
、
本
格
的
な
制
度
の
立
ち
上
げ

に
向
け
ま
し
て
、
幅
広
い
業
種
、
企
業
の
皆
さ
ま

の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
一
昨
年
五
月
に
経
団
連
会
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
御
手
洗
会
長
は
、
今
月
二
十
八
日
の
定

時
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
い
よ
い
よ
二
期
目
を
迎

え
ら
れ
ま
す
。
冒
頭
に
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、

足
も
と
の
厳
し
い
経
済
情
勢
や
困
難
な
政
治
状
況

な
ど
、
道
の
り
は
非
常
に
険
し
く
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
我
が
国
の
将
来
に
向
け
ま
し
て
、
希
望
が

持
て
る
国
に
し
て
い
く
た
め
、
私
ど
も
は
御
手
洗

会
長
を
お
支
え
し
な
が
ら
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
埼
玉
県
経
営
者
協
会
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
ご
支
援
、

ご
協
力
の
ほ
ど
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

私
の
お
話
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
清
聴

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
文
責
・
事
務
局
）

﹇
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈

中
村

芳
夫
（
な
か
む
ら
・
よ
し
お
）
氏

東
京
都
出
身
で
一
九
四
二
年
十
一
月

十
八
日
生
ま
れ
。

﹇
学
歴
﹈

一
九
六
五
年
三
月
、
慶
応
義
塾
大
学
経

済
学
部
卒
業
▽
一
九
六
八
年
三
月
、
慶

応
義
塾
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修

士
課
程
修
了
▽
一
九
七
〇
年
九
月
、
米

国
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
へ
フ
ル
ブ
ラ

イ
ト
奨
学
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
大
学

院
博
士
課
程
へ
入
学
▽
一
九
七
二
年
六

月
、
同
大
学
院
博
士
課
程
修
了
。

﹇
職
歴
﹈

一
九
六
八
年
四
月
、
社
団
法
人
経
済
団

体
連
合
会
に
入
局
▽
一
九
九
五
年
五
月
、

常
務
理
事
▽
二
〇
〇
一
年
五
月
、
専
務

理
事
▽
（
二
〇
〇
二
年
五
月
、
日
本
経

営
者
団
体
連
盟
と
の
統
合
に
と
も
な
い

新
団
体
発
足
）
▽
二
〇
〇
五
年
五
月
、

事
務
総
長
代
行
▽
二
〇
〇
六
年
五
月
、

事
務
総
長
。
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青
年
経
営
者
部
会
の
平
成
二
十
年
度

定
時
総
会
が
五
月
二
十
一
日
�
午
後
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
及
び
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
大
宮
で
、
ご
来
賓
に
利
根
忠
博
埼

玉
県
経
営
者
協
会
会
長
を
迎
え
二
十
五

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
は
中
込
秀
明
部
会
長
（
富
士
電

子
�
・
社
長
）
が
議
長
と
な
り
、
平
成

十
九
年
度
事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
。

続
い
て
平
成
二
十
年
度
事
業
計
画
案
、

同
事
業
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
通
り
別
表
の

役
員
が
新
役
員
と
し
て
選
任
さ
れ
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
古
川
元
一
新
部
会
長

は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
深
め
よ
う
経
営

者
の
資
質

広
げ
よ
う
経
営
者
の
輪
」

と
し
「
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、
常
に

高
い
目
標
を
掲
げ
前
進
す
る
会
に
し
た

い
。
ま
た
、
組
織
拡
大
に
力
を
注
ぎ
、

会
員
増
強
を
図
り
、
企
業
経
営
に
役
立

つ
例
会
を
企
画
す
る
な
ど
、
魅
力
あ
る

部
会
に
し
て
い
き
た
い
と
、
さ
ら
に
来

年
度
の
創
設
二
十
周
年
記
念
事
業
に
向

け
邁
進
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

そ
し
て
、
平
成
十
九
年
度
は
、
藤
池
一

誠
氏
（
ア
ン
テ
ィ
ー
ヌ
社
長
）、
が
新

た
に
入
会
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

総
会
終
了
後
の
特
別
講
演
で
は
、
テ

ー
マ
を
「
教
育
と
外
部
機
関
と
の
連
携

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
埼
玉
県
立
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
の
藤
井
春
彦
氏
の

講
演
を
拝
聴
し
た
。

そ
の
豊
富
な
経
験
、
経
歴
に
基
づ
い

た
教
育
の
話
は
、
い
か
に
外
部
機
関
と

の
連
携
が
大
事
か
、
大
変
参
考
と
な
る

ご
講
演
を
頂
い
た
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
懇
親
パ
ー
テ

ィ
ー
の
部
で
は
、
利
根
埼
玉
県
経
営
者

協
会
会
長
か
ら
新
役
員
へ
の
役
員
依
嘱

状
の
授
与
、
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

会
長
は
「
青
年
経
営
者
部
会
の
活
動

は
多
く
の
若
手
経
営
者
の
手
本
に
も
な

っ
て
お
り
、
多
く
の
会
員
を
集

め
、
大
い
に
活
性
化
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
今
後
と

も
、
親
会
と
一
致
団
結
し
、
県

産
業
界
の
発
展
に
貢
献
す
る
活

動
を
展
開
し
て
欲
し
い
」
と
挨

拶
さ
れ
た
。
続
い
て
、
新
特
別

会
員
へ
の
記
念
品
贈
答
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
後
、
藤
池
誠
治
初

代
部
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
が
行

わ
れ
、
講
師
の
藤
井
氏
や
利
根

親
会
会
長
を
囲
み
な
が
ら
、
本

来
の
目
的
で
あ
る
会
員
相
互
の

啓
発
、
情
報
交
換
が
一
層
深
め

ら
れ
て
、
散
会
し
た
。

青
年
経
営
者
部
会
の
四
月
例
会
が
四
月
十

八
日
�
午
後
、
川
越
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お

い
て
二
十
名
が
参
加
し
、
講
演
会
と
懇
談
会

の
二
部
構
成
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
の
講
演
は
「
私
の
経
営
と
人
生
」

と
題
し
武
州
ガ
ス
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会

長
原
宏
氏
（
本
会
名
誉
会
長
）
に
よ
り
行
わ

れ
、
古
川
元
一
副
部
会
長
（
川
口
土
木
建
築

工
業
）
の
司
会
・
進
行
で
執
り
行
わ
れ
た
。

最
初
に
中
込
秀
明
部
会
長
（
富
士
電
子
）

が
開
会
の
挨
拶
を
行
い
、
司
会
に
よ
り
講
師

の
紹
介
が
あ
っ
た
。

原
氏
は
大
正
十
五
年
生
ま
れ
、
経
営
者
協

会
会
長
、
県
公
安
委
員
長
、
坂
戸
町
議
会
議

長
な
ど
を
歴
任
し
て
い
る
。

武
州
ガ
ス
は
大
正
十
五
年
に
設
立
、
川
越

市
に
本
社
を
置
く
企
業
で
す
。
事
業
内
容
は
、

都
市
ガ
ス
、
ガ
ス
器
具
の
販
売
と
こ
れ
に
関

連
す
る
付
帯
工
事
で
、
供
給
区
域
は
、
川
越

市
、
所
沢
市
、
狭
山
市
を
含
む
十
市
町
に
及

び
、
需
要
家
戸
数
は
十
八
万
件
を
突
破
し
て

い
る
。

原
会
長
は
、
都
市
ガ
ス
の
天
然
ガ
ス
熱
変

を
昭
和
六
十
年
に
踏
み
切
り
、
堅
実
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
た
当
時
の
武
州
ガ
ス
会
長
の
父

上
・
原
次
郎
氏
の
強
硬
な
反
対
に
あ
っ
た
が
、

見
事
平
成
二
年
に
完
成
さ
せ
た
。
そ
れ
は
、

全
国
の
中
小
都
市
ガ
ス
会
社
で
は
、
初
め
て

の
快
挙
で
あ
っ
た
。

講
演
で
、
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
は
、
貧
村
で

常
襲
水
害
地
で
あ
り
、
堤
防
造
り
が
父
の
一

生
か
け
て
や
る
仕
事
と
な
っ
た
こ
と
。
ま
た
、

渋
沢
栄
一
の
甥
で
当
地
出
身
の
大
川
平
三
郎

氏
と
の
出
会
い
が
、
後
に
、
世
の
た
め
人
の

た
め
の
事
業
と
い
う
大
川
氏
の
考
え
に
強
い

影
響
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を
話
さ

れ
た
。

ま
た
、
会
長
は
小
さ
い
時
体
が
弱
く
、
い

ろ
い
ろ
な
病
気
を
し
た
こ
と
、
兄
が
亡
く
な

り
農
業
を
継
い
だ
こ
と
、
米
国
留
学
な
ど
、

今
の
会
長
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
話
も
さ

れ
た
。
そ
の
農
業
は
、
目
的
―
計
画
―
実
行

―
考
察
・
反
省
を
実
践
し
、
母
か
ら
叩
き
込

ま
れ
た
「
早
い
に
手
遅
れ
な
し
」
を
身
を
も

っ
て
体
験
し
た
。

会
社
に
入
っ
て
も
「
早
い
」
は
経
営
に
必

要
だ
し
、
そ
れ
は
現
場
主
義
と
、
御
客
様
主

義
と
い
う
も
の
を
達
成
す
る
た
め
に
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
更
に
、
人
の
健
康

に
は
、
肉
体
と
心
と
財
布
の
三
つ
を
必
要
と

し
、「
社
会
大
学
」
は
死
ぬ
ま
で
卒
業
で
き

な
い
こ
と
等
々
も
話
さ
れ
、こ
れ
か
ら
は「
元

気
で
仲
良
く
楽
し
く
」
相
互
扶
助
の
精
神
が

必
要
と
講
演
を
結
ば
れ
た
。
そ
の
後
、
増
田

副
部
会
長
（
マ
ス
キ
ン
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン

ト
）
か
ら
謝
辞
が
あ
り
第
一
部
は
終
了
し
た
。

第
二
部
の
懇
談
会
は
藤
池
初
代
部
会
長

（
デ
サ
ン
）の
埼
玉
の
地
酒
の
乾
杯
で
始
ま
り
、

懇
談
が
和
気
藹
々
と
続
き
、
松
本
幹
事
（
松

本
商
会
）
の
閉
会
挨
拶
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

新
部
会
長
に
古
川
（
川
口
土
木

建
築
工
業

）氏
選
任

青
年
経
営
者
部
会
総
会
開
か
る

�埼玉県経営者協会 青年経営者部会 役員選任
平成２０年度定時総会

会 社 役 職

川口土木建築工業�社長
�島村工業社長
�松本商会社長
�サイサン社長
マスキンデベロップメント�社長
フジオックス�社長
�ティー・ケー・ケー社長
友栄塗装�社長
丸和工業�社長
狭山モータースクール�社長
ウチヤマ建設�社長
梶原工業�東京工場専務

富士電子�社長

氏 名

古川 元一

島村 健

松本伸一郎

川本 武彦

増田 政之

藤本 孝雄

�橋 保央

増田 学

矢部 利人

町田 渉

内山 泰成

梶原 靖友

中込 秀明

部会役職

部 会 長

副部会長

副部会長

副部会長

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

会計監事

会計監事

顧 問

原
宏（
武
州
ガ

ス
会
長

）氏
講
師
に
講
演
会

青
年
経
営

者

部

会

川
越
で
四
月
例
会
を
開
催

挨
拶
す
る
古
川
部
会
長

講
演
す
る
藤
井
春
彦
氏

講
演
す
る
原
武
州
ガ
ス
会
長
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こ
の
人
の
好
き
な
言
葉
は
「
自
然
体
」。
広
辞
苑
に

よ
る
と
、「
ご
く
自
然
に
素
直
に
立
っ
た
体
の
構
え
」

と
あ
る
。
相
馬
さ
ん
は
、
そ
の
自
然
体
を
処
世
訓
と
し

て
、
流
れ
に
逆
ら
う
こ
と
な
く
自
己
を
客
観
視
で
き
る

能
力
と
創
造
の
セ
ン
ス
を
磨
き
つ
つ
、
心
豊
か
な
人
生

を
丁
寧
に
歩
ん
で
い
る
経
営
者
の
一
人
と
見
た
。

昭
和
二
十
一
年
八
月
四
日
東
京
生
ま
れ
。
四
十
五
年

三
月
、
東
京
工
業
大
学
理
学
部
応
用
物
理
学
科
を
卒
業

す
る
。「
全
共
闘
」（
全
学
共
闘
会
議
）
―
一
九
六
〇
年

代
末
、
全
国
の
学
園
に
燃
え
盛
っ
た
学
生
反
乱
の
代
名

詞
だ
が
、
相
馬
さ
ん
は
そ
ん
な
世
相
の
中
で
大
学
時
代

を
過
ご
し
た
。
幸
い
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
頃
は
、
日
米
安
全
保
障
条
約
の
自
動
延
長
と
と

も
に
、
学
園
紛
争
は
急
速
に
衰
亡
。
高
度
成
長
ニ
ッ
ポ

ン
は
、
東
京
五
輪
に
次
ぐ
イ
ベ
ン
ト
、
世
界
七
七
ヵ
国

が
参
加
し
た
ア
ジ
ア
初
の
万
国
博
に
酔
っ
て
い
た
。

四
十
五
年
四
月
キ
ヤ
ノ
ン
�
に
入
社
。
五
十
六
年
一

月
複
写
機
技
術
評
価
室
長
、
六
十
二
年
一
月
複
写
機
商

品
企
画
部
長
、
平
成
五
年
一
月
映
像
事
務
機
事
業
統
括

セ
ン
タ
ー
所
長
、
八
年
一
月
映
像
事
務
機
オ
フ
ィ
ス
事

業
部
長
、
十
一
年
三
月
取
締
役
に
就
任
、
同
年
四
月
映

像
事
務
機
事
業
本
部
長
、
十
五
年
三
月
常
務
取
締
役
を

経
て
十
七
年
三
月
キ
ヤ
ノ
ン
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク
�
代
表

取
締
役
社
長
に
就
任
し
て
い
る
。

完
全
国
産
複
写
機
の
歩
み
と
と
も
に

「
私
は
カ
メ

ラ
が
好
き
で
キ
ヤ
ノ
ン
に
入
社
し
ま
し
た
が
、
希
望
に

反
し
て
『
複
写
機
を
や
れ
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
当
時
、

キ
ヤ
ノ
ン
は
複
写
機
参
入
を
決
め
た
段
階
で
、
ま
だ
事

業
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
必
死
で
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
三
六
協
定
も
あ
ま
り
な
か
っ
た
時
代
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
滅
茶
苦
茶
で
し
た
ね
。
夜
も
土
・

日
も
関
係
な
く
、
ほ
ぼ
二
十
四
時
間
、
三
百
六
十
五
日

体
制
で
製
品
開
発
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
面
白
い
と

言
え
ば
、
面
白
か
っ
た
で
す
ね
」

相
馬
さ
ん
が
複
写
機
草
創
期
の
開
発
部
門
に

配
属
さ
れ
た
の
は
四
十
五
年
七
月
。
キ
ヤ
ノ
ン

の
複
写
機
を
立
ち
上
げ
た
キ
ヤ
ノ
ン
元
副
社
長

の
田
中
宏
さ
ん
が
室
長
に
な
っ
た
時
で
、
ま
だ

複
写
機
事
業
は
な
く
、
使
用
し
て
い
た
建
物
も

当
時
の
倉
庫
で
名
称
も
「
中
央
研
究
所
」。
若

者
中
心
に
二
十
二
人
の
少
人
数
で
開
発
し
て
い

た
。
四
十
七
年
に
そ
の
普
通
紙
複
写
機
が
つ
い

に
誕
生
し
た
。「
そ
れ
を
八
十
八
万
円
で
出
し

ま
し
た
。
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
値
段
で
し

た
。
こ
れ
は
随
分
売
れ
ま
し
た
ね
。
私
は
そ
こ

に
ち
ょ
う
ど
十
年
い
て
、
主
に
四
機
種
の
開
発

に
関
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
商
品
企
画
に
移

り
ま
し
た
が
、
当
時
は
キ
ヤ
ノ
ン
の
複
写
機
事
業
が
伸

び
始
め
た
時
期
で
あ
り
、
ま
た
、
な
に
よ
り
開
発
か
ら

離
れ
る
の
が
寂
び
し
か
っ
た
で
す
ね
」

相
馬
さ
ん
は
当
時
を
、
ま
た
こ
う
も
回
想
す
る
。「
あ

の
頃
は
人
数
的
に
も
余
裕
が
な
く
、
一
つ
の
商
品
を
開

発
す
る
の
に
皆
で
寄
っ
て
た
か
っ
て
や
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
開
発
が
終
わ
っ
た
後
も
そ
の
商
品
が
工
場
に
移

る
と
何
度
も
工
場
に
行
き
、
市
場
や
販
売
会
社
に
ま
で

サ
ー
ビ
ス
マ
ン
と
し
て
出
向
い
て
い
ま
し
た
ね
。
当
時

は
そ
れ
が
で
き
た
時
代
で
し
た
か
ら
…
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
に
も
登
場

と
こ
ろ
で
、

複
写
機
と
言
え
ば
、
当
時
は
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
の
世
界
だ
っ

た
。
特
許
の
壁
で
が
ん
じ
が
ら
め
の
う
え
、
ゼ
ロ
ッ
ク

ス
が
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
の
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。「
そ
こ
へ
後
発
の
キ
ヤ
ノ
ン
や
小
西
六
な
ど
が
新

規
参
入
し
ま
し
た
。
そ
し
て
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
の
特
許
網
を

か
い
く
ぐ
っ
て
、
キ
ヤ
ノ
ン
は
つ
い
に
国
産
初
の
普
通

紙
複
写
機
開
発
に
成
功
す
る
の
で
す
が
、
そ
こ
に
至
る

開
発
の
苦
悩
の
姿
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
〜

挑
戦
者
た
ち
〜
』
の
第
一
〇
一
回
で
取
り
上
げ
て
く
れ
、

二
〇
〇
二
年
十
一
月
に
全
国
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
因
み

に
そ
の
番
組
の
タ
イ
ト
ル
は
、『
突
破
せ
よ
最
強
特
許

網

新
コ
ピ
ー
機
誕
生

夢
が
咲
き

花
が
咲
く

複

写
機
草
創
期
の
キ
ヤ
ノ
ン
の
挑
戦
。
他
社
特
許
の
壁
に

挑
む
普
通
紙
複
写
機
開
発
ス
ト
ー
リ
ー
』
で
し
た
。

私
た
ち
が
入
社
し
た
頃
は
、
打
倒
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
一
辺

倒
で
し
た
。
最
初
に
担
当
し
た
商
品
が
、
工
場
の
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
に
流
れ
た
と
き
は
、
結
構
感
激
し
ま
し
た

ね
。
そ
れ
ま
で
は
手
づ
く
り
で
し
た
か
ら
…
。
担
当
し

た
商
品
が
工
場
に
流
れ
、
お
客
様
が
実
際
に
使
っ
て
い

る
の
を
見
る
と
い
う
の
は
、
か
な
り
嬉
し
い
も
の
で
す
。

今
の
若
い
人
た
ち
に
も
、
そ
ん
な
経
験
を
さ
せ
て
あ
げ

た
い
と
思
い
ま
す
ね
」

社
長
就
任
時
の
感
想
と
経
営
哲
学

「
社
長
に
は
な

り
た
く
て
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
…
（
笑
）。

社
長
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
、
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
事
業
部

や
商
品
企
画
な
ど
で
リ
コ
ー
、
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
と
い
っ
た

他
社
と
勝
負
し
て
き
た
の
で
、
そ
れ
が
な
く
な
る
の
は

寂
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
社
長
に
な
る
と
、
自
分
で
は

な
に
も
で
き
な
い
し
、
ま
た
、
し
な
い
ほ
う
が
良
い
と

思
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
私
の
使
命
は
社
員
の
生

活
向
上
と
企
業
の
存
続
を
考
え
、
な
る
べ
く
多
く
の
声

を
聞
き
、
公
明
性
、
公
平
性
、
公
開
性
を
経
営
の
柱
に

し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
新
設
し
た

こ
の
本
社
開
発
セ
ン
タ
ー
も
、
こ
う
し
た
考
え
か
ら
ス

ペ
ー
ス
は
全
部
オ
ー
プ
ン
に
し
、
自
由
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

「
革
新
活
動
」
で
新
し
い
技
術
に
も
挑
戦

今
後
の

抱
負
は
、「
抱
負
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
課
題
で
あ

る
開
発
力
の
さ
ら
な
る
強
化
と
人
材
の
育
成
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
従
来
、
当
社
は
受
託
生
産
が
メ
イ

ン
で
し
た
が
、
現
在
で
は
自
社
で
開
発
か
ら
生
産
ま
で

一
貫
し
て
行
う
自
主
事
業
の
比
率
を
増
や
す
努
力
を
し

て
い
ま
す
。
当
社
の
ス
タ
ー
ト
時
の
自
主
事
業
比
率
は

売
上
の
三
割
位
で
し
た
。
今
は
ま
だ
七
割
程
度
で
す
が
、

将
来
は
で
き
れ
ば
一
〇
〇
％
に
し
て
、
プ
リ
ン
タ
ー
ベ

ー
ス
の
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
ま
た
こ

れ
か
ら
拡
が
る
と
し
た
ら
、
当
社
の
産
業
機
器
の
ベ
ー

ス
で
も
あ
る
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
の
技
術
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
」

趣
味
は
ペ
ン
シ
ル
パ
ズ
ル
と
ゴ
ル
フ

「
妻
は
み
っ

と
も
な
い
か
ら
言
う
な
と
言
い
ま
す
が
、
ペ
ン
シ
ル
パ

ズ
ル
が
趣
味
で
す
。
暇
つ
ぶ
し
と
ボ
ケ
防
止
に
最
高
で

す
よ
。
ゴ
ル
フ
は
千
葉
や
茨
城
で
週
一
回
程
度
や
っ
て

い
ま
す
」

横
浜
市
在
住
で
、
現
在
は
妻
紀
美
代
さ
ん
と
二
人
暮

ら
し
。
家
族
は
、
一
男
一
女
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
独
立

し
て
生
活
し
て
い
る
。

（
葛
）

キ
ヤ
ノ
ン
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク
株
式
会
社

社

長

相

馬

郁

夫
氏
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キ
ヤ
ノ
ン
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク
は
、
２
０

０
３
年
に
旧
キ
ヤ
ノ
ン
ア
プ
テ
ッ
ク
ス
�

と
旧
コ
ピ
ア
�
の
２
社
が
合
併
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
２
０
０
７
年
８
月
に
埼
玉
県

三
郷
市
に
本
社
開
発
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、

現
在
で
は
約
１
０
０
０
名
の
社
員
が
働
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
社
の
拠
点
は
、
三

郷
を
中
心
に
茨
城
工
場
、
福
井
事
業
所
、

生
産
子
会
社
と
し
て
中
国
の
蘇
州
、
深
�

に
工
場
が
あ
り
ま
す
。

当
社
は
、
電
子
写
真
技
術
、
ペ
ー
パ
ー

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
技
術
お
よ
び
イ
ン
ク
ジ
ェ

ッ
ト
技
術
を
核
と
し
た
オ
フ
ィ
ス
機
器
関

連
事
業
で
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
主
な
事

業
は
、
事
務
機
・
事
務
機
周
辺
機
器
と
産

業
機
器
、
化
成
品
の
４
つ
に
な
り
ま
す
。

事
務
機
・
事
務
機
周
辺
機
器
と
は
、
電

子
写
真
技
術
、
ペ
ー
パ
ー
ハ
ン
ド
リ
ン
グ

技
術
を
応
用
し
た
事
務
機
製
品
で
、
マ
ル

チ
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
プ
リ
ン
タ
と
呼
ば
れ

る
、
Ａ
３
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
複
写
機
を
ベ

ー
ス
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
プ
リ
ン
タ
と
し
て
も
使

え
る
モ
ノ
ク
ロ
の
複
合
機
製
品
を
開
発
・

製
造
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

複
合
機
に
装
着
す
る
ホ
チ
キ
ス
止
め
や
穴

あ
け
パ
ン
チ
、
中
綴
じ
製
本
、
さ
ら
に
は

製
本
か
ら
糊
付
け
、
裁
断
ま
で
を
１
台
で

行
え
る
く
る
み
製
本
の
で
き
る
周
辺
機
器

も
、
当
社
で
開
発
・
製
造
し
て
い
ま
す
。

こ
の
周
辺
機
器
は
、
キ
ヤ
ノ
ン
だ
け
で
な

く
、
他
社
に
も
外
販
し
て
お
り
、
当
社
の

高
い
ペ
ー
パ
ー
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
技
術
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
産
業
機
器
で
は
、
イ
ン
ク
ジ
ェ

ッ
ト
技
術
を
応
用
し
た
製
品
と
し
て
高

速
・
バ
リ
ア
ブ
ル
を
得
意
と
す
る
オ
ン
デ

マ
ン
ド
印
刷
が
可
能
な
カ
ラ
ー
ラ
ベ
ル
／

カ
ー
ド
プ
リ
ン
タ
の
開
発
・
製
造
、
Ａ
１

ノ
ビ
サ
イ
ズ
か
ら
６０
イ
ン
チ
ま
で
の
高
精

細
な
印
刷
が
可
能
な
大
判
プ
リ
ン
タ
を
製

造
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
キ
ヤ
ノ
ン
グ
ル
ー
プ
唯
一
の

ケ
ミ
カ
ル
プ
ラ
ン
ト
を
も
つ
福
井
事
業
所

で
は
、
レ
ー
ザ
ー
ビ
ー
ム
プ
リ
ン
タ
の
心

臓
部
と
し
て
使
わ
れ
る
感
光
体
の
ド
ラ
ム

に
塗
布
す
る
Ｏ
Ｐ
Ｃ
（
有
機
光
導
電
体
）

原
材
料
や
、
プ
リ
ン
タ
に
使
わ
れ
る
イ
ン

ク
な
ど
の
化
成
品
の
開
発
・
製
造
を
行
っ

て
い
ま
す
。

キ
ヤ
ノ
ン
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク
で
は
、
キ

ヤ
ノ
ン
グ
ル
ー
プ
が
掲
げ
る
「
共
生
」
の

企
業
理
念
に
基
づ
き
、
環
境
保
護
活
動
な

ど
社
会
の
一
員
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
取
引

先
と
の
連
携
に
よ
る
「
グ
リ
ー
ン
調
達
」

の
徹
底
な
ど
、
企
画
・
開
発
か
ら
製
造
・

出
荷
に
い
た
る
全
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、

環
境
へ
の
配
慮
を
行
き
届
か
せ
た
製
品
づ

く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
キ
ヤ
ノ
ン
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク
グ

ル
ー
プ
会
社
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
固
な

も
の
と
し
、
既
存
技
術
の
有
効
活
用
と
、

そ
れ
ら
を
複
数
の
技
術
の
融
合
、
さ
ら
に

は
全
く
新
し
い
分
野
の
技
術
開
発
に
も
挑

戦
し
て
い
き
ま
す
。

【
会
社
概
要
】

本

社

埼
玉
県
三
郷
市
谷
口
７
１
７

売

上

高

１
７
１
、５
７
７
百
万
円（
２

０
０
７
年
連
結
）

経
常
利
益

１
１
、３
４
８
百
万
円（
２
０

０
７
年
連
結
）

主
要
製
品

デ
ジ
タ
ル
複
合
機
／
レ
ー
ザ

ビ
ー
ム
プ
リ
ン
タ
、
事
務
機
周
辺
機
器
、

カ
ラ
ー
カ
ー
ド
／
ラ
ベ
ル
プ
リ
ン
タ
、

大
判
プ
リ
ン
タ
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
、
化

成
品

従
業
員
数

１
、５
１
６
名（
２
０
０
７
年

単
体
）

会員企業紹介

既既
存存
技技
術術
のの
有有
効効
活活
用用
とと

新新
しし
いい
技技
術術
へへ
のの
挑挑
戦戦

キ ヤ ノ ン
ファインテック

写
真
説
明

�
三
郷
市
に
あ
る
本
社
開
発
セ
ン
タ
ー

�
胴
内
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
が
装
着
さ
れ
た
Ａ
３
サ
イ

ズ
モ
ノ
ク
ロ
複
合
機
、Satera

M
F7450N

。

コ
ピ
ー
／
フ
ァ
ク
ス
／
プ
リ
ン
ト
／
ス
キ
ャ
ン

機
能
を
１
台
に
搭
載

�
資
料
の
Ｚ
折
り
、
仕
分
け
機
能
、
２
穴
パ
ン
チ

や
ス
テ
イ
プ
ル
が
可
能
な
排
紙
系
、
一
度
に
１

０
０
枚
の
原
稿
読
み
取
り
が
行
え
る
原
稿
系
と

最
大
４
、０
０
０
枚
の
大
容
量
給
紙
を
可
能
と

す
る
給
紙
系
な
ど
の
事
務
機
周
辺
機
器
。

�
ス
ー
パ
ー
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ラ
ベ
ル
や
生
産
者
ラ
ベ
ル

を
簡
単
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
出
力
で
き
る
産
業

用
フ
ル
カ
ラ
ー
ラ
ベ
ル
プ
リ
ン
タLX

740
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本
文
は
、
本
年
５
月
発
行

の
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
視
点

「
ふ
た
つ
の
七
・
五
・
三
」の

続
編
で
若
者
の
育
成
に
あ
た

っ
て
は
教
育
界
の
対
応
に
も

増
し
て
家
庭
教
育
が
重
要
だ

と
の
視
点
か
ら
筆
者
が
宣
協

社
発
行
の
幼
児
の
親
向
け
の
書
籍「
ほ
と
け
の
子
」

に
寄
稿
し
た
も
の
だ
が
、
同
社
と
埼
玉
県
松
伏
町

所
在
の
ま
つ
ぶ
し
幼
稚
園
園
長
・
こ
ど
も
の
森
保

育
園
理
事
長
の
若
盛
正
城
氏
の
許
可
を
得
て
転
載
。

※

私
が
勤
務
す
る
埼
玉
県
経
営
者
協
会
は
、
今
か

ら
五
年
前
の
平
成
十
五
年
か
ら
毎
年
県
立
高
校
に

通
う
就
職
希
望
の
二
年
生
を
対
象
に
し
た
相
談
会

を
埼
玉
県
教
育
局
と
連
携
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

就
職
相
談
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
生
徒
、
保

護
者
、
教
師
に
よ
る
三
者
面
談
が
多
く
の
学
校
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
お
話
す
る
相
談
会

は
こ
の
三
者
に
社
会
の
事
情
や
世
の
中
の
実
態
を

よ
く
知
る
経
営
者
な
ど
産
業
人
が
加
わ
り
四
者
に

よ
っ
て
行
い
ま
す
。

面
談
会
は
例
年
、
四
者
が
出
席
可
能
な
一
月
の

土
曜
日
、
日
曜
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
面
談
は

部
外
者
を
交
え
る
こ
と
な
く
四
者
の
手
で
一
時
間

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
の
観
点
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
生
徒
や

親
が
周
囲
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
話
し
合
え
る
よ

う
に
と
部
屋
の
機
密
性
に
も
配
慮
し
た
環
境
の
中

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
四
者
面
談
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
か
で
あ
り
ま
す
が
、
切
っ
掛
け
は
、
高

校
生
活
を
終
え
、
夢
と
希
望
を
胸
に
就
職
し
た
勤

め
先
を
三
年
以
内
に
約
五
割
の
若
者
が
辞
め
て
し

ま
う
現
実
に
遭
遇
し
た
か
ら
で
す
。
勿
論
、
勤
め

先
が
自
分
の
夢
や
希
望
と
合
致
し
な
い
こ
と
に
加

え
、
や
め
た
後
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
あ

る
の
で
あ
れ
ば
離
職
も
よ
ろ
し
い
の
で
す
が
、
確

た
る
考
え
も
、
目
処
も
な
い
中
で
の
安
易
な
離
職

は
本
人
の
み
な
ら
ず
親
に
と
っ
て
も
、
ま
た
採
用

し
た
企
業
、
そ
し
て
長
年
に
わ
た
り
指
導
し
て
き

た
教
師
に
と
り
ま
し
て
も
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
い
こ

と
か
ら
、
そ
の
対
応
策
と
し
て
考
え
つ
い
た
の
が

こ
の「
四
者
面
談
」で
あ
り
ま
す
。

面
談
は
再
現
し
ま
す
と
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま

す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
場
所
で
四
者
に

よ
り
話
し
合
い
が
始
ま
る
わ
け
で
す
が
、
大
概
の

場
合
リ
ー
ド
役
は
産
業
人
。
産
業
人
は
ま
ず
生
徒

に
「
ど
ん
な
先
を
就
職
先
と
し
て
考
え
て
い
る

の
」
か
と
尋
ね
ま
す
。
二
年
生
の
冬
の
一
月
に
な

っ
て
も
依
然
決
ま
っ
て
い
な
い
生
徒
も
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
自
分
な
り
の
答
え
を
産
業
人
に
返
す
わ

け
で
、
す
る
と
産
業
人
は
「
何
故
そ
う
し
た
職
場

を
希
望
す
る
の
」「
そ
こ
で
ど
の
よ
う
な
仕
事
を

し
た
い
の
」
と
志
望
の
動
機
を
聞
き
ま
す
が
、
生

徒
か
ら
は
判
で
押
し
た
よ
う
に
立
派
な
会
社
だ
か

ら
と
か
、
大
き
な
会
社
だ
か
ら
自
分
に
合
っ
た
仕

事
が
あ
る
と
思
う
の
で
と
い
っ
た
抽
象
的
な
答
え

が
返
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
産
業
人
が
「
ど
ん
な

と
こ
ろ
が
立
派
な
の
」
と
か
「
大
き
な
会
社
に
自

分
に
合
っ
た
仕
事
が
あ
る
と
い
う
け
れ
ど
君
が
や

り
た
い
仕
事
っ
て
ど
ん
な
こ
と
な
の
」
と
質
問
を

し
て
み
る
と
生
徒
の
大
半
は
産
業
人
を
納
得
さ
せ

る
だ
け
の
返
事
を
返
せ
な
い
と
の
こ
と
。
し
か
も

答
え
方
も
機
械
的
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
だ
と
面
談
を

終
え
た
経
営
者
は
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
話
し
ま

す
。
そ
こ
で
産
業
人
は
、
途
中
で
聞
き
方
を
変
え

「
君
は
ど
ん
な
夢
を
持
っ
て
い
る
の
」
と
か
「
就

職
し
た
ら
ど
ん
な
仕
事
を
し
た
い
の
」
と
夢
や
希

望
に
つ
い
て
、
産
業
人
は
自
分
の
経
験
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
話
し
て
い
く
と
生
徒
か
ら
は
最
初
語
っ

て
い
た
こ
と
と
違
う
答
え
が
返
っ
て
く
る
。
こ
こ

ま
で
持
ち
時
間
の
約
半
分
、
三
十
分
を
使
っ
て
し

ま
う
。
こ
こ
か
ら
よ
う
や
く
生
徒
と
産
業
人
の
本

音
の
話
し
合
い
が
始
ま
り
ま
す
。
夢
の
こ
だ
わ
り

具
合
を
聞
い
て
い
き
ま
す
。
固
い
夢
で
あ
れ
ば
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
夢
に
近
づ
け
る
か
、
ま
た
夢
を

確
実
に
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
今
後
ど
の
よ
う
な
勉

強
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
な
ど
産
業
人
は
わ
が
子
に

接
す
る
よ
う
に
語
り
掛
け
、
生
徒
に
夢
の
実
現
に

向
け
た
粘
り
強
い
意
志
を
持
ち
行
動
す
る
よ
う
諭

し
ま
す
。

生
徒
と
産
業
人
が
繰
り
広
げ
る
会
話
に
は
勿
論

親
や
教
師
も
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
や
り

取
り
を
通
じ
て
日
頃
の
親
の
考
え
や
親
子
の
関
係
、

距
離
も
分
か
る
と
産
業
人
は
言
い
ま
す
。
ま
た
、

親
は
子
ど
も
の
夢
や
希
望
に
つ
い
て
知
ら
な
い
ば

か
り
か
、
子
ど
も
の
特
性
、
資
質
に
つ
い
て
も
的

確
に
つ
か
ん
で
い
な
い
と
産
業
人
は
呟
き
ま
す
。

産
業
人
は
、
親
子
間
に
あ
る
こ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

状
態
を
嘆
く
わ
け
で
す
が
、
四
者
面
談
を
考
え
つ

い
た
私
に
し
て
み
れ
ば
ま
さ
に
し
て
や
っ
た
り
で
、

こ
う
し
た
親
子
間
の
ズ
レ
を
矯
正
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、「
七
・
五
・
三
現
象
」
の
改
善
に
も
な

る
と
思
う
も
の
で
す
か
ら
、
産
業
人
の
嘆
き
と
呟

き
は
神
様
、
仏
様
の
啓
示
に
も
思
え
る
の
で
あ
り

ま
す
。
と
同
時
に
今
日
の
若
者
問
題
の
解
決
に
は

若
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
親

に
対
す
る
啓
発
、
啓
蒙
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま

す
。
と
い
い
ま
す
の
も
こ
の
就
職
相
談
を
目
的
と

し
た
四
者
面
談
を
通
じ
て
親
の
就
職
観
が
彼
ら
の

親
の
時
代
と
少
し
も
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気

づ
い
た
か
ら
で
す
。
小
さ
い
と
き
か
ら
子
ど
も
に

対
し
て
こ
と
あ
る
ご
と
に
言
っ
て
い
た
「
勉
強
し

て
い
い
学
校
に
行
き
、
い
い
会
社
に
入
る
ん
で
す

よ
」
は
親
自
身
が
自
分
の
親
か
ら
受
け
た
教
育
そ

の
も
の
。
確
か
に
高
校
生
の
親
御
さ
ん
の
時
代
は

「
い
い
学
校
に
行
っ
て
、
大
き
な
会
社
や
官
公
庁

に
行
く
」
こ
と
が
望
ま
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

世
の
中
は
大
き
く
変
化
し
、
現
在
は
大
企
業
と
い

え
ど
も
あ
え
な
く
倒
産
も
す
る
し
、
最
も
安
全
な

勤
め
先
と
思
わ
れ
た
官
公
庁
に
し
て
も
民
営
化
が

叫
ば
れ
る
時
代
で
あ
る
こ
と
を
面
談
を
通
し
て
親

は
知
る
こ
と
と
な
り
、
面
談
の
終
わ
り
頃
に
は
、

就
職
や
子
供
に
対
す
る
考
え
方
が
大
分
違
う
も
の

に
な
る
と
面
談
を
終
え
た
産
業
人
は
し
み
じ
み
と

語
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
こ
の
面
談
会
は
大

き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
最
近
で
は
面
談
会
の

開
催
に
自
信
を
深
め
て
い
ま
す
。

幼
い
お
子
さ
ん
を
持
つ
若
い
親
御
さ
ん
に
高
校

生
の
深
刻
な
話
は
ど
う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
親

が
思
う
以
上
に
子
ど
も
の
成
長
は
早
く
、
あ
っ
と

い
う
間
に
進
学
や
就
職
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
年

齢
に
達
す
る
も
の
で
す
か
ら
わ
が
子
が
可
愛
い
く
、

愛
し
け
れ
ば
愛
し
い
ほ
ど「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」、「
後

悔
先
に
た
た
ず
」
の
こ
と
わ
ざ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
今
か
ら
心
の
準
備
を
さ
れ
た
ら
と
思
う
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
日
本
の
親
は
何
で
わ
が
子
に
対
す
る

人
生
教
育
を
途
中
で
止
め
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う

か
。
わ
が
子
が
幼
稚
園
や
小
学
校
に
入
学
し
た
頃

の
親
と
云
え
ば
何
か
に
つ
け
て
「
○
○
は
将
来
何

に
な
り
た
い
の
」
と
問
い
か
け
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
か
え
っ
て
く
る
答
え
は
元
気
一
杯

大
き
な
口
を
開
い
て
「
お
花
屋
さ
ん
」「
お
ま
わ

り
さ
ん
」「
消
防
士
さ
ん
」「
電
車
の
運
転
手
さ
ん
」

「
美
容
師
さ
ん
」「
看
護
師
さ
ん
」
な
ど
と
自
分

の
な
り
た
い
職
業
を
は
っ
き
り
主
張
し
て
い
ま
す
。

対
し
て
親
も
「
な
れ
れ
ば
い
い
ね
」
な
ど
と
わ
が

子
の
夢
に
こ
れ
ま
た
目
を
細
め
満
足
げ
に
答
え
て

い
ま
す
。
勿
論
、
幼
い
子
ど
も
の
希
望
が
何
時
ま

で
も
不
変
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、
小
学
校
高
学
年

や
中
学
に
な
る
と
と
た
ん
に
親
は
将
来
の
夢
や
希

望
に
つ
い
て
子
ど
も
に
問
い
か
け
な
い
ば
か
り
か
、

子
ど
も
と
目
を
合
わ
せ
れ
ば
自
分
の
親
が
自
分
に

し
た
よ
う
に
「
勉
強
し
て
い
い
学
校
へ
行
き
、
い

い
会
社
に
入
り
な
さ
い
」
が
口
癖
で
出
て
し
ま
う
。

子
ど
も
が
幼
い
と
き
に
語
り
か
け
た
「
な
れ
れ
ば

い
い
ね
」
の
優
し
い
言
葉
は
一
体
ど
こ
に
行
っ
た

の
か
と
嘆
き
た
く
な
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
日
本
で
は
、
幼
少
期
か
ら
の
職
業

教
育
が
家
庭
で
も
、
ま
た
小
学
校
や
中
学
校
で
も

つ
い
最
近
ま
で
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
す
。

も
し
、
働
く
こ
と
、
仕
事
に
つ
く
こ
と
、
就
職
す

る
こ
と
の
教
育
が
発
達
段
階
に
応
じ
て
し
っ
か
り

な
さ
れ
て
い
れ
ば
自
分
で
選
ん
だ
就
職
先
を
三
年

も
経
過
し
な
い
う
ち
に
辞
め
る
こ
と
な
ど
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
辞
め
て
し
ま
う
人
が
二

人
に
一
人
と
云
う
の
は
決
し
て
尋
常
な
状
態
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

今
こ
う
し
た
状
況
に
直
面
し
、
日
本
で
は
改
善

の
た
め
の
見
直
し
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

職
業
教
育
に
つ
い
て
も
小
・
中
・
高
で
の
取
り
組

み
が
模
索
さ
れ
始
め
ま
し
た
し
、
ま
た
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
に
し
て
も
単
に
教
育
界
だ
け
で
は
な

く
、
企
業
社
会
や
家
庭
を
も
巻
き
込
ん
だ
社
会
総

が
か
り
の
仕
組
み
づ
く
り
が
提
案
さ
れ
る
な
ど
よ

う
や
く
動
き
出
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
の
感
は

否
め
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
動
き
出
し
た
こ
と
は
事

実
で
す
か
ら
誰
も
が
傍
観
者
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず

で
、
若
い
親
御
さ
ん
に
し
て
も
次
代
を
担
う
若
者
、

特
に
わ
が
子
の
育
成
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
若
い
親
御
さ
ん
方
に
申
し
上
げ
ま
す
。

子
育
て
を
終
了
し
た
先
輩
世
代
の
真
似
を
し
な
い

で
わ
が
子
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
心
掛
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
子
ど
も

の
好
奇
心
は
も
と
よ
り
挑
戦
心
や
自
立
心
を
醸
成

す
る
た
め
子
ど
も
が
発
す
る
シ
グ
ナ
ル
、
疑
問
に

丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ
き
、
親
子
間
に
「
ナ
ゼ
、

ナ
ゼ
、
ナ
ゼ
」、「
ど
う
し
て
、
ど
う
し
て
、
ど
う

し
て
」
が
飛
び
交
う
環
境
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
親
子
間
の
や
り
と
り

を
通
し
て
子
ど
も
は
考
え
る
力
、
実
現
す
る
力
、

伝
え
る
力
が
つ
き
、
仕
事
を
す
る
意
味
、
職
業
に

就
く
意
義
、
そ
し
て
世
の
中
に
つ
い
て
の
知
識
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
子
ど
も
と
十
分
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
ま
す
か
。
百
点

満
点
と
し
た
な
ら
ば
何
点
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

か
く
申
し
上
げ
る
私
の
若
い
頃
の
得
点
は
恐
ら
く

五
十
点
に
も
満
た
な
か
っ
た
の
で
は
と
忸
怩
た
る

思
い
で
一
杯
で
す
。
こ
の
不
足
分
を
昔
に
戻
っ
て

取
り
戻
す
こ
と
な
ど
叶
い
ま
せ
ん
が
、
若
い
親
御

さ
ん
た
ち
に
は
私
の
二
の
舞
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

き
た
く
な
く
、「
親
も
努
力
し
、
成
長
し
な
け
れ

ば
」
と
申
し
上
げ
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視 点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点

続
・
ふ
た
つ
の
七
・
五
・
三

専
務
理
事

野
上

武
利
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長

日

本

伸

管

株

式

会

社

代

表

取
締
役

武

蔵

工

業

株

式

会

社

頭

取

株
式
会
社

武
蔵
野
銀
行

代
表
取
締
役

社

長

松
本
伸
一
郎

株
式
会
社

松

本

商

会

代

表

取
締
役

田

原

信

男

た
は
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

埼

玉

機

器

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

玄

間

敏

日

本

地

工

株

式

会

社

代

表

取
締
役

株
式
会
社
エ
ア
コ
ン
セ
ン
タ
ー

代

表

取
締
役

大

野

建

設

株

式

会

社

代

表

取
締
役

関
東
自
動
車
株
式
会
社
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到着順掲載紙上名刺交換会

代

表

取
締
役

東
日
本
昇
降
機
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

東

上

ガ

ス

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

八
木
橋

宏
純

株
式
会
社

八

木

橋

代
表
取
締
役

社

長

株
式
会
社

イ

ハ

シ

代

表

取
締
役

日
本
自
動
車
管
理
株
式
会
社

会

長

吉

見

商

事

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

東

洋

電

装

株

式

会

社

代

表

取
締
役

株
式
会
社

丸
広
百
貨
店

代
表
取
締
役

社

長

新
電
元
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

株
式
会
社

イ
マ
ギ
イ
レ

代

表

取
締
役

吉
野
電
化
工
業
株
式
会
社

代

表

取
締
役

株
式
会
社

島

村

工

業

会

長

理
事
長

埼
玉
県
中
古
自
動
車
販
売
協
会

埼
玉
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合

取
締
役

社

長

武

州

産

業

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

株
式
会
社

丸

善
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本
会
で
は
七
月
一
日
�
午
後
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
労
務
管
理

講
座
を
開
催
し
、
山
中
健
児
弁
護
士
が「�
消
さ
れ
た
管
理
職
�
―
監

督
者
は
管
理
職
で
は
な
い
の
か
（
管
理
監
督
者
の
範
囲
の
整
理
と
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
事
件
判
決
分
析
か
ら
み
る
会
社
対
応
）」を
テ
ー
マ
に
講

演
し
た
�
写
真
。

同
事
件
（
東
京
地
判
平
成
二
〇
・
一
・
二
八
）
は
、「
�
職
務
内

容
、
権
限
及
び
責
任
に
照
ら
し
、
労
務
管
理
を
含
め
、
企
業
全
体
の

事
業
経
営
に
関
す
る
重
要
事
項
に
ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
い
る
か
、

�
そ
の
勤
務
態
様
が
労
働
時
間
等
に
対
す
る
規
制
に
な
じ
ま
な
い
も

の
で
あ
る
か
否
か
、
�
給
与
（
基
本
給
、
役
付
手
当
等
）
及
び
一
時

金
に
お
い
て
、
管
理
監
督
者
に
ふ
さ
わ
し
い
待
遇
が
さ
れ
て
い
る
か

否
か
な
ど
の
諸
点
か
ら
」
そ
の
該
当
性
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、

本
件
原
告
に
つ
い
て
は
、
店
舗
運
営
に
お
い
て
重
要
な
職
責
を
負
っ

て
は
い
る
が
、「
職
務
、
権
限
は
店
舗
内
の
事
項
に
限
ら
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
企
業
経
営
上
の
必
要
か
ら
、
経
営
者
と
の
一
体
的
な
立
場

に
お
い
て
、
労
働
基
準
法
の
労
働
時
間
等
の
枠
を
超
え
て
事
業
活
動

す
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
て
も
や
む
を
得
な
い
も
の
と
い
え
る
よ
う
な

重
要
な
職
務
と
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」、

勤
務
態
様
も
、
自
ら
そ
の
勤
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
定
で
き
、
遅
刻
、

早
退
に
も
上
司
の
許
可
は
要
し
な
い
が
、「
被
告
の
勤
務
態
勢
上
の

必
要
性
か
ら
、
自
ら
シ
フ
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
勤
務
す
る
」
な

ど
、「
時
間
外
労
働
を
余
儀
な
く
さ
れ
」「
労
働
時
間
に
関
す
る
自
由

裁
量
性
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」、
処
遇
に
つ
い
て
も
「
店

長
の
平
均
年
収
は
七
〇
七
万
一
八
四
円
」
で
、
下
位
の
職
位
で
あ
る

フ
ァ
ー
ス
ト
ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
平
均
収
入
五
九
〇
万

五
〇
五
七
円
（
時
間
外
割
増
賃
金
を
含
む
）
と
相
応
の
差
異
が
設
け

ら
れ
て
い
る
が
、「
店
長
全
体
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
Ｃ
評

価
の
店
長
の
年
額
賃
金
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
の
平
均
年
収
よ
り
低
額
」
で
あ
り
、
ま
た
、
店
長
全
体
の
四
〇

％
に
あ
た
る
Ｂ
評
価
の
店
長
の
年
額
賃
金
は
、
年
額
で
四
四
万
六
九

四
三
円
上
回
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、「
管
理
監
督
者
に
対
す
る
待
遇

と
し
て
は
、
十
分
で
あ
る
と
い
い
難
い
」
と
し
、
店
長
は
管
理
監
督

者
に
該
当
し
な
い
と
し
た
。

山
中
弁
護
士
は
、
管
理
監
督
者
問
題
の
会
社
対
応
策
と
し
て
、
�

管
理
職
と
一
般
従
業
員
の
労
働
時

間
管
理
を
明
確
に
分
け
る
、
�
月

給
減
額
分
を
賞
与
で
調
整
し
年
収

で
管
理
職
が
一
般
従
業
員
を
下
回

ら
な
い
よ
う
に
す
る
、
�
管
理
職

と
い
え
ど
も
長
時
間
労
働
を
さ
せ

な
い
よ
う
健
康
確
保
措
置
を
と
る

の
３
つ
を
挙
げ
た
。
労
働
基

準
監
督
署
の
指
導
は
長
時
間
労
働

抑
止
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、

管
理
職
の
健
康
面
ケ
ア
が
重
要
と

指
摘
し
た
。

到着順掲載紙上名刺交換会

名
誉
顧
問

日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
株
式
会
社

埼

玉

支
店
長

高

嶋

英

一

東

京

ガ

ス

株

式

会

社

特
別
顧
問

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社

取
締
役

社

長

坂

戸

ガ

ス

株

式

会

社

執
行
役
員

埼
玉
支
店
長

東

京

電

力

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

岡

村

裕

り
そ
な
総
合
研
究
所
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

松

木

繁

和

フ

ジ

ノ

ン

株

式

会

社

代

表

取
締
役

有
限
会
社

創
文
社
印
刷

代

表

取
締
役

望

月

憲

望

月

印

刷

株

式

会

社

�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

埼
玉
音
楽
文
化
協
会

専
務
理
事

野
上

武
利

職

員

一

同

管
理
職
の
範
囲
に
つ
い
て
労
務
管
理
講
座
を
開
催
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�

埼
玉
県
の
岡
島
敦
子
副
知
事
と
埼
玉

労
働
局
の
古
曳
享
司
局
長
は
七
月
三
十

日
、
県
内
主
要
経
済
六
団
体
の
ト
ッ
プ

を
相
次
ぎ
訪
問
し
、
正
社
員
雇
用
の
拡

大
へ
の
協
力
を
求
め
た
。
本
会
へ
の
直

接
要
請
は
昨
年
に
続
い
て
二
回
目
。
求

職
者
の
七
割
超
が
正
社
員
を
希
望
す
る

一
方
、
正
社
員
の
求
人
は
五
割
に
満
た

な
い
と
い
う
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
を
目

指
す
。

古
曳
局
長
は
利
根
忠
博
本
会
会
長
に

「
労
働
力
不
足
の
時
代
が
く
る
。
社
員

の
能
力
開
発
や
一
体
感
を
み
て
も
、
正

社
員
の
方
が
企
業
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
」
と
訴
え
た
。
岡
島
副
知
事
は

「
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
人
材
の

育
成
を
進
め
て
い
る
」
と
県
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
た
。

要
請
文
は
次
の
通
り
。

※

正
社
員
雇
用
の
拡
大
に

向
け
た
協
力
依
頼

貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃

よ
り
県
内
雇
用
施
策
の
円
滑
な
推
進
に

特
段
の
御
高
配
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

と
り
わ
け
、
昨
年
度
協
力
依
頼
い
た

し
た
正
社
員
雇
用
の
拡
大
に
対
し
て
は
、

早
速
に
傘
下
事
業
主
へ
の
周
知
な
ど
多

大
な
る
御
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
非
正
規
社
員
の
正
社
員
転
換
を

実
現
し
て
頂
い
た
企
業
も
見
ら
れ
ま
し

た
。
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
県
内
の
雇
用
失
業
情
勢
は
、

主
要
産
業
の
求
人
減
が
続
い
て
お
り
、

有
効
求
人
倍
率
が
昨
年
末
一
倍
を
割
っ

て
か
ら
横
ば
い
状
態
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
求
人
数
の
量
的
拡
大
が
一
段
と
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
既
に
御
高
承
の
と
お
り
、
今

後
の
少
子
高
齢
化
の
一
層
の
進
展
や

「
団
塊
世
代
」
の
六
〇
歳
代
到
達
に
よ

り
、
労
働
力
人
口
が
減
少
し
、
企
業
の

人
材
基
盤
、
技
能
蓄
積
、
社
会
の
活
力

維
持
等
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
本
県
の
新
た
な
成

長
戦
略
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
、
昨

年
十
一
月
、
貴
職
や
上
田
知
事
を
は
じ

め
と
す
る
県
内
政
労
使
ト
ッ
プ
を
構
成

メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
埼
玉
県
成
長
力
底

上
げ
戦
略
推
進
円
卓
会
議
」
で
合
意
い

た
だ
い
た
よ
う
に
、
年
長
フ
リ
ー
タ
ー
、

子
育
て
中
の
女
性
、
障
害
者
、
高
齢
者

等
も
含
め
、
一
人
で
も
多
く
の
方
の
労

働
市
場
へ
の
参
加
を
促
す（「
全
員
参
加

型
社
会
」
の
実
現
）
と
と
も
に
、
仕
事

を
通
じ
て
そ
の
有
す
る
能
力
を
十
分
に

発
揮
し
、
社
会
の
支
え
手
と
競
争
力
向

上
の
源
泉
と
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

し
か
し
、
非
正
規
労
働
と
い
う
形
態

で
は
、
仕
事
が
不
安
定
な
う
え
に
、
賃

金
・
労
働
条
件
の
不
透
明
さ
、
安
全
対

策
、
教
育
訓
練
、
社
会
保
険
、
福
利
厚

生
な
ど
必
ず
し
も
公
平
と
い
え
な
い
点

が
多
く
み
ら
れ
る
の
が
現
状
で
す
。
大

手
派
遣
業
者
で
違
法
派
遣
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
た
事
例
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
法
制
面
で
も
本
年
四
月

一
日
施
行
の
改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

法
は
、
公
正
な
待
遇
の
実
現
を
目
指
し
、

通
常
労
働
者
へ
の
転
換
を
推
進
す
る
た

め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
新
た
に
義

務
づ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
現
段
階
で
も
、
県
内
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
求
職
者
の
七
割
以
上
が
正
社

員
希
望
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
正
社

員
求
人
は
全
体
の
半
数
以
下
と
、
求
職

者
の
ニ
ー
ズ
に
必
ず
し
も
対
応
で
き
て

い
な
い
状
況
で
す
。

企
業
間
競
争
の
激
化
、
昨
今
の
原
燃

料
価
格
高
騰
、
景
気
の
先
行
き
懸
念
な

ど
事
業
主
の
皆
様
方
に
お
か
れ
て
は
正

社
員
の
採
用
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
事
情
も
多
々
と
拝
察
い
た
し
ま
す

が
、
正
社
員
雇
用
の
次
の
よ
う
な
メ
リ

ッ
ト
を
改
め
て
御
理
解
い
た
だ
き
、
正

社
員
雇
用
拡
大
に
一
層
の
御
協
力
を
い

た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

「
正
社
員
」
は
、
他
の
雇
用
形
態
よ
り
、

◇
応
募
者
が
多
く
、
優
れ
た
人
材
確
保

の
確
率
が
高
い
こ
と

◇
定
着
率
が
高
く
、
採
用
コ
ス
ト
を
削

減
で
き
る
こ
と

◇
戦
略
的
な
人
材
育
成
が
可
能
で
あ
り

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
が
期

待
で
き
る
こ
と

◇
労
働
者
の
精
神
的
安
心
感
が
士
気
向

上
に
結
び
つ
き
、
自
己
啓
発
意
欲
を

積
極
化
す
る
こ
と

◇
雇
用
の
安
定
を
基
盤
に
、
労
使
の
信

頼
関
係
の
向
上
が
図
れ
、
労
働
条
件

の
調
整
が
柔
軟
と
な
る
こ
と

な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
は
働
く
側
の
「
働

く
」
こ
と
へ
の
満
足
度
を
高
め
、
一
企

業
の
み
な
ら
ず
社
会
全
体
の
生
産
性
や

競
争
力
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
傘
下

企
業
の
皆
様
に
、
正
社
員
雇
用
の
メ
リ

ッ
ト
と
、
正
社
員
雇
用
の
拡
大
に
つ
い

て
改
め
て
周
知
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
御

協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
年
七
月
三
十
日

埼
玉
労
働
局
長

古
曳
享
司

埼
玉
県
副
知
事

岡
島
敦
子

社
団
法
人
埼
玉
県
経
営
者
協
会

会
長

利
根
忠
博

殿
�

正
規
雇
用
拡
大
を
要
請

埼
玉
労
働
局
長
と

岡
島
副
知
事

本
会
に
来
訪

利
根
会
長
ら
に
要
請
中
の
左
か
ら
古
曳

局
長
、
岡
島
副
知
事

利
根
会
長
（
左
）
に
要
請
文
を
手
渡
す

右
か
ら
岡
島
敦
子
副
知
事
、
古
曳
享
司

埼
玉
労
働
局
長

―２２―
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本
会
は
県
（
ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
埼
玉
）
と
共
催
し
「
仕
事
出
会
い

フ
ェ
ア
」
を
五
月
二
十
九
日
�
、
午
後

よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
〇
六
会

議
室
に
お
い
て
開
催
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
正
社
員
と
し
て
の

就
職
を
希
望
す
る
若
者
と
、
若
い
人
材

を
必
要
と
す
る
企
業
の
出
会
い
の
機
会

を
つ
く
り
、
若
者
と
企
業
の
ベ
ス
ト
マ

ッ
チ
ン
グ
を
目
指
す
も
の
。
フ
ェ
ア
は
、

県
が
経
済
七
団
体
と
共
催
し
実
施
す
る

計
画
で
、
本
会
と
の
共
催
を
ス
タ
ー
ト

と
し
て
、
平
成
二
十
年
度
は
全
部
で
十

回
開
催
す
る
予
定
。

本
会
は
昨
年
度
、
労
使
就
職
支
援
機

構
の
事
業
の
中
で
、「
就
職
困
難
者
の

雇
用
実
態
」
と
「
雇
用
支
援

制
度
導
入
奨
励
金
」
に
関
す

る
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

会
員
企
業
の
な
か
で
、
若
年

者
の
中
途
採
用
を
行
っ
て
い

る
と
回
答
い
た
だ
い
た
企
業

を
中
心
に
参
加
を
呼
び
か
け

た
。当

日
は
企
業
九
社
（
後

記
）
の
経
営
者
や
人
事
・
採

用
担
当
者
、
三
十
四
歳
以
下

の
求
職
者
二
十
九
名
ほ
か
関

係
者
も
含
め
て
約
六
十
名
が

参
加
し
た
。

フ
ェ
ア
で
は
、
企
業
ご
と

に
ブ
ー
ス
を
つ
く
り
、
若
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
ブ
ー
ス
を
順
番
に
訪
れ
、
自
己
紹

介
や
意
見
交
換
、
企
業
Ｐ
Ｒ
を
受
け
た

あ
と
、
興
味
の
あ
る
ブ
ー
ス
に
再
訪
し
、

フ
リ
ー
に
意
見
交
換
や
情
報
交
換
を
行

う
。
後
日
さ
ら
に
詳
し
い
説
明
や
面
接

を
希
望
す
る
場
合
は
、
企
業
と
若
年
求

職
者
そ
れ
ぞ
れ
が
コ
ン
タ
ク
ト
希
望
シ

ー
ト
を
提
出
し
、
企
業
見
学
や
面
接
を

経
て
採
用
へ
と
繋
げ
る
。

企
業
の
ブ
ー
ス
に
は
平
均
で
十
名
が

訪
れ
、
企
業
担
当
者
は
、
自
社
Ｐ
Ｒ
と

と
も
に
企
業
が
求
め
る
人
材
像
や
、
面

接
に
お
い
て
気
を
つ
け
る
点
な
ど
も
ふ

く
め
、
熱
心
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

フ
ェ
ア
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

企
業
側
か
ら
参
加
者
の
印
象
に
つ
い
て

は
、「
参
加
者
は
目
に
力
が
あ
り
就
職

意
欲
が
高
い
」
や
「
予
想
以
上
に
覇
気

の
あ
る
若
者
が
多
く
、
採
用
に
結
び
つ

け
た
い
」
な
ど
の
高
評
価
の
意
見
が
出

さ
れ
た
一
方
、「
何
の
た
め
に
参
加
し

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
人
が
い
た
」

な
ど
の
意
見
も
頂
い
た
。
若
年
求
職
者

の
感
想
は
、「
正
社
員
と
し
て
働
く
こ

と
に
よ
る
や
り
が
い
や
メ
リ
ッ
ト
を
教

え
ら
れ
、
自
分
の
考
え
が
変
わ
っ
た
」

や
「
一
般
の
合
同
面
接
会
な
ど
と
は
違

い
、
ザ
ッ
ク
バ
ラ
ン
な
雰
囲
気
で
企
業

の
方
と
話
し
が
で
き
た
」
な
ど
ほ
と
ん

ど
が
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
の
意
見
だ

っ
た
。
し
か
し
、「
業
種
や
職
種
を
も

っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
」
や
「
時
間
配

分
を
考
慮
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
要
望

意
見
も
出
さ
れ
た
。

開
催
一
ヵ
月
後
に
動
向
調
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
参
加
者
の
中
か
ら
十
一
名

が
面
接
を
実
施
、
三
名
の
採
用
が
決
定

し
、
一
名
が
保
留
と
な
っ
て
い
る
。

若
年
者
の
人
材
不
足
に
悩
む
企
業
や

若
者
の
可
能
性
に
期
待
し
て
い
る
企
業

に
と
っ
て
こ
の
よ
う
な
機
会
は
、
採
用

に
繋
げ
る
と
い
う
意
味
で
も
、
若
者
の

悩
み
や
本
音
な
ど
の
考
え
方
を
聴
く
う

え
で
も
良
い
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
う
。

【
参
加
企
業
】（
五
十
音
順
）

企
業
名
・
本
社
所
在
地

◆
�
イ
ハ
シ
・
越
谷
市

◆
�
ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト
・
さ
い
た
ま
市

◆
�
カ
ジ
メ
イ
ク
・
富
山
県

◆
小
原
歯
車
工
業
�
・
川
口
市

◆
セ
ン
ト
ラ
ル
自
動
車
技
研
�
・
川
口
市

◆
高
橋
商
事
�
・
本
庄
市

◆
�
デ
サ
ン
・
蓮
田
市

◆
�
と
ん
で
ん
・
さ
い
た
ま
市

◆
�
ハ
イ
デ
イ
日
高
・
さ
い
た
ま
市

【
参
加
者
の
属
性
】

◆
参
加
者
計

二
十
九
名

☆
男
性
�
十
九
名
、
女
性
�
十
名

☆
年
齢
層
別
人
数

〜
二
十
歳

�

一
名

二
十
一
歳
〜
二
十
五
歳
�

九
名

二
十
六
歳
〜
三
十
歳

�
十
一
名

三
十
一
歳
〜
三
十
四
歳
�

八
名

若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
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業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベ
スススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス
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すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

仕
事
出
会
い
フ
ェ
ア
開
催

仕事出会いフェア 今後の開催日程

平成21年 1月29日�
平成21年 3月19日�

※会場はすべて大宮ソニックシティ、
時間は１２時～１６時

ヤングキャリアセンター埼玉
�048‐650‐2240 �048‐641‐6546

平成20年 8月28日�
平成20年 9月24日�
平成20年10月28日�
平成20年11月27日�
平成20年12月19日�

参 加 申 込 、
お問い合わせ

当
日
の
会
場
の
様
子
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企
業
の
障
害
者
雇
用
の
促
進
を
図
る

「
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
」

が
、
埼
玉
県
、
埼
玉
労
働
局
、
当
会
の

三
者
に
よ
る
共
同
主
催
の
も
と
、「
浦

和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
で
去
る

六
月
十
八
日
�
開
催
さ
れ
た
。
企
業
の

人
事
労
務
担
当
者
を
中
心
に
準
備
し
た

席
が
満
席
と
な
る
一
二
〇
名
が
参
加
し

た
。セ

ミ
ナ
ー
開
催
に
あ
た
り
主
催
者
を

代
表
し
、当
会
の
利
根
忠
博
会
長
は「
障

害
者
雇
用
は
、
企
業
の
方
々
の
理
解
と
、

そ
し
て
雇
用
の
場
の
提
供
が
あ
っ
て
始

め
て
実
現
す
る
も
の
。
企
業
の
皆
様
に

は
、
法
改
正
の
動
向
に
注
視
し

つ
つ
、
県
の
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
や
国
の
支
援
機
関
・
機

能
を
十
分
に
活
用
し
、
一
人
で

も
多
く
の
障
害
者
の
方
々
に
、

働
く
場
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、

障
害
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
、

互
い
に
支
え
あ
い
、
地
域
で
い

き
い
き
明
る
く
暮
ら
せ
る
社
会

を
目
指
す
『
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
』
の
実
現
に
向
け
た
障

害
者
雇
用
の
促
進
に
、
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ

た
。続

い
て
講
演
へ
と
移
り
、
は

じ
め
に
日
本
経
団
連
労
政
第
二

本
部
の
輪
島
忍
グ
ル
ー
プ
長
を
お
迎
え

し
「
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
改
正
に
つ

い
て
」
と
題
し
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

国
会
で
の
本
法
案
や
そ
の
他
労
働
法
関

係
の
審
議
状
況
な
ど
ホ
ッ
ト
な
状
況
に

触
れ
た
後
、
企
業
実
務
面
か
ら
「
労
働

市
場
で
の
採
用
は
狭
く
、
人
材
不
足
に

な
り
つ
つ
あ
る
」
と
の
認
識
を
示
し
た

上
で
、
今
回
の
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

�
短
時
間
労
働
者
（
週
所
定
労
働
時
間

２０
時
間
以
上
３０
時
間
未
満
）
を
雇
用

義
務
の
対
象
に
追
加

�
障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
に
つ
い
て
、

中
小
企
業
に
対
し
て
適
用
を
拡
大
。

事
業
協
同
組
合
等
を
活
用
し
て
複
数

の
中
小
企
業
が
共
同
で
障
害
者
を
雇

用
す
る
仕
組
み
を
創
設

�
障
害
者
法
定
雇
用
率
、
除
外
率
の
見

直
し

特
例
子
会
社
が
な
い
場
合
に
お
い
て

も
、
企
業
グ
ル
ー
プ
に
対
し
、
一
定

の
要
件
の
下
で
、
障
害
者
雇
用
率
制

度
の
適
用

等
で
あ
る
と
の
分
か
り
や
す
い
解
説
を

い
た
だ
い
た
。

次
に
、
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ

を
全
国
展
開
し
て
い
る
キ
ャ

ン
・
ド
ゥ
人
事
課
の
宮
下
英
幸

氏
か
ら
は
「
当
社
の
障
害
者
雇

用
」
と
題
し
、
雇
用
状
況
か
ら

始
ま
り
、
取
組
の
実
際
、
就
労

条
件
、
職
務
内
容
、
不
安
の
解

消
、
な
ど
な
ど
に
つ
い
て
ご
報

告
を
い
た
だ
い
た
。
特
に
困
っ

た
時
の
対
応
な
ど
は
具
体
的
な

事
例
を
も
と
に
、
出
身
校
の
先

生
や
家
族
、
店
長
更
に
ジ
ョ
ブ

コ
ー
チ
も
入
っ
て
対
応
す
る
な

ど
の
ご
説
明
を
い
た
だ
き
、
参

加
者
は
熱
心
に
メ
モ
を
と
っ
て

い
た
。
そ
の
後
の
質
疑
で
は
お
二
人
に

数
多
く
の
個
別
具
体
的
な
質
問
が
相
次

い
だ
。

今
回
の
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
改
正

は
、
短
時
間
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
０
・

５
カ
ウ
ン
ト
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

り
、
障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
の
適
用

に
よ
る
経
済
的
負
担
の
調
整
も
、
現
状

猶
予
さ
れ
て
き
た
企
業
規
模
３
０
０
人

以
下
の
中
小
企
業
に
つ
い
て
も
、
一
定

の
範
囲
（
企
業
規
模
１
０
１
人
以
上
）

の
中
小
企
業
に
対
し
、
経
済
的
負
担
の

調
整
を
行
う
こ
と
、
当
面
は
２
０
１
人

以
上
を
適
用
対
象
と
す
る
こ
と
が
適
当

と
の
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、

中
小
企
業
に
お
い
て
も
今
後
更
に
対
応

が
必
要
と
な
る
。
当
会
と
し
て
は
、
本

セ
ミ
ナ
ー
を
あ
と
２
回
、
次
回
は
８
月

２７
日
�
の
午
後
、「
さ
い
た
ま
新
都
心

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
」
で
開
催
す
る

予
定
で
あ
り
、
法
改
正
の
動
向
や
個
別

企
業
の
取
組
事
例
等
の
情
報
提
供
に
努

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
企
業
に
お
か

れ
て
は
、
県
の
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
の
機
能
を
十
分
に

ご
活
用
い
た
だ
き
、
準
備
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

参参
加加
者者
かか
らら
質質
問問
相相
次次
ぐぐ

障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

挨
拶
す
る
利
根
忠
博
本
会
会
長

日
本
経
団
連
輪
島
グ
ル
ー
プ
長
の
講
演

―２４―



東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、
埼
玉
の
四

都
県
で
構
成
さ
れ
て
い
る
首
都
圏
経
協

専
務
理
事
会
が
六
月
十
六
日
�
、
埼
玉

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
、「
行
政
と
経
協
の
連
携
の

あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
、
橋
本
光
男
埼

玉
県
副
知
事
と
の
意
見
交
換
と
藤
井
春

彦
埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長

と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

橋
本
副
知
事
と
の
意
見
交
換
は
埼
玉

県
庁
の
庁
議
室
で
行
わ
れ
、
冒
頭
野
上

武
利
本
会
専
務
理
事
が
今
回
の
趣
旨
を

説
明
し
、
幹
事
経
協
の
挨
拶
を
し
た
後

橋
本
副
知
事
よ
り
県
勢
概
要
に
つ
い
て

の
紹
介
を
い
た
だ
い
た
。

橋
本
副
知
事
は
上
田
県
政
の
特
徴
と

成
果
・
課
題
に
つ
い
て
説
明
し
、『
ゆ

と
り
と
チ
ャ
ン
ス
に
あ
ふ
れ
た
田
園
都

市
を
目
指
し
て
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
進

め
て
い
る
埼
玉
県
五
か
年
計
画
「
ゆ
と

り
と
チ
ャ
ン
ス
の
埼
玉
プ
ラ
ン
」
な
ど

を
紹
介
し
た
。
そ
の
中
で
、
交
通
の
利

便
性
や
人
口
構
成
、
防
犯
を
は
じ
め
と

す
る
安
心
・
安
全
、
も
の
づ
く
り
へ
の

支
援
策
な
ど
も
紹
介
、
ま
た
、
埼
玉
県

職
員
の
意
識
改
革
策
、
企
業
誘
致
大
作

戦
の
成
果
、
創
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
セ

ン
タ
ー
、
ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

埼
玉
の
利
用
状
況
お
よ
び
成
果
を
説
明

し
、
知
財
セ
ン
タ
ー
埼
玉
や
渋
沢
ス
ピ

リ
ッ
ト
事
業
な
ど
多
岐
に
亘
る
埼
玉
県

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

副
知
事
は
、
県
が
実
施
し
て
い
る
ほ

と
ん
ど
の
事
業
に
経
協
が
連
携
し
、
深

く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
各
地
の
専
務
理
事

や
事
務
局
長
か
ら
の
質
問
に
対
し
、
首

都
圏
の
中
で
も
交
通
網
な
ど
の
立
地
条

件
が
良
く
、
都
市
と
田
園
（
緑
）
と
の

共
生
を
目
指
す
取
り
組
み
や
部
長
会
議

の
あ
り
方
、
労
使
の
調
和
体
制
、
県
職

員
の
民
間
企
業
派
遣
、
若
年
県
庁
職
員

と
経
協
会
員
と
の
交
流
会
な
ど
が
追
加

説
明
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
埼
玉
県
教
育
局
会

議
室
に
移
し
、
藤
井
春
彦
埼
玉
県
立
総

合
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
と
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

藤
井
所
長
は
、
県
内
公
立
高
等
学
校

の
在
籍
者
数
や
教
員
年
齢
構
成
、
進
学

状
況
な
ど
の
現
況
を
説
明
、
入
試
日
程

の
早
期
化
に
よ
る
弊
害
や
中
途
退
学
率

の
増
加
傾
向
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
も

首
都
圏
や
全
国
の
例
な
ど
と
も
比
較
し

な
が
ら
紹
介
し
た
。

ま
た
、
教
育
局
と
本
会
が
長
年
連
携

し
な
が
ら
進
め
て
い
る
各
種
事
業
を
紹

介
し
た
。
一
例
と
し
て
は
、「
高
校
教

員
長
期
民
間
企
業
研
修
（
先
生
版
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）」、「
進
路
・
就
職
指

導
者
セ
ミ
ナ
ー
」、「
四
者
面
談
会
」、「
民

間
人
校
長
推
薦
」、「
教
員
採
用
試
験
委

員
派
遣
」
な
ど
、
ほ
か
に
も
様
々
な
事

業
に
連
携
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
成

十
八
年
に
開
催
さ
れ
た
「
全
国
産
業
教

育
フ
ェ
ア
埼
玉
大
会
」
で
も
本
会
が
教

育
界
、
産
業
界
の
連
携
に
注
力
し
た
こ

と
も
紹
介
し
た
。

藤
井
所
長
か
ら
説
明
を
受
け
た
あ
と

は
活
発
な
意
見
交
換
会
と
な
り
、
人
材

づ
く
り
の
現
状
と
課
題
、
学
力
の
低
下

傾
向
の
問
題
、
公
立
と
私
立
で
の
指
導

方
針
の
相
違
点
な
ど
、
各
都
県
の
現
状

を
紹
介
し
な
が
ら
論
議
し
、
未
来
を
担

う
人
財
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
家
庭

―
学
校
―
社
会
の
接
続
が
う
ま
く
い
く

た
め
の
工
夫
に
つ
い
て
を
そ
れ
ぞ
れ
が

知
恵
を
出
し
合
い
、
民
間
の
考
え
方
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、
横
ぐ
し
的
な
施
策

が
必
要
だ
と
纏
め
た
。

行
政
と
の
意
見
交
換
終
了
後
は
、
各

都
県
経
営
者
協
会
の
現
況
や
問
題
点
な

ど
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
会
を
実
施
し

た
。

〔
当
日
の
参
加
者
〕

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◆
行
政

埼
玉
県

副
知
事

橋
本

光
男

埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

所
長

藤
井

春
彦

◆
首
都
圏
経
営
者
協
会

東
京
経
営
者
協
会

専
務
理
事

紀
陸

孝

事
務
局
長

和
栗

安
弘

神
奈
川
県
経
営
者
協
会

専
務
理
事

佐
伯

耕
司

千
葉
県
経
営
者
協
会

事
務
局
長

花
沢

和
一

埼
玉
県
経
営
者
協
会

専
務
理
事

野
上

武
利

常
務
理
事
事
務
局
長

三
国

雅
裕

調
査
部
長

宮
田

信
久

行
政
と
経
協
の
連
携
主
題
に

首
都
圏
経
協
専
務
理
事
会
開
く

藤
井
所
長
と
の
意
見
交
換
会

橋
本
副
知
事

橋
本
副
知
事
と
の
意
見
交
換

―２５―
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梶
原
工
業
株
式
会
社
は
「
よ
り

多
く
の
人
々
に

よ
り
お
い
し
い

幸
せ
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
食

品
加
工
機
械
・
製
菓
機
械
の
開
発
・

製
造
・
販
売
、
食
品
加
工
・
製
菓

ラ
イ
ン
の
ト
ー
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
を
事
業
内
容
と
す
る
台
東

区
に
本
社
、
越
谷
市
に
工
場
を
置

く
会
社
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
当
社
の
各
種
調
理

機
に
よ
っ
て
加
工
さ
れ
る
食
品
と

言
え
ば
、
冷
凍
・
レ
ト
ル
ト
食
品
、

佃
煮
、
総
菜
、
個
別
に
は
、
ソ
ー

ス
、
タ
レ
、
つ
ゆ
、
調
理
み
そ
、

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、

和
菓
子
各
種
、
ジ
ャ
ム
、
ク
リ
ー

ム
、
茶
飲
料
等
々
で
あ
り
、
非
常

に
幅
広
い
。
そ
し
て
、
主
な
取
引

先
で
は
、
味
の
素
、
ハ
ウ
ス
食
品
、

山
崎
製
パ
ン
、
永
谷
園
、
江
崎
グ

リ
コ
、
桃
屋
、
虎
屋
、
亀
屋
、
文

明
堂
等
々
、
全
国
の
食
品
メ
ー
カ

ー
に
及
ぶ
。

梶
原
靖
友
代
表
取
締
役
専
務
は
、

当
社
の
社
員
た
ち
は
よ
く
「
う
ち

の
機
械
が
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー

で
売
っ
て
い
る
食
べ
物
を
美
味
し

く
し
て
い
る
ん
だ
」
と
胸
を
張
っ

て
言
っ
て
い
る
と
、
ま
た
、「
手

作
り
に
負
け
な
い
、
美
味
し
い
食

べ
物
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ

と
が
誇
り
で
あ
る
と
語
っ
た
。

沿
革
は
、
梶
原
保
男
所
主
が
３９

年
に
梶
原
工
業
所
を
創
業
。
食
品

を
火
に
か
け
て
混
ぜ
る
と
い
う
製

造
工
程
、
煮
る
・
炒
め
る
と
い
う

機
械
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
歩
ん

で
き
た
。
６４
年
、
当
社
第
一
号
の

自
社
製
品
と
な
る
『
煮
炊
攪
拌

機
』
を
梶
原
徳
二
現
会
長
が
、
電

車
の
天
井
で
首
を
振
っ
て
回
っ
て

い
る
扇
風
機
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
、

釜
の
あ
ん
を
ま
ん
べ
ん
な
く
練
り

な
が
ら
、
焦
げ
な
い
攪
拌
装
置
を

発
明
し
、
御
法
川
発
明
賞
、
通
産

大
臣
賞
を
続
け
て
受
賞
し
た
。
８５

年
『
全
自
動
豆
煮
釜
』
は
、
８４
日

経
・
優
秀
製
品
賞
、
８７
年
『
お
ま

ん
じ
ゅ
う
成
型
機
Ｅ
Ｃ
型
』
は
、

科
学
技
術
庁
長
官
奨
励
賞
を
受
賞

し
た
。
更
に
、
０３
年
『
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
加
熱
撹
拌
機
』
は
、
数
々
の

賞
を
受
賞
し
た
が
、
食
品
機
械
で

は
初
め
て
と
な
る
０２
年
度
優
秀
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
表
彰
日
本
機
械

工
業
連
合
会
会
長
賞
を
受
賞
し
た
。

こ
れ
ら
の
賞
を
受
賞
で
き
た
の

も
、
梶
原
会
長
の
常
識
に
捕
ら
わ

れ
ず
、
柔
軟
な
発
想
を
す
る
と
い

う
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
当
社

の
人
材
の
配
置
に
も
あ
る
。
そ
れ

は
、
機
械
設
計
者
二
十
五
名
、
電

気
制
御
の
設
計
者
十
名
、
プ
ラ
ン

ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
五
名
で
あ
り
、
勘

と
経
験
で
打
ち
立
て
ら
れ
た
加
熱

撹
拌
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
自
動
的
に

や
り
遂
げ
る
機
械
の
実
現
に
向
け

邁
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
販
売
戦
略

を
梶
原
代
表
取
締
役
専
務
は
現
在
、

国
内
と
海
外
の
比
率
九
対
一
か
ら
、

ア
ジ
ア
を
は
じ
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
も
拡
大
を
図
り
、
比
率
を
高
め

た
い
と
話
さ
れ
た
。

日
常
生
活
の
中
で
も
今
や
身
近
な

存
在
の
Ｆ
Ｄ
�
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ

（
凍
結
乾
燥
）
製
品
。
共
和
真
空
技

術
は
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
二

年
、
創
業
者
の
太
田
勇
夫
氏
が
財
団

法
人
結
核
研
究
所
の
依
頼
を
受
け
、

東
大
研
究
室
と
共
同
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
用
真

空
凍
結
乾
燥
の
成
果
を
得
て
凍
結
乾

燥
機
の
生
産
を
開
始
し
た
こ
と
か
ら

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
製
造
の
課
題
は
、

菌
を
死
滅
さ
せ
ず
に
長
期
保
存
を
可

能
と
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
、
日
本

で
は
ま
だ
未
完
だ
っ
た
凍
結
乾
燥
技

術
を
開
発
し
ク
リ
ア
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
四
十
一
年
に
は
「
真
空
凍
結
乾

燥
法
」
の
実
用
化
に
先
駆
的
役
割
を

果
た
し
、
真
空
技
術
、
冷
凍
技
術
、

乾
燥
技
術
及
び
無
菌
技
術
を
基
礎
と

し
て
、
凍
結
乾
燥
及
び
関
連
プ
ラ
ン

ト
、
乾
燥
、
冷
凍
、
解
凍
、
造
粒
な

ど
の
新
し
い
技
術
装
置
を
次
々
と
開

発
し
た
。
販
売
に
つ
い
て
は
親
会
社

で
あ
る
日
立
グ
ル
ー
プ
の
日
精
�
が

行
っ
て
い
る
。

凍
結
乾
燥
（
Ｆ
Ｄ
）
技
術
か
ら
生

ま
れ
る
製
品
は
多
岐
に
亘
っ
て
い
る

が
、
主
に
は
、
医
薬
・
フ
ァ
イ
ン
ケ

ミ
カ
ル
製
品
、
食
品
、
文
化
財
保
存

品
な
ど
で
あ
り
、
Ｆ
Ｄ
分
野
に
お
け

る
我
が
国
ト
ッ
プ
の
専
業
メ
ー
カ
ー

と
し
て
進
化
を
続
け
て
い
る
。

共
和
真
空
技
術
の
凍
結
乾
燥
機
は
、

医
薬
・
医
療
メ
ー
カ
ー
や
食
品
メ
ー

カ
ー
な
ど
の
製
品
を
製
造
す
る
上
で

は
欠
か
せ
な
い
存
在
、「
当
社
の
製

品
は
あ
く
ま
で
も
裏
方
、
舞
台
装
置

を
提
供
し
て
演
じ
る
の
は
医
薬
品
、

食
品
メ
ー
カ
ー
。
し
か
し
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
自
負
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
の
は

貝
瀬
昭
夫
取
締
役
工
場
長
（
写
真
）。

完
全
受
注
生
産
型
の
当
社
設
備
の
売

上
は
、
景
気
動
向
に
左
右
さ
れ
や
す

い
の
で
、
コ
ア
部
分
と
変
動
部
分
の

二
つ
を
思
考
し
な
が
ら
工
夫
し
、
生

産
の
平
均
化
を
図
り
た
い
と
い
う
。

「
外
注
し
て
い
る
部
品
な
ど
を
内
製

化
す
る
た
め
の
人
材
の
育
成
を
実
施

し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
技
術
や

ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
承
、
原
理
・
原
則
・

基
本
の
遵
守
も
重
要
」。
二
〇
〇
八

年
度
の
埼
玉
工
場
意
識
目
標
は
『
脚

下
照
顧
』
と
『
三
現
（
現
場
・
現
実
・

現
物
）・
三
即
（
即
時
・
即
座
・
即

応
）・
三
徹（
徹
頭
・
徹
尾
・
徹
底
）』、

そ
し
て
『
６
Ｓ
・
３
Ｔ
（
定
位
・
定

品
・
定
量
を
目
で
見
え
る
化
）』、
こ

れ
ら
を
基
本
と
し
て
、「
顧
客
満
足

度
向
上
の
視
点
に
立
っ
た
業
務
改

革
」
を
推
進
し
て
い
く
。

なな話話題題 南南 北北 中中 西西

南
部

梶
原
工
業
�

食
品
機
械
ラ
イ
ン
の
ト
ー
タ
ル
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
事
業
内
容
に

DATA

会 社 名：梶原工業�
本 社：台東区松が谷２‐１３‐１３
工 場：越谷市増森工業団地
代 表 者：代表取締役専務 梶原靖友
創 業：１９３９年
事業内容：食品加工機械等の開発・製造・販売
資 本 金：９，６００万円
電 話：東京工場 ０４８‐９６２‐８８８１
http : //www.kajiwara.co.jp/

北
部

共
和
真
空
技
術
�

「
真
空
凍
結
乾
燥
法
」
の
実

用
化
に
先
駆
的
役
割
果
た
す

DATA

会 社 名：共和真空技術�
本 社：東京都港区西新橋１‐１８‐１７

（明産西新橋ビル）
電 話：０３‐３５０１‐０４８４
代 表 者：取締役社長 森下 晋
設 立：昭和２５年７月
資 本 金：６，７２２万円
埼玉工場：熊谷市妻沼東５‐６０
電 話：０４８‐５８９‐０２１１
従業員数：６０名（埼玉工場５３名）

梶原靖友
代表取締役専務

貝瀬昭夫
取締役工場長

製
造
中
の
食
品
加
工
機

埼
玉
工
場
全
景

凍
結
乾
燥
装
置

―２６―
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大
宮
か
ら
バ
ス
で
二
〇
分
、「
新

屋
敷
」
停
留
所
か
ら
徒
歩
五
分
、

住
宅
地
の
中
を
抜
け
、
今
で
も
武

蔵
野
の
面
影
を
色
濃
く
残
す
中
に
、

二
百
年
前
創
業
者
が
発
見
し
た
名

水
が
湧
き
続
け
る
小
山
本
家
酒
造

が
あ
る
。
道
す
が
ら
周
り
の
住
宅

に
配
慮
し
、
運
転
手
さ
ん
に
「
時

速
一
〇
�
以
下
」
で
の
走
行
を
呼

び
掛
け
る
看
板
を
多
く
目
に
す
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
冒
頭
「
お
か

げ
さ
ま
で
七
月
四
日
、
創
業
二
百

年
を
無
事
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
た
い
」
と
語
る
七
代
目
の
小

山
景
市
社
長
（
写
真
）。
聞
け
ば

創
業
者
又
兵
衛
の
誕
生
日
が
七
月

四
日
で
あ
り
、
こ
の
日
を
創
業
記

念
日
と
し
て
い
る
と
言
う
。「
隆

盛
を
極
め
て
い
た
が
、
四
代
目
の

明
治
の
頃
、
今
で
言
う
多
角
化
に

失
敗
し
、
倒
産
し
か
け
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
分
家

を
多
く
出
し
て
お
り
ま
し
た
関
係

で
、
そ
う
い
っ
た
方
々
が
支
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
で
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
」。

以
来
幾
度
と
な
く
技
術
・
品
質

の
向
上
を
重
ね
つ
つ
、
創
業
者
ゆ

か
り
の
兵
庫
は
も
ち
ろ
ん
、新
潟
・

秋
田
・
茨
城
・
京
都
な
ど
の
酒
造

メ
ー
カ
ー
を
傘
下
に
治
め
、
全
国

清
酒
メ
ー
カ
ー
千
八
百
社
中
第
六

位
、
東
日
本
で
は
第
一
位
と
躍
進

を
続
け
て
い
る
。
更
に
、
世
界
鷹

総
合
研
究
所
を
設
立
、
グ
ル
ー
プ

全
体
の
技
術
水
準
向
上
の
た
め
、

酒
造
り
の
改
良
や
微
生
物
の
研
究

を
行
う
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
各

社
の
財
務
・
人
事
業
務
を
統
括
し

て
い
る
。

埼
玉
県
の
酒
造
組
合
会
長
を
長

く
勤
め
、
酒
類
業
振
興
に
貢
献
さ

れ
た
こ
と
で
、
昨
年
秋
に
は
「
旭

日
小
綬
賞
」
を
受
賞
し
た
。「
地

酒
の
県
内
消
費
量
は
一
八
％
程
度

で
あ
り
、
こ
れ
を
何
と
し
て
も
隣

接
他
県
並
み
の
三
割
程
度
ま
で
引

き
上
げ
た
い
」。
合
わ
せ
て
ポ
ス

ト
二
〇
〇
年
を
伺
う
と
「
こ
れ
か

ら
六
〇
年
後
の
会
社
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
そ
し
て
い
か
に
築
く
か

を
社
員
全
員
に
考
え
て
欲
し
い
」。

な
ぜ
六
〇
年
な
の
で
す
か
と
伺
う

と
、「
せ
め
て
徳
川
幕
府
ま
で
は

続
け
よ
う
。そ
し
て
超
え
た
い（
ほ

ほ
笑
む
）。
そ
の
た
め
に
は
人
材

育
成
が
す
べ
て
で
あ
り
、
支
援
は

惜
し
ま
な
い
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

を
大
切
に
、
お
客
様
に
喜
ば
れ
る

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
技
術

力
の
向
上
を
追
求
し
、
清
酒
の
創

造
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
し
た

い
」。
多
忙
を
極
め
る
が
、
趣
味

は
ゴ
ル
フ
と
旅
行
。
今
年
は
奥
様

と
の
南
米
旅
行
を
計
画
し
て
い
る
。

�
オ
ガ
ワ
製
作
所
は
１
９
６
９
年
、

�
山
本
製
作
所
と
�
昭
工
舎
の
金
属

腕
時
計
生
産
体
制
強
化
の
た
め
、
現

在
地
に
研
磨
工
場
を
建
設
。
そ
の
後

７４
年
に
は
精
密
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品

の
一
貫
生
産
体
制
を
確
立
。
９３
年
に

は
ユ
ー
ザ
ー
の
動
向
を
鑑
み
、
中
国

（
東
莞
市
）
に
射
出
成
形
、
印
刷
、

塗
装
加
工
工
場
を
設
け
、
業
務
継
続

維
持
の
策
に
出
た
。
必
然
的
に
こ
れ

を
転
機
と
し
国
内
の
製
造
は
、
情
報

機
器
関
連
、
計
測
機
器
、
等
を
手
掛

け
る
。
そ
の
後
、
車
載
部
品
を
本
格

的
に
着
手
。
余
勢
も
駆
っ
て
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
９
０
０
１
・
１
４
０
０
１
の
認
証

も
取
得
。
製
造
に
お
い
て
は
、
従
来
、

手
吹
き
が
主
体
で
あ
っ
た
塗
装
作
業

を
ネ
ッ
ク
と
考
え
自
動
機
を
導
入
。

塗
装
加
工
の
前
後
工
程
で
あ
る
、
金

型
設
計
か
ら
始
ま
り
、
射
出
成
形
、

印
刷
、
レ
ー
ザ
加
工
を
ラ
イ
ン
化
、

製
造
の
増
強
を
図
る
に
至
る
。

ま
た
、
最
近
も
、
自
動
塗
装
機
を

増
設
。
取
引
先
の
要
望
を
満
た
し
尚

且
つ
、
新
た
な
分
野
へ
の
足
掛
か
り

も
模
索
し
て
い
る
。
現
在
は
、
当
然

の
如
く
、
か
つ
て
は
総
売
り
上
げ
の

８０
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
て
い
た

腕
時
計
関
連
部
品
は
、
２０
パ
ー
セ
ン

ト
台
に
な
り
、
車
載
部
品
へ
の
増
強

化
は
否
め
な
い
事
実
と
な
っ
た
。
最

近
の
車
載
部
品
で
は
、
運
転
席
前
面

に
セ
ッ
ト
さ
れ
る
メ
ー
タ
ー
リ
ン
グ
、

表
示
板
、ノ
ブ（
押
し
ボ
タ
ン
各
種
）

関
連
、
ス
テ
ア
リ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
、

パ
ド
ル
ス
ィ
ッ
チ
レ
バ
ー
等
々
、
目

や
手
で
触
れ
る
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
感

性
要
求
を
真
正
面
か
ら
受
け
応
え
る

業
務
と
成
っ
て
い
る
。

経
済
産
業
省
「
新
連
携
」
の
全
国

第
一
号
認
定
事
業
と
し
て
、
異
業
種

数
社
の
合
体
に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素

（
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
）
を
利
用
し
、
消

火
具
を
市
場
に
出
す
に
至
っ
た
。
同

社
の
持
っ
て
い
る
技
量
を
遺
憾
な
く

発
揮
し
、
消
火
具
の
シ
リ
ー
ズ
化
を

計
り
、
新
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

昨
年
は
、
薬
事
法
に
則
り
、
医
療

機
器
製
造
の
認
可
を
取
得
し
、
本
格

的
に
、
医
療
機
器
の
製
造
に
も
傾
注

す
る
位
置
を
確
保
す
る
に
至
っ
た
。

同
社
は
、
厳
し
い
産
業
界
の
環
境

に
あ
っ
て
「
高
技
術
」「
高
品
質
」「
高

信
頼
」
の
維
持
向
上
に
絶
え
ず
努
力

し
、
特
に
「
も
の
づ
く
り
に
お
い
て

は
品
質
こ
そ
が
生
命
」
と
信
じ
、
高

品
質
追
及
、
限
界
へ
の
挑
戦
、
み
ず

か
ら
を
高
め
る
努
力
を
続
け
て
い
る
。

ま
た
「
企
業
は
人
な
り
、
人
は
心

な
り
」
を
理
念
と
し
、
今
後
も
仕
事

を
通
じ
て
己
を
磨
く
事
を
生
き
甲
斐

と
す
る
、
社
員
の
育
成
に
全
力
を
あ

げ
、
当
社
の
永
続
発
展
と
社
員
の
幸

せ
を
図
っ
て
い
く
所
存
と
中
村
孝
社

長
は
熱
を
込
め
て
語
ら
れ
た
。

社
是
は
「
和
の
精
神
」「
世
界
的

視
野
に
立
つ
」「
最
高
品
質
を
社
会

に
供
給
す
る
」
と
あ
る
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

DATA
会 社 名：�オガワ製作所
本 社：〒３５５‐０３２１ 比企郡小川町小川１２７２
電 話：０４９３‐７２‐２５５５�
Ｆ Ａ Ｘ：０４９３‐７４‐０２０９
代 表 者：代表取締役 中村 孝
設 立：１９６９年３月
資 本 金：３０（百万円）
従業員数：１０８名
主な事業内容：プラスチック射出成形（UL認定�E

８４２９７‐１）、プラスチック製品の表面処
理加工（塗装・UV塗装・印刷・レーザ
ー）、プラスチック部品の溶着・組立、
プラスチック成形金型の設計・製作

http : //www.ogawa-mfg.co.jp/

DATA
会 社 名：�小山本家酒造
創 業：文化５年（１８０８年）
事業内容：清酒の製造販売、全酒類卸売業、精米およ

び米製品の販売など酒類総合企業
住 所：�いたま市西区指扇１７９８
電 話：０４８‐６２３‐００１１
資 本 金：３億２，５００万円
グループ売上高：２４７億４００万円（１９年９月）
グループ会社：�北鹿、�越の日本桜酒造、雪椿酒造

�、賜杯桜酒造�、�京姫酒造、�浜
福鶴銘醸、�エスケイジィ流通販売、
�セカイタカ酒販、�共同精米、�世
界鷹総合研究所

西
部

�
オ
ガ
ワ
製
作
所

お
客
様
の
望
ま
れ
る
商
品
の
企
画
、

製
作
、管
理
、ア
フ
タ
ー
ケ
ア
な
ど
を
一
貫

中
部

�
小
山
本
家
酒
造

全
国
六
位
、東
日
本
一
位
誇
る

創
業
二
百
年
の
清
酒
メ
ー
カ
ー

小山景市社長

�ダットサントラックシフトレバー周辺 �ホンダCRV車
シフトレバー周辺 �トーレマッサージ器 �レクサスエ
アコンスイッチ �スピードメーター �小型二酸化炭
素消火具 �歯科医療品ダブルワイダー

本
社
一
望

小
川
町
の
本
社
工
場
全
景

―２７―
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１．鋳造製品における内
部欠陥の非破壊検出・
評価
２．接合材や締結材に生
じる界面き裂の超音波
検出・評価
３．はんだ接合部におけ
る接合性の超音波評価

加藤 寛
（かとう ひろし）
１９７６年３月 東京大学工
学系研究科博士課程修
了（金属工学専攻）

１９７６年３月 工学博士
１９７６年４月 埼玉大学
助手（理工学部）

１９８２年１月 埼玉大学
助教授（工学部）

１９９２年４月 埼玉大学
教授（工学部）

２００４年４月 埼玉大学大
学院 教授（理工学研
究科）

当研究室では機械用材料に関わ
る教育及び研究に従事してきてお

り、材料の機械的性質を超音波測定により非破壊
的に評価する方法や、はんだ接合部、ボルト締結
部のような結合部の機械的損傷に関して主に研究
を行ってきている。対象とする材料あるいは部材
としては、一般構造部材、鋳造材、接合部材、ボ
ルト締結部などがある。最近実施した研究の概略
を以下に示す。
Al 合金ダイカスト製品中には鋳造欠陥の一種
である破断チル層が含まれているが、破断チル層
はその機械的性質を大きく低下させる。このため、
破断チル層をダイカスト製品中に含めない努力が
行なわれてきているが、完全には除去するには至
っていない。そこで、当研究室では、超音波顕微
鏡を用いて破断チル層を検出する技術を開発し、
ダイカスト平板中の破断チル層を音響画像中に明
確に識別できることを示した。この成果は他の鋳
造欠陥の非破壊的検出にも適用できるとともに、
鋳造欠陥の３次元的な形状を明らかにすることも
可能とした。
航空機や自動車にはボルト締結部のような機械

的結合された部材があるが、これらの部材が繰り
返しの負荷を受ける場合、締結部近傍に疲労損傷
き裂が発生し、進展していき、最終的に破断に至
る危険性がある。このため疲労き裂を検出するこ
とが必要となるが、ボルト頭などが邪魔をして締
結状態ではき裂を目視できない。そこで当研究室
では、表面弾性波をボルト締結部に伝播させて疲
労き裂を検出する方法について研究している。現
在まで、１�以上の長さのき裂ではき裂からの反
射波が明瞭に検出できるが、これ以下のき裂では
反射波がボルト穴周辺の散乱波に埋もれてしまい
検出できないことが分かった。そこで、逆に散乱
波強度に注目し、き裂発生との関連を調べている。
その他、超音波顕微鏡を用いた繰り返し負荷を
受けるはんだ接
合材の劣化状態
の評価、超音波
の干渉を利用し
た制御技術、な
どに関する研究
を行っている。

１．レーザカオスを用いた
情報理論的セキュリティ
による暗号鍵共有方式

２．レーザカオスを用いた
超高速物理乱数生成

３．レーザカオスを用いた
光秘匿通信応用

４．レーザ出力不安定化の
制御・同期と光デバイス
開発

内田 淳史
（うちだ あつし）
埼玉県出身。埼玉県立浦

和高等学校卒業（１９９１）。
慶應義塾大学理工学部電気
工学科卒業（１９９５）。慶應
義塾大学大学院理工学研究
科電気工学専攻博士課程修
了（博士（工学）取得）（２０００）。
拓殖大学工学部電子工学科
助手（２０００‐２００５）。�国際
電気通信基礎技術研究所
（ATR）客員研究員（２００１
‐２００２）。アメリカ合衆国メ
リーランド大学客員研究員
（２００２‐２００４）。拓殖大学工
学部情報エレクトロニクス
学科専任講師（２００５‐２００８）。
埼玉大学大学院理工学研究
科准教授（２００８‐現在）。

高度情報化社会の基盤となる全
世界規模の光通信ネットワークは

既に不可欠なインフラストラクチャとして定着し
つつあるが、伝送時における情報セキュリティ問
題は最重要課題であるにもかかわらず現在未解決
のままである。従来のセキュリティ通信方式はコ
ンピュータのソフトウェアで作成された暗号コー
ドを用い、その秘匿性は計算量複雑性に起因して
いるが、これは近年提案されている量子コンピュ
ータや次世代の超高速コンピュータにより原理的
に解読可能となる。そこで従来の手法とは異なる、
原理的に安全な通信手法の開発は緊急課題である。
当研究室では、レーザとカオスをキーワードと
した情報通信分野への応用研究を遂行している。
レーザは光通信に不可欠な光デバイスであり、一
方カオスとは決定論的なルールに基づく不規則振
動現象のことである。情報通信分野とは一見関連
の低そうなレーザとカオスの組み合わせであるが、
レーザにて生成されるカオス的不規則振動出力を
積極的に工学応用することで新たな技術が開発さ
れつつある。例えば、レーザカオスを用いたハー
ドウェア依存型の新暗号方式により、コンピュー

タでは原理的に解読不可能な情報セキュリティシ
ステムが実現可能となる。さらにレーザカオスの
高速性・複雑性を利用して、コンピュータでは生
成不可能な数GHz の超高速物理乱数生成を実現
している。その他にもレーザカオスを用いた光秘
匿通信応用や符号分割多重通信応用、レーザ出力
の不安定化の制御・同期や光デバイス開発応用等
の研究を展開している。
２１世紀初頭の IT 革命を経て情報通信技術は既
に確立されていると考えられがちであるが、情報
セキュリティ分野を初めとする新たな問題が山積
みであり、斬新なアイディアによる革新的な技術
が求められている。本分野における企業―大学間
の産学共同研究は今後益々重要となると考えられ、
微力ならがらも
その一端を担え
れば幸いである。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 事務局長 三国 雅裕、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

機械材料及び結合部の非破壊評価
大学院理工学研究科 人間支援・生産科学部門 加 藤 寛 教授

レーザカオスを用いた情報通信応用
大学院理工学研究科 数理電子情報部門 内 田 淳 史 准教授

当研究室のレーザ
実験装置

水袋法による超音波測定

―２８―
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４
月
か
ら
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
の
学
長
に
就
任
し

た
神
本
で
す
。
中
学
３
年
の
昭
和
２９
年
に
疎
開
先
の
富

山
県
か
ら
転
入
し
て
以
来
、
昭
和
４４
年
に
結
婚
す
る
ま

で
川
口
市
の
芝
に
住
ん
で
お
り
ま
し
た
。
芝
・
田
中
町

会
で
軟
式
野
球
部
を
結
成
し
て
春
秋
の
川
口
市
の
大
会

に
参
加
し
て
市
か
ら
２５
年
間
の
活
動
に
つ
い
て
表
彰
も

さ
れ
ま
し
た
。
埼
玉
県
は
私
に
と
っ
て
第
二
の
故
郷
で

あ
り
、
こ
の
地
の
大
学
で
教
育
に
携
わ
れ
る
機
会
を
得

た
こ
と
は
非
常
な
喜
び
で
す
。

昭
和
３０
年
ご
ろ
の
川
口
は
京
浜
東
北
線
の
車
窓
か
ら

多
く
の
キ
ュ
ー
ポ
ラ
が
見
え
る
活
況
を
呈
し
た
町
で
し

た
。
そ
の
後
、
急
速
に
キ
ュ
ー
ポ
ラ
も
減
り
ま
し
た
が
、

現
在
で
も
２
５
０
程
度
の
木
型
・
金
型
工
場
と
鋳
物
工

場
が
稼
動
し
て
い
る
と
聞
き
、
さ
す
が
江
戸
時
代
か
ら

の
地
場
産
業
は
そ
う
簡
単
に
は
消
え
な
い
も
の
だ
と
感

心
し
て
い
ま
す
。
川
口
市
立
芝
中
学
を
卒
業
し
て
県
立

浦
和
高
校
に
進
み
ま
し
た
が
、
中
学
時
代
か
ら
趣
味
に

し
て
い
た
「
ソ
リ
ッ
ド
モ
デ
ル
」
の
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
、

仲
間
と
飛
行
機
模
型
の
製
作
に
熱
中
し
ま
し
た
。
つ
い

に
は
浦
和
の
模
型
屋
「
こ
っ
ち
堂
」
か
ら
商
品
と
し
て

の
製
作
を
委
託
さ
れ
る
腕
前
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が

私
の
「
も
の
づ
く
り
」
の
原
点
で
す
。
ソ
リ
ッ
ド
モ
デ

ル
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
精
を
出
し
す
ぎ
て
最
初
の
受
験
は

失
敗
し
ま
し
た
が
、
浪
人
し
て
入
っ
た
東
京
工
業
大
学

（
前
身
は
蔵
前
の
東
京
職
工
学
校
）
で
は
航
空
関
係
の

学
科
に
所
属
し
、
ま
た
「
自
動
車
部
」
に
入
部
し
ま
し

た
。
部
で
は
熱
意
あ
る
指
導
教
官
か
ら
エ
ン
ジ
ン
と
足

回
り
部
品
の
分
解
組
み
立
て
整
備
を
徹
底
的
に
教
育
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
の「
も
の
い
じ
り
」の
原
点
で
す
。

私
が
飛
行
機
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
富
山
市
で
の
中
学
時
代
の
経
験
で
す
。
デ
ビ
ッ
ト

リ
ー
ン
監
督
の
映
画
「
超
音
ジ
ェ
ッ
ト
機
」
の
封
切
り

を
記
念
し
て
映
画
館
が
「
未
来
の
飛
行
機
」
絵
画
を
募

集
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
入
選
し
て
商
品
に
も
ら
っ
た
高

級
ゴ
ム
動
力
模
型
飛
行
機
が
病
み
付
き
の
始
ま
り
で
す
。

模
型
屋
の
オ
ー
ナ
ー
は
元
横
須
賀
の
海
軍
工
廠
で
働
い

て
い
た
人
で
「
銀
河
」
な
ど
海
軍
機
の
目
撃
談
を
し
て

く
れ
ま
し
た
し
、
熊
谷
の
陸
軍
航
空
隊
の
整
備
士
だ
っ

た
「
の
こ
ぎ
り
」
の
目
立
て
屋
さ
ん
は
陸
軍
機
の
整
備

の
話
を
良
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
北
陸
新
聞
の
羽

根
さ
ん
は
１
０
０
式
司
令
部
偵
察
機
の
搭
乗
員
だ
っ
た

人
で
す
。
終
戦
か
ら
ま
だ
１０
年
経
た
な
い
時
代
で
す
か

ら
こ
ん
な
人
が
身
近
に
居
て
刺
激
を
受
け
た
の
で
す
。

そ
の
う
ち
Ｕ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
エ
ン
ジ
ン
機
に
も
興
味

を
持
ち
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
近
所
の
高
校
生
の
兄
貴
か

ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
し
た
。
要
す
る
に
近
所
の
大
人

や
先
輩
か
ら
「
も
の
づ
く
り
」
の
楽
し
さ
の
き
っ
か
け

を
も
ら
い
、
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
の
で
す
。

日
本
の
伝
統
で
あ
る
「
も
の
づ
く
り
」
技
術
の
危
機

が
叫
ば
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す
。
将
来
こ
の
危
機
を
脱

す
る
に
は
優
れ
た
技
術
者
の
養
成
が
必
須
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

若
者
の
理
科
離
れ
は
進
行
し
て
い
ま
す
。
平
成
２０
年
の

１８
歳
人
口
は
平
成
４
年
の
２
０
６
万
人
か
ら
１
２
４
万

人
に
減
少
し
、
さ
ら
に
理
科
系
志
望
者
の
割
合
が
減
少

し
て
い
る
の
で
す
。
例
え
ば
８
ク
ラ
ス
中
理
系
の
ク
ラ

ス
が
１
ク
ラ
ス
し
か
な
い
よ
う
な
高
校
が
増
え
て
い
る

の
で
す
。
昨
年
の
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
の
就
職
状
況

を
見
ま
す
と
２
６
０
名
の
就
職
希
望
者
に
対
し
て
求
人

は
１
６
０
０
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
産
業
界
で
い
か
に

技
術
者
が
不
足
し
て
い
る
か
が
分
か
り
ま
す
。
若
者
の

理
科
離
れ
を
食
い
止
め
る
に
は
多
面
的
な
対
策
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
自
分
の
経
験
を
踏
ま
え
て
言
え
ば
、

中
学
生
あ
た
り
で
「
も
の
づ
く
り
」
の
チ
ャ
ン
ス
を
与

え
て
、
そ
の
楽
し
さ
と
満
足
感
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

初
等
、
中
等
教
育
に
お
け
る
理
科
・
数
学
教
育
の
充

実
と
同
時
に
町
の
大
人
と
兄
貴
た
ち
が
子
供
た
ち
に

「
も
の
づ
く
り
」
の
手
ほ
ど
き
を
し
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

�
略
歴

神
本
武
征
（
か
み
も
と

た
け
ゆ
き
）

東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
、
早
稲
田
大
学
・
神
奈
川
工

科
大
学
客
員
教
授
、City

U
niversity

London

名
誉

客
員
教
授
。
専
門
分
野

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
燃

焼
と
排
気
、
レ
ー
ザ
画
像
計
測
、
燃
料
・
排
気
に
関
す

る
計
測
機
器
の
開
発

今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。
埼経協 専務理事 野上 武利、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００

�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ

子子
供供
たた
ちち
にに

「「
もも
のの
づづ
くく
りり
」」のの
楽楽
しし
ささ
をを
！！

も
の
つ
く
り
大
学
学
長

神

本

武

征

―２９―
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パ
ー
ト
社
員
な
ど
の

労
働
環
境
の
改
善
に

取
り
組
む
企
業
・
事

業
所
を
応
援
し
ま
す
。

申

込

申
請
書
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

▼

会
社
訪
問

県
の
職
員
が
、
会
社
の
概
要
や
希
望
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
の
内
容
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

▼
派
遣
決
定

派
遣
の
費
用
は
無
料
で
す
。

▼

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
訪
問

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
会
社
に
伺
い
助
言
・
提

案
を
行
い
ま
す
。

派
遣
は
原
則
１
回
２
時
間
以
内
、
１
社
３

回
ま
で
で
す
。

▼

派
遣
終
了

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

〜
女
性
の
再
就
職
を
応
援
し
ま
す
〜

セミナー風景

改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
、
事
業
主
は
、
正
社
員

と
の
均
衡
待
遇
や
正
社
員
へ
の
転
換
の
推

進
な
ど
の
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
は
、
パ
ー
ト
社
員
な
ど
非
正
規
労
働

者
の
人
事
制
度
、
賃
金
制
度
、
教
育
訓
練

制
度
な
ど
の
労
働
環
境
の
改
善
に
取
り
組

む
中
小
企
業
・
事
業
所
を
応
援
し
ま
す
。

○
労
働
環
境
改
善
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣

し
ま
す
！

�
例
え
ば
、
こ
ん
な
ご
相
談
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

・
法
律
が
変
わ
っ
た
の
で
就
業
規
則
を

見
直
し
た
い
。

・
パ
ー
ト
社
員
に
長
く
勤
め
て
も
ら
い

た
い
。

・
正
社
員
へ
の
転
換
制
度
を
つ
く
り
た

い
。

・
パ
ー
ト
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

あ
げ
た
い
。

�
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
社
会

保
険
労
務
士
、
中
小
企

業
診
断
士
）
が
会
社
に

伺
い
、
会
社
の
実
情
に

応
じ
た
具
体
的
な
助

言
・
提
案
を
行
い
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
す
。

�
派
遣
ま
で
の
流
れ

○
取
組
事
例
を
募
集
・
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
！

パ
ー
ト
社
員
な
ど
の
労
働
環
境
改
善
の

優
れ
た
取
組
を
募
集
し
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
応
募

し
て
い
た
だ
く
と
、
パ
ー
ト
社
員
な
ど
に

優
し
い
企
業
と
し
て
Ｐ
Ｒ
で
き
、
人
材
確

保
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
自
薦
、
他
薦
を

問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
取
組
内
容
に
つ
い

て
県
が
評
価
を
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

�
応
募
対
象

例
え
ば
次
の
よ
う
な
取
組
で
す
。

・
人
事
考
課
に
よ
り
パ
ー
ト
社
員
の
等

級
を
決
定
し
、
権
限
・
責
任
・
給
与

等
に
反
映

・
短
時
間
正
社
員
制
度
を
導
入

・
賞
与
や
退
職
金
を
勤
続
年
数
に
応
じ

て
支
給

・
正
社
員
、
パ
ー
ト
社
員
の
区
別
な
く
、

研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
参
加
さ
せ
、

能
力
開
発
を
推
奨

・
慶
弔
休
暇
な
ど
福
利
厚
生
も
正
社
員

と
同
様
に
処
遇

�
周
知
方
法

取
組
内
容
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
う
え
で
、
他
の
企
業
等
の
参
考
に
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

優
秀
な
パ
ー
ト
社
員
等
の
確
保
や
定
着

の
た
め
、
ぜ
ひ
県
の
事
業
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
方
法
・
応
募

用
紙
な
ど
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/ken/
ken_ 04/02_ 07.htm

l#09
〈
問
合
せ
〉
県
勤
労
者
福
祉
課

（
０
４
８
―

８
３
０
―

４
５
１
７
）

働
く
意
欲
を
持
っ
た
女
性
が
、
社
会
で

活
躍
し
て
い
く
こ
と
は
、
産
業
の
活
力
を

高
め
、
豊
か
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
大

変
重
要
で
す
。

し
か
し
、
全
国
的
に
子
育
て
期
の
女
性

の
就
業
率
は
低
く
、
特
に
埼
玉
県
は
そ
の

傾
向
が
顕
著
で
す
。

再
就
職
を
希
望
し
な
が
ら
も
、
子
育
て

と
の
両
立
や
職
業
上
の
ブ
ラ
ン
ク
な
ど
に

不
安
を
感
じ
、
求
職
活
動
に
踏
み
出
せ
な

い
女
性
が
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

県
で
は
、
こ
う
し
た
女
性
の
再
就
職
を

支
援
す
る
た
め
、「
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

○
子
育
て
期
の
女
性
の
課
題
や
不
安
に
き

め
細
か
く
対
応
し
ま
す
。

専
門
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

る
「
個
別
相
談
」
や
、
就
職
活
動
に
役
立

つ
応
募
書
類
の
書
き
方
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
な
ど
を
学
ぶ
「
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
に
来
ら
れ
な
い
方
の

た
め
、
県
内
各
地
に
出
向
い
た
「
出
前
セ

ミ
ナ
ー
・
相
談
」
も
開
催
中
。

○
女
性
が
働
き
や
す
い
企
業
の
情
報
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
を
御
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

子
育
て
期
の
多
く
の
女
性
は
、
就
業
時
間

や
勤
務
地
な
ど
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
の

働
き
方
を
求
め
て
い
ま
す
。

子
育
て
を
し
な
が
ら
、
自
分
に
あ
っ
た

働
き
方
を
見
つ
け
る
に
は
、
就
業
時
間
の

長
短
や
休
暇
制
度
の
有
無
、
子
育
て
し
や

す
い
制
度
の
有
無
な
ど
、
女
性
が
働
き
や

す
い
就
業
環
境
整
備
が
重
要
で
す
。

今
後
、
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

企
業
に
再
就
職
を
し
た
女
性
の
声
を
掲
載

し
て
い
く
予
定
で
す
。

御
協
力
い
た
だ
け
る
方
の
情
報
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

利
用
時
間

月
〜
土
曜
日

午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
５
時
３０
分
（
毎
月
第
三
木
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

所
在
地

さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
２

―
２

埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
３
階
（
Ｊ
Ｒ
さ
い
た
ま
新
都
心
駅
か

ら
徒
歩
５
分
、北
与
野
駅
か
ら
徒
歩
６
分
）

電
話
番
号

０
４
８
―

６
０
１
―

５
８
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

０
４
８
―

６
０
０
―

３
８
０
２

＊
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く

だ
さ
い
。

http
://w
om
ancareer- saitam

a.jp/

改
正
パ
ー
ト
法
は
今
ま
で
の
パ
ー
ト
の

雇
用
管
理
な
ど
を
根
幹
か
ら
変
え
る
大
き

な
も
の
で
あ
り
、
企
業
に
は
相
応
の
負
担

も
必
要
に
な
る
。
と
り
わ
け
対
応
の
き
び

し
い
中
小
企
業
で
は
こ
の
よ
う
な
県
サ
イ

ド
の
応
援
は
活
用
し
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、

働
く
側
の
女
性
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
少
子
時

代
の
中
、
周
知
を
は
か
っ
て
多
く
の
方
々

の
ご
利
用
を
期
待
し
た
い
。

彩
の
国
か
ら
第第４４２２回回

県
政
情
報

本
会
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

―３０―
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本会が平成２０年６月３０日現在でまとめた県内事業所の今次春季労使交渉の状況は、集計可能な３８社の単純平均
（表１）で、回答額５，２１４円、率では１．８５％となっている。これは昨年同時期の妥結実績（５，２３２円、１．８６％）と
比べて、金額で１８円、率では０．０１％のマイナスで、ほぼ横ばいとなっている。
規模の内訳としては、従業員１，０００人以上の大手企業の平均は、金額で５，６４８円、率では１．９１％となっており、

昨年の実績（６，１０５円、２．０７％）と比べて、金額で４５７円、率で０．１６％のマイナスとなっている。
また、従業員１，０００人未満の２０社の単純集計では、額で４，８２３円、率で１．８６％となっており、昨年の実績（４，３５
９円、１．６２％）と比べて、金額で４６４円、率では０．２４％のプラスとなっている。
本会の集計では、１，０００人以上の大手企業は昨年に比べ減少し、１，０００人未満の中小企業は増加となっており、

全体としては昨年と比べて、ほぼ横ばい傾向の状況となっている。
ただし、集計に協力いただいた企業の回答・妥結率を個別に見ると、大手企業では１．５４％から２．４２％の幅があ

り、中小企業では、０．８１％から２．４４％と大きく幅がある。業種や業況などにより、個別判断に大きな差が出てい
る。
一方、各調査機関の中間集計結果（表２）では、日本経団連大手１１９社の単純平均は５，６１７円、１．８４％で昨年の
実績（５，５３３円、１．７８％）と比べると、金額で８４円、率は０．０６％のプラス、また、日本経団連・中小４０７社の単純
平均は４，０３２円、１．６２％で昨年の実績（３，９６２円、１．６０％）と比べると、金額で７０円、率では０．０２％のプラスとな
っている。県産業労働部の集計では、１００社の単純平均で、金額は４，３１２円、率は１．６３％で、昨年の実績（３，８７７
円、１．４５％）と比べると、金額で４３５円、率は０．１８％のプラスとなっている。

（表１）〈県内事業所〉（単純平均） ―６月３０日現在集計・当協会調べ―

昨年妥結

率

１．６２

１．７２

１．５６

１．６９

２．０７

１．８６

１．８６

１．８８

（注）�調査対象は、本会会員企業の中で労働組合が組織されている約１４０社。
�６月３０日現在、回答ないし妥結の報告が届いた企業の内、集計可能な企業について集計したもの。
�昨年の妥結額は昨年の６月３０日付妥結結果。

金額

４，３５９

４，７９９

４，１４２

４，３４０

６，１０５

５，２３２

５，１３４

４，７３０

回答・妥結

率

１．８６

１．７４

１．７５

１．８８

１．９１

１．８５

１．８６

１．６４

金額

４，８２３

４，９２９

４，６０６

５，２８２

５，６４８

５，２１４

５，２７７

４，４８１

要 求

率

２．８９

２．５６

２．９４

３．２３

２．１１

２．５９

２．６４

１．９４

金額

７，９３６

７，２５５

７，７２２

９，１０３

６，２３６

７，２９９

７，４８０

５，３０１

勤続

１４．２

１６．２

１５．０

１１．２

１５．８

１４．９

１５．１

１２．７

年齢

３８．７

３７．７

３９．０

３８．４

３７．７

３８．２

３８．５

３４．５

所定内賃金

２７０，３１６

２８２，９５６

２６２，４９２

２８１，５０９

２９５，５８４

２８２，２８５

２８３，００３

２７３，８５０

社数

２０

３

１２

５

１８

３８

３５

３

区 分

１，０００人未満計

９９９～３００人

２９９～１００人

１００人未満

１，０００人以上

総 平 均

製造業平均

非製造業平均

（表２）〈調査機関別賃金交渉状況〉 ―中間集計―

２００７年（平成１９年）

アップ率（％）

１．９０

１．７８

１．６６

１．６０

１．５２

１．４５

１．８６

１．６２

（注）�日本経団連大手は主要２１業種・２６３社、中小は従業員数５００人未満・１７業種・７６１社を対象としたもの。
�埼玉県は県産業労働部調査。
�２００７年の数値は２００７年同時期の集計結果。

妥結額

６，２０２

５，５３３

４，１７３

３，９６２

４，３６５

３，８７７

５，２３２

４，３５９

２００８年（平成２０年）

アップ率（％）

１．９５

１．８４

１．６６

１．６２

１．６６

１．６３

１．８５

１．８６

回答（了承・妥結含）額

６，２７１（＋６９）

５，６１７（＋８４）

４，２３６（＋６３）

４，０３２（＋７０）

４，９００（＋５３５）

４，３１２（＋４３５）

５，２１４（－１８）

４，８２３（＋４６４）

集計方法

加 重

単 純

加 重

単 純

加 重

単 純

単 純

社 数

１１９

４０７

１００

３８

２０

集計月日

６月１３日

６月２５日

５月２６日

６月３０日

調 査 機 関

大 手 企 業

中 小 企 業

総 平 均

総 平 均

１０００人未満計

日本経団連

埼 玉 県

埼 玉 経 協

平平 成成２２００年年 春春 季季 労労 使使 交交 渉渉 状状 況況
�埼玉県経営者協会

（ ）内は対２００７年

―３１―
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開
講
満
二
六
周
年
を
迎
え
た
「
第
２６

期
人
事
・
労
務
・
庶
務
・
総
務
・
現
場

管
理
担
当
者
養
成
講
座
全
六
講
」
が
、

第
一
講
六
月
一
八
日
講
師
・
外
井
浩
志

弁
護
士
「
労
働
法
・
労
務
管
理
の
基
礎

知
識
パ
ー
ト
�
」
で
開
講
し
、
第
二
講

六
月
二
五
日
、
第
三
講
七
月
二
日
、「
同

パ
ー
ト
�
�
」
と
続
け
て
開
催
さ
れ
、

第
四
講
七
月
八
日
は
新
弘
江
弁
護
士
に

よ
り
「
パ
ー
ト
Ⅳ
」
が
行
わ
れ
、
後
半

の
二
講
は
第
五
講
七
月
一
六
日
「
社
会

保
険
」、
第
六
講
七
月
二
三
日
「
労
働

保
険
」
講
師
・
園
部
喜
美
春
社
会
保
険

労
務
士
で
今
期
の
全
講
を
終
了
し
た
。

次
の
第
２７
期
同
講
座
は
来
年
六
月
頃

か
ら
開
講
の
予
定
。

全
講
及
び
そ
れ
に
準
じ
る

ご
参
加
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

�
栄
光
秋
葉
旦
、
亀
井
産
業
�
亀
井

寿
之
、
共
和
真
空
技
術
�
井
上
泰
治
、

ケ
ー
ア
イ
ス
タ
ー
不
動
産
�
小
野
勝
司
、

�
サ
イ
サ
ン
渡
辺
寛
之
、
�
サ
ン
エ
ー

ス
長
谷
川
真
希
、
サ
ン
ケ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ー
ビ
ス
�
篠
崎
篤
志
、
島
野
精
機
�

青
井
栄
仁
、
積
水
化
学
工
業
�
進
藤
文

彦
、
大
日
本
イ
ン
キ
化
学
工
業
�
埼
玉

工
場
後
藤
浩
二
、
�
大
洋
社
印
刷
所
稲

垣
智
香
子
、
日
本
精
工
�
埼
玉
工
場
南

理
一
郎
、
文
化
シ
ャ
ッ
タ
ー
�
花
�
威

旭
、
堀
川
産
業
�
有
賀
悠
志
、
�
リ
ク

ル
ー
ト
公
文
華
子
、
�
イ
カ
イ
、
関
東

化
学
�
早
川
敦
、
宮
本
康
紀
、
通
信
興

業
�
原
田
博
之
、
�
富
田
商
店
富
田
治

郎
、
�
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
落
合
徹
、
湧
澤
博
史
、
富
国
生
命
保

険
（
相
）
岸
本
直
樹
、
武
州
ガ
ス
�
神

谷
緑
樹
ほ
か
、
�
ア
ル
ビ
オ
ン
熊
谷
工

場
並
木
あ
ゆ
み
、
戸
田
中
央
医
科
グ
ル

ー
プ
本
部
斉
藤
裕
一
ほ
か

今
年
の
三
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

る
労
働
契
約
法
で
は
、「
労
働
者
及
び
使

用
者
は
、
契
約
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、

信
義
に
従
い
誠
実
に
、
権
利
を
行
使
し
、

及
び
義
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」（
第
三
条
四
項
）
と
し
て
、
い
わ
ゆ

る
信
義
則
の
原
則
を
定
め
て
い
る
。
こ
の

原
則
は
、
民
法
第
一
条
二
項
に
規
定
さ
れ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
特
別
法
で

あ
る
労
働
契
約
法
に
規
定
が
必
要
か
と
い

う
問
題
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
む
し
ろ
労

働
契
約
は
売
買
契
約
な
ど
の
よ
う
に
一
回

的
な
契
約
で
は
な
く
、
一
般
的
な
採
用
か

ら
定
年
退
職
ま
で
（
そ
の
後
の
再
雇
用
ま

で
も
含
む
。）
に
わ
た

る
長
期
の
契
約
関
係
で

あ
る
人
的
共
同
体
と
い

う
特
別
な
関
係
な
の
で
、

信
義
則
に
は
労
働
関
係

特
有
の
意
味
が
あ
る
の

で
特
別
法
が
制
定
さ
れ

る
以
上
は
規
定
す
べ
き
と
な
っ
た
。

労
働
契
約
法
が
成
立
し
、
相
互
信
頼
の

立
場
に
立
っ
た
信
義
則
の
原
則
が
特
に
同

法
上
規
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
過
去

の
時
代
の
「
労
働
」
と
「
経
営
」
は
、
敵

対
的
関
係
に
あ
り
、
労
働
者
階
級
の
団
結

闘
争
に
よ
り
「
経
営
」
を
打
倒
し
、
労
働

者
階
級
の
社
会
を
実
現
す
る
と
い
う
「
労

使
対
決
」
の
構
造
は
終
わ
っ
た
こ
と
を
法

的
に
も
明
ら
か
に
し
た
意
義
を
有
す
る
。

労
働
と
資
本
（
経
営
）
の
対
決
の
時
代

に
は
、
労
使
は
共
存
共
栄
の
関
係
で
は
な

く
、
経
営
は
打
倒
す
べ
き
対
象
で
す
ら
あ

っ
た
。

し
か
し
、
今
回
制
定
さ
れ
た
労
働
契
約

法
は
、
ま
さ
に
労
使
双
方
の
相
互
信
頼
関

係
に
基
づ
く
信
義
誠
実
の
原
則
に
基
づ
く

忠
実
勤
務
義
務
と
保
護
義
務
、
信
頼
関
係

と
配
慮
関
係
と
い
っ
た
保
護
・
配
慮
、
誠

実
・
協
力
と
い
っ
た
信
義
則
関
係
を
構
築

し
、
当
事
者
間
の
自
主
自
由
な
合
意
に
よ

る
安
定
的
契
約
関
係
を
指
向
す
る
も
の
で

あ
る
。
ま
さ
に
労
使
関
係
は
対
決
か
ら
信

頼
関
係
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

「
労
使
対
決
」
の
終
焉
を
物
語
る
も
の

は
、
使
用
者
の
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の

形
成
へ
の
配
慮
義
務
の
確
立
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
使
用
者
は
被
用
者

に
対
し
、
労
働
契
約
上
付
随
義
務
と
し
て

信
義
則
上
職
場
環
境
配
慮
義
務
、
す
な
わ

ち
被
用
者
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
職
場
環

境
を
保
つ
よ
う
に
配
慮
す
べ
き
義
務
を
負

っ
て
お
り
」（
平
九
・
一
一
・
五
津
地
判
、

三
重
セ
ク
ハ
ラ
事
件
、
労
判
七
二
九
号
五

四
頁
）、
ま
た
、「
使
用
者
は
、
被
用
者
と

の
関
係
に
お
い
て
社
会
通
念
上
伴
う
義
務

と
し
て
、
被
用
者
が
労
務
に
服
す
る
過
程

で
生
命
及
び
健
康
を
害
し
な
い
よ
う
職
場

環
境
等
に
つ
き
配
慮
す
べ
き
注
意
義
務
を

負
う
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
労
務
遂
行
に

関
連
し
て
被
用
者
の
人
格
的
尊
厳
を
侵
し

そ
の
労
務
提
供
に
重
大
な
支
障
を
来
す
事

由
が
発
生
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
又
は
こ
れ

に
適
切
に
対
処
し
て
、
職
場
が
被
用
者
に

と
っ
て
働
き
や
す
い
環
境
を
保
つ
よ
う
配

慮
す
る
注
意
義
務
も
あ
る
と
解
さ
れ
る
」

の
で
あ
り
、「
被
告
代
表
者
は
、
文
字
ど

お
り
代
表
取
締
役
で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ

も
原
告
の
上
司
と
し
て
、
そ
の
職
場
環
境

を
良
好
に
調
整
す
べ
き
義
務
を
負
う
立
場

に
あ
っ
た
も
の
と
い
え
る
。」（
平
四
・
四
・

一
六
福
岡
地
判
、
福
岡
セ
ク
ハ
ラ
事
件
、

労
判
六
〇
七
号
六
頁
）
と
い
う
時
代
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

信
義
則
原
則
と
労
働
契
約
法

弁
護
士

安
西

�

養養
成成
講講
座座
全全
六六
講講
終終
わわ
るる

第
２６
期
人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
担
当
者
の
養
成
講
座

第
一
・
二
・
三
講

弁
護
士
・
外
井
浩
志
氏

第
四
講

弁
護
士
・
新
弘
江
氏

第
五
・
六
講

社
会
保
険
労
務
士
・
園
部
喜
美
春
氏

―３２―



日
本
経
団
連
（
御
手
洗
冨
士
夫
会
長
）
は
５

月
２８
日
、
東
京
・
大
手
町
の
経
団
連
会
館
で
第

８
回
総
会
（
定
時
総
会
）
を
開
催
し
た
。
総
会

に
は
日
本
経
団
連
の
会
員
代
表
者
約
５
０
０
名

が
出
席
。
御
手
洗
会
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、

額
賀
福
志
郎
・
財
務
大
臣
、
大
田
弘
子
・
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
経
済
財
政
政
策
）
か
ら
来

賓
挨
拶
が
あ
っ
た
。
総
会
の
議
案
は
、
す
べ
て

が
承
認
さ
れ
、
御
手
洗
経
団
連
２
期
目
の
体
制

と
活
動
方
針
が
決
定
し
た
。

開
会
挨
拶
で
御
手
洗
会
長
は
、会
長
就
任（
２

０
０
６
年
）
以
来
の
２
年
間
を
振
り
返
り
、
０７

年
の
新
ビ
ジ
ョ
ン
「
希
望
の
国
、
日
本
」
と
０８

年
年
頭
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
成
長
創
造
〜
躍
動
の

１０
年
へ
」
に
触
れ
、
こ
れ
ら
に
掲
げ
た
重
点
課

題
に
取
り
組
み
、
い
く
つ
か
の
具
体
的
成
果
を

得
た
と
述
べ
た
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
減
価

償
却
制
度
の
改
正
、
研
究
開
発
税
制
の
拡
充
、

ア
ジ
ア
諸
国
等
と
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ

Ａ
）
締
結
の
促
進
、
道
州
制
導
入
の
気
運
の
高

ま
り
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
改
善

等
を
挙
げ
た
。

一
方
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、

財
政
赤
字
を
背
景
と
す
る
税
制
や
社
会
保
障
制

度
改
革
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や

地
球
温
暖
化
問
題
へ
の
対
応
等
を
挙
げ
た
。
経

済
界
は
自
ら
が
行
動
し
て
改
革
を
牽
引
す
る
べ

き
で
あ
り
、
�
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
に
よ

る
成
長
力
の
強
化
�
Ｅ
Ｐ
Ａ
な
ど
を
通
じ
た
世

界
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
取
り
込
み
�
道
州

制
導
入
に
よ
る
日
本
全
体
の
豊
か
さ
の
向
上
�

事
業
環
境
の
整
備
に
よ
る
企
業
活
力
の
強
化
�

公
的
部
門
の
改
革
に
よ
る
国
民
の
安
心
・
安
全

の
確
保

と
い
っ
た
施
策
を
着
実
に
実
現
さ

せ
た
い
と
述
べ
た
。

こ
れ
ら
の
施
策
を
通
じ
て
、
世
界
最
先
端
の

電
子
政
府
・
電
子
社
会
の
構
築
な
ど
の
技
術
で

夢
を
語
れ
る
よ
う
な
世
界
を
つ
く
り
上
げ
る
、

ま
た
、
人
・
モ
ノ
・
資
金
と
い
う
、
資
源
の
自

由
な
移
動
や
市
場
拡
大
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
メ
リ
ッ
ト
を
存
分
に
活
か
す
、
さ
ら
に
は
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
子
力
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
の
取
り
組
み
を
進
め
、
低
炭
素
社
会
を

実
現
し
、
国
際
的
な
枠
組
み
づ
く
り
を
リ
ー
ド

す
る
、
そ
し
て
、
法
制
度
な
ど
の
事
業
環
境
を

整
備
し
、潜
在
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、国
際

競
争
力
を
強
化
す
る
こ
と
も
め
ざ
す
と
述
べ
た
。

御
手
洗
会
長
は
ま
た
、
社
会
保
障
制
度
改
革

も
念
頭
に
置
く
税
制
抜
本
改
革
が
先
延
ば
し
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
大
き
な
問
題
で
あ
る
と

し
て
、
消
費
税
の
拡
充
を
含
め
、
計
画
的
か
つ

中
長
期
的
な
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
す
る
べ

き
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

評
議
員
会
議
長
に
米
倉
氏
、
新
副
会
長
３
氏
ら

も
選
任

議
案
の
審
議
で
は
、
役
員
等
の
補
充
選
任
、

０７
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決
算
、
役
員
等
の
改

選
、
０８
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
に
関
す
る

議
案
が
諮
ら
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
総
会
決
議
「
逆
境
を
飛
躍
の
好
機
に
変

え
る
」
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

今
次
総
会
を
も
っ
て
、
米
倉
弘
昌
・
住
友
化

学
社
長
、
草
刈
隆
郎
・
日
本
郵
船
会
長
、
勝
俣

恒
久
・
東
京
電
力
社
長
が
副
会
長
を
退
任
し
、

新
た
に
大
橋
洋
治
・
全
日
本
空
輸
会
長
、
岩
沙

弘
道
・
三
井
不
動
産
社
長
、
清
水
正
孝
・
東
京

電
力
副
社
長
が
副
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。
ま
た
、

評
議
員
会
議
長
に
は
西
室
泰
三
・
東
芝
相
談
役

に
代
わ
り
、
米
倉
弘
昌
氏
が
選
任
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
宮
内
義
彦
・
オ
リ
ッ
ク
ス
会
長
、
谷
口

一
郎
・
三
菱
電
機
相
談
役
、
岩
沙
弘
道
氏
、
大

橋
洋
治
氏
が
評
議
員
会
副
議
長
を
退
任
し
、
新

た
に
野
間
口
有
・
三
菱
電
機
会
長
、
坂
根
正
弘
・

小
松
製
作
所
会
長
、
原
良
也
・
大
和
証
券
グ
ル

ー
プ
本
社
会
長
、
西
田
厚
聰
・
東
芝
社
長
、
三

浦
惺
・
日
本
電
信
電
話
社
長
、
宮
原
耕
治
・
日
本

郵
船
社
長
が
評
議
員
会
副
議
長
に
選
任
さ
れ
た
。

逆
境
を
飛
躍
の

好
機
に
変
え
る

２
０
０
８
年
度
総
会
決
議

わ
が
国
は
大
き
な
変
化
の
真
っ
只
中
に
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
さ
ら
な
る
加
速
と
あ
い
ま
っ

て
、
経
済
が
減
速
し
つ
つ
あ
る
中
で
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
資
源
価
格
の
高
騰
や
地
球
温
暖
化
問
題

へ
の
対
応
、
国
際
金
融
不
安
な
ど
、
企
業
の
経

営
環
境
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
加
え

て
、
少
子
化
・
高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
、
深

刻
な
財
政
赤
字
や
社
会
保
障
制
度
へ
の
不
信
が
、

こ
の
国
の
将
来
に
影
を
落
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
わ

れ
わ
れ
は
未
来
の
世
代
に
対
す
る
責
任
を
果
た

す
た
め
、
持
続
的
な
経
済
成
長
を
確
保
し
、「
希

望
の
国
、
日
本
」
を
造
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

採
る
べ
き
政
策
は
明
ら
か
で
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
は
、
断
固
と
し
て
改
革
を
継
続
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
も
た
ら
す
市
場
の
拡
大
や
資
源
の
自

由
な
移
動
等
を
活
用
す
る
。
そ
し
て
、
民
間
や

地
域
の
活
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
。
こ
れ
こ

そ
が
、
成
長
力
を
高
め
る
唯
一
の
処
方
箋
で
あ

る
こ
と
を
、
す
で
に
学
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

逆
境
の
中
に
こ
そ
好
機
が
生
ま
れ
る
。
わ
れ

わ
れ
は
、
各
界
各
層
と
の
透
明
で
公
正
な
関
係

を
確
立
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
改
革
の
旗
手

と
し
て
着
実
に
前
進
を
続
け
る
。
そ
し
て
、
未

来
へ
の
飛
躍
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、

総
力
を
結
集
し
て
、
以
下
の
諸
課
題
に
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
を
決
意
す
る
。

記

１
�
成
長
力
強
化
に
向
け
て
民
間
活
力
を
引
き

出
す

�
先
進
的
な
電
子
行
政
・
電
子
社
会
の
実
現
を

起
爆
剤
と
し
て
、
社
会
全
体
の
効
率
性
・
生

産
性
を
向
上
さ
せ
、
産
業
の
競
争
優
位
を
確

保
す
る
。

�
研
究
開
発
の
促
進
、
人
材
育
成
の
強
化
、
産

学
連
携
や
知
的
財
産
政
策
の
強
化
、
教
育
の

充
実
な
ど
を
図
る
こ
と
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
加
速
す
る
。

�
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
議
長
国
と
し
て
、
低
炭

素
社
会
実
現
に
向
け
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

原
子
力
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
に
お
け

る
わ
が
国
の
技
術
的
な
強
み
を
活
用
し
つ
つ
、

革
新
的
な
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
開
発
・

普
及
を
促
進
し
、
す
べ
て
の
主
要
排
出
国
が

参
加
す
る
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
国
際

的
な
枠
組
み
作
り
を
リ
ー
ド
す
る
。

２
�
経
営
環
境
を
整
備
し
て
競
争
力
を
高
め
る

�
国
際
競
争
基
盤
を
整
え
て
持
続
的
な
経
済
成

長
を
確
保
す
る
た
め
、
法
人
税
制
や
経
済
法

制
の
見
直
し
、
国
際
標
準
化
政
策
な
ど
を
戦

略
的
に
推
進
す
る
。

�
金
融
サ
ー
ビ
ス
業
の
国
際
競
争
力
強
化
に
向

け
て
、
東
京
市
場
の
整
備
を
進
め
る
。

�
労
働
力
人
口
の
減
少
が
加
速
す
る
中
で
、
女

性
や
高
齢
者
を
含
む
全
員
参
加
型
社
会
を
構

築
し
、
良
好
な
労
使
関
係
の
も
と
で
、
働
き

方
の
多
様
化
や
従
来
の
人
事
・
賃
金
制
度
の

見
直
し
を
通
じ
た
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
推

進
し
、
経
済
の
活
力
を
維
持
す
る
。

�
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
や
地
域
の
活
力
向

上
に
向
け
て
、
規
制
改
革
・
民
間
開
放
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
総
合
的
な
物
流
イ
ン
フ

ラ
を
効
率
的
か
つ
戦
略
的
に
整
備
す
る
。

３
�
国
民
の
安
心
・
安
全
・
希
望
を
確
保
す
る

�
持
続
的
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
、
財
政
の

健
全
化
を
図
る
た
め
、
消
費
税
等
の
安
定
財

源
の
拡
充
を
含
め
、
歳
出
入
両
面
に
わ
た
っ

て
抜
本
的
改
革
を
実
行
す
る
。

�
少
子
化
傾
向
を
反
転
さ
せ
る
た
め
、
政
府
・

企
業
・
国
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、

実
効
あ
る
少
子
化
対
策
に
取
り
組
む
。

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
全
保
障
や
食
料
の
安
定
確

保
の
た
め
に
も
、
戦
略
的
な
資
源
外
交
や
農

業
の
活
性
化
・
競
争
力
強
化
等
に
取
り
組
む
。

４
�
地
域
の
活
力
で
日
本
全
体
の
豊
か
さ
を
向

上
さ
せ
る

�
自
立
し
た
広
域
経
済
圏
の
確
立
と
真
の
住
民

自
治
を
実
現
す
る
道
州
制
の
導
入
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
国
と
地
方
、
地
方
間
の
重
複

事
務
の
排
除
な
ど
を
通
じ
た
行
財
政
改
革
に

取
り
組
む
。

�
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
や
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
効
率
的
整
備
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
産

業
・
観
光
振
興
等
を
進
め
る
。

�
こ
こ
ろ
豊
か
な
生
活
の
基
盤
を
整
備
す
る
た

め
、
魅
力
的
で
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り

や
快
適
な
住
環
境
の
実
現
に
取
り
組
む
。

５
�
世
界
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
発
揮
を
担
う

�
主
要
国
を
含
め
た
経
済
連
携
協
定
の
拡
大
と

深
化
を
図
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
６

を
中
核
と
す
る
東
ア
ジ
ア
経
済
共
同
体
の
実

現
や
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
の
推
進

を
目
指
す
。

�
対
日
直
接
投
資
の
促
進
、
外
国
人
材
の
活
用
、

留
学
生
の
受
け
入
れ
・
送
り
出
し
拡
大
、
貿

易
諸
制
度
の
改
革
等
を
通
じ
て
構
造
改
革
を

促
進
し
、
日
本
経
済
の
成
長
に
つ
な
げ
る
。

�
途
上
国
の
成
長
に
資
す
る
国
際
協
力
を
戦
略

的
に
展
開
す
る
。

６
�
透
明
で
公
正
な
経
済
社
会
を
構
築
す
る

�
政
策
を
軸
に
し
た
政
党
支
援
を
通
じ
て
、
各

政
党
が
政
策
面
で
切
磋
琢
磨
し
、
建
設
的
な

協
議
を
積
極
的
に
進
め
、
迅
速
な
改
革
が
実

現
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

�
企
業
倫
理
の
確
立
、
社
会
的
責
任
の
遂
行
に

全
力
を
傾
注
す
る
。

日
本
経
団
連
第
８
回
総
会
を
開
催

「
０８
年
度
事
業
計
画
」承
認
、

「
決
議
」を
採
択

―３３―
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改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
に

関
わ
る
相
談
事
例
Ｑ
＆
Ａ

報
告
１

弁
護
士
・
男
澤
才
樹
氏

「
パ
ー
ト
社
員
の
労
務
管
理
に

お
け
る
法
的
留
意
点
と
均
衡
待

遇
の
考
え
方
」

日
本
経
団
連
主
催
、
経
営
法
曹
会
議

協
賛
に
よ
る
「
第
１０１
回
日
本
経
団
連
労

働
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
６
月
５
、６
の
両

日
、都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、全
国

か
ら
経
営
法
曹
会
議
所
属
弁
護
士
１５２
名
、

企
業
の
人
事
担
当
者
２７６
名
が
参
加
し
た
。

第
１０１
回
と
な
る
今
回
は
、
改
正
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
法
や
労
働
契
約
法
の
施

行
を
踏
ま
え
て
、「
多
様
化
す
る
人
材

活
用
に
関
わ
る
法
的
留
意
点
と
実
務
対

応
」
を
総
合
テ
ー
マ
に
、
弁
護
士
報
告

で
は
、
パ
ー
ト
社
員
の
労
務
管
理
に
お

け
る
法
的
留
意
点
や
正
社
員
と
の
均
衡

待
遇
の
考
え
方
、
さ
ら
に
有
期
契
約
社

員
や
派
遣
社
員
も
含
め
た
労
務
管
理
の

あ
り
方
や
ト
ラ
ブ
ル
防
止
策
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
た
。

多
角
的
観
点
か
ら
企
業
の
課
題
探
る

ま
た
、
佐
藤
博
樹
・
東
京
大
学
教
授

に
よ
る
講
演
や
、
厚
生
労
働
省
担
当
官

に
よ
る
改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
の

相
談
事
例
解
説
な
ど
、
多
角

的
な
観
点
か
ら
企
業
の
取
り

組
み
課
題
に
つ
い
て
探
っ
た
。

「
企
業
の
人
材
活
用
と

人
材
ビ
ジ
ネ
ス
」
／

佐
藤
・
東
大
教
授
が
講
演

近
年
、
企
業
が
必
要
と
す

る
労
働
力
の
質
的
・
量
的
変

化
が
短
期
化
し
て
お
り
、
長

期
の
継
続
的
な
雇
用
を
前
提

に
し
た
人
材
の
活
用
や
育
成

が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
財
務
的
な
視
点
か
ら
、

他
の
経
営
コ
ス
ト
と
同
様
に

人
件
費
に
つ
い
て
も
削
減
圧

力
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
正
社
員
の
量
的
絞
り

込
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
常

に
不
足
気
味
で
あ
る
。
一
方
、
短
期
的

な
変
化
や
将
来
へ
の
不
確
実
性
に
対
し

て
は
、
有
期
雇
用
や
派
遣
労
働
、
請
負

を
活
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
短
期
的
活

用
だ
け
で
は
な
く
、
恒
常
的
活
用
も
増

え
て
い
る
。

〈
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
連
携
〉

こ
う
し
た
人
材
活
用
の
流
れ
は
変
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
企
業
の
人
材
活

用
に
お
い
て
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
連
携

は
不
可
分
で
あ
る
。
派
遣
社
員
か
請
負

社
員
か
と
い
う
選
択
の
前
に
、
会
社
全

体
と
し
て
の
人
材
活
用
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
を
設
計
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
社

内
の
業
務
の
中
で
外
部
化
す
べ
き
範
囲
、

内
部
処
理
す
べ
き
範
囲
を
確
定
さ
せ
、

汎
用
的
な
技
能
で
あ
れ
ば
、
外
部
人
材

の
活
用
が
適
切
で
あ
る
。
こ
の
区
分
け

は
、
技
術
や
人
材
活
用
の
基
本
的
な
考

え
方
に
依
存
し
て
い
る
。

〈
派
遣
ビ
ジ
ネ
ス
の
社
会
的
機
能
〉

派
遣
会
社
を
通
じ
て
、
多
様
な
派
遣

先
で
、
仕
事
を
経
験
し
な
が
ら
能
力
開

発
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
、
労
働
者
派
遣
制
度
は
派
遣

ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
ユ
ー
ザ
ー
企
業
に
と
っ

て
は
、
直
接
雇
用
に
よ
ら
ず
に
労
働
サ

ー
ビ
ス
を
調
達
・
充
足
で
き
る
。
企
業

ニ
ー
ズ
を
う
ま
く
と
ら
え
た
人
材
サ
ー

ビ
ス
会
社
は
、
派
遣
先
、
注
文
主
の
景

況
感
に
波
が
あ
る
中
で
も
、
そ
の
業
績

は
常
に
安
定
し
て
い
る
。

〈
生
産
現
場
に
お
け
る
外
部
人
材
活
用

の
課
題
〉

１
９
９
０
年
代
以
降
、
人
材
ビ
ジ
ネ

ス
会
社
が
も
の
づ
く
り
の
担
い
手
と
し

て
登
場
し
た
。
企
業
は
既
に
外
部
人
材

を
恒
常
的
に
活
用
し
て
お
り
、
そ
の
活

用
方
法
・
ス
キ
ル
が
競
争
力
を
左
右
す

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
外
部

人
材
活
用
に
伴
う
逆
機
能
と
し
て
、
正

社
員
の
多
忙
化
、
ノ
ウ
ハ
ウ
継
承
へ
の

負
の
影
響
、
品
質
低
下
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
事
象
は
短
期
的
に
は

問
題
が
な
く
て
も
、
中
長
期
的
に
は
問

題
と
な
る
。
背
景
に
は
人
材
ビ
ジ
ネ
ス

側
の
管
理
能
力
の
問
題
が
あ
る
の
で
、

ユ
ー
ザ
ー
側
は
契
約
単
価
だ
け
で
は
な

く
、
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
の
管
理
能
力
、
現

場
リ
ー
ダ
ー
や
外
部
人
材
の
技
能
レ
ベ

ル
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
。
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
を
不
況
期
だ
け

活
用
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
中
長

期
的
な
視
点
か
ら
い
か
に
良
好
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
つ
く
る
か
が
カ
ギ
と

な
る
。

富
田
望
・
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・

児
童
家
庭
局
短
時
間
・
在
宅
労
働
課
調

査
官
が
、
改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法

に
関
し
て
、
行
政
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
相
談
事
例
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
た
。
主
要
な
Ｑ
＆
Ａ
は
次
の

と
お
り
。

Ｑ

深
夜
労
働
は
昼
間
労
働
と
同
一
職

務
か
。

Ａ

肉
体
的
な
負
担
の
違
い
や
困
難
度

の
差
異
等
、
実
態
を
見
て
判
断
。

「
時
間
帯
が
異
な
る
�
職
務
内
容

が
異
な
る
」
わ
け
で
は
な
い
。

Ｑ

差
別
的
取
扱
い
禁
止
に
該
当
し
た

場
合
、
過
去
の
差
別
的
取
扱
い
部

分
の
賃
金
補
償
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。

Ａ

法
第
８
条
か
ら
直
接
民
事
効
が
生

じ
る
か
ど
う
か
は
司
法
判
断
。

Ｑ

福
利
厚
生
施
設
の
均
衡
待
遇
に
つ

い
て
、
業
務
の
性
質
上
更
衣
室
の

必
要
が
な
い
場
合
も
利
用
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
か
。

Ａ

必
要
が
な
い
と
解
さ
れ
る
合
理
的

な
理
由
が
あ
る
場
合
は
必
要
な
い
。

Ｑ

正
社
員
に
つ
い
て
本
社
一
括
採
用

し
て
い
る
場
合
に
、
当
該
募
集
情

報
の
周
知
は
法
を
履
行
し
た
こ
と

に
な
る
の
か
。

Ａ

法
の
適
用
は
事
業
所
単
位
で
あ
り
、

短
時
間
労
働
者
の
転
換
の
推
進
も

事
業
所
単
位
で
行
う
必
要
が
あ
る
。

【
改
正
内
容
の
再
確
認
】

労
働
力
人
口
減
少
社
会
へ
移
行
す
る

中
、
労
働
力
の
有
効
活
用
や
格
差
問
題

の
解
消
な
ど
を
目
的
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
法
は
改
正
さ
れ
た
。
そ
の
基
本
的

第第
１１００１１
回回
日日
本本
経経
団団
連連
労労
働働
法法
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
開開
催催

「
多
様
化
す
る
人
材
活
用
に
関
わ
る
法
的
留
意
点
と
実
務
対
応
」テ
ー
マ
に

第
１０１
回
日
本
経
団
連
労
働
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

―３４―



報
告
２

弁
護
士
・
中
野
裕
人
氏

「
有
期
契
約
・
派
遣
労
働
の
期

間
満
了
・
雇
用
継
続
に
関
わ
る

ト
ラ
ブ
ル
防
止
策
」

な
考
え
方
は
、
�
均
衡
（
均
等
）
待
遇

に
よ
る
公
正
な
待
遇
の
実
現
�
意
欲
や

能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
就

業
環
境
の
整
備

の
２
つ
で
あ
る
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
�
労
働
条
件

に
関
す
る
文
書
の
交
付
等
（
６
条
）
�

差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
（
８
条
）
�
均

衡
待
遇
の
確
保
（
通
常
の
労
働
者
と
同

視
す
べ
き
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
除

く
）（
９
〜
１１
条
）
�
通
常
の
労
働
者

へ
の
転
換
推
進
（
１２
条
）
�
待
遇
に
関

す
る
説
明
義
務
（
１３
条
）
�
苦
情
の
自

主
的
解
決
・
紛
争
の
解
決
の
援
助
（
１９
、

２１
、
２２
〜
２４
条
）

で
あ
る
。

【
就
業
規
則
整
備
・
労
働
契
約
締
結
】

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
独
自
の
就

業
規
則
が
な
い
場
合
は
、
正
社
員
就
業

規
則
が
適
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

労
働
契
約
締
結
時
の
留
意
事
項
と
し

て
、
文
書
交
付
等
に
よ
る
明
示
義
務
、

期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
の
場
合

の
更
新
の
有
無
・
判
断
基
準
の
明
示
な

ど
が
あ
る
。

ま
た
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
対

し
て
、
１３
条
に
基
づ
く
説
明
を
し
て
も

納
得
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
苦
情
の

自
主
的
解
決
の
仕
組
み
や
都
道
府
県
労

働
局
長
の
助
言
・
指
導
・
勧
告
な
ど
の

紛
争
解
決
の
援
助
の
活
用
に
よ
り
解
決

を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

【
均
衡
待
遇
】

今
回
の
改
正
で
は
、
賃
金
、
教
育
訓

練
、
福
利
厚
生
に
お
い
て
均
衡
待
遇
の

確
保
を
図
る
よ
う
法
整
備
が
行
わ
れ
た
。

８
条
の
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
に
該
当

す
る
か
否
か
は
、
通
常
の
労
働
者
と
同

視
す
べ
き
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
、

�
職
務
の
内
容
が
同
一
�
人
材
活
用
の

仕
組
み
や
運
用
等
が
雇
用
関
係
終
了
ま

で
の
全
期
間
同
一
と
見
込
ま
れ
る
�
期

間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
（
同
視
す

る
こ
と
が
社
会
通
念
上
相
当
な
有
期
契

約
を
含
む
）

の
３
要
件
を
満
た
す

者
で
あ
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
手

順
に
従
っ
て
確
認
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
職
務
内
容
の
同
一
性
に
つ

い
て
は
、
�
業
務
の
種
類
が
同
一
で
あ

る
か
、
中
核
的
な
業
務
を
抽
出
し
、
そ

の
業
務
の
内
容
が
実
質
的
に
同
一
か
�

責
任
の
程
度
が
著
し
く
異
な
っ
て
い
な

い
か

を
確
認
す
る
。
人
材
活
用
の

仕
組
み
や
運
用
等
に
つ
い
て
は
、
�
転

勤
の
有
無
、
範
囲
�
職
務
の
内
容
と
配

置
の
変
更
の
有
無
、
範
囲

を
確
認

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

問
題
点
と
し
て
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
の
分
類
を
行
う
要
件
と
し
て
の
明

確
性
に
欠
け
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
附
帯
決
議
で

も
、「
そ
の
範
囲
が
明
確
と
な
る
よ
う
、

判
断
に
あ
た
っ
て
必
要
と
な
る
事
項
等

を
示
す
こ
と
」
と
し
て
い
る
。

今
後
の
影
響
と
し
て
い
わ
ゆ
る
フ
ル

タ
イ
ム
パ
ー
ト
の
取
扱
い
が
あ
る
が
、

指
針
に
お
い
て
、
フ
ル
タ
イ
ム
パ
ー
ト

に
つ
い
て
も
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法

の
趣
旨
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

し
て
い
る
。

【
賃
金
体
系
変
更
】

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
正
社
員
を

比
較
し
て
賃
金
決
定
要
素
・
体
系
を
再

検
討
す
る
際
に
は
、
正
社
員
の
労
働
条

件
が
不
利
益
変
更
と
な
ら
な
い
よ
う
注

意
が
必
要
で
あ
る
。
指
針
に
お
い
て
も

「
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善

等
に
関
す
る
措
置
等
を
講
ず
る
に
際
し

て
、
そ
の
雇
用
す
る
通
常
の
労
働
者
そ

の
他
の
労
働
者
の
労
働
条
件
を
合
理
的

な
理
由
な
く
一
方
的
に
不
利
益
に
変
更

す
る
こ
と
は
法
的
に
許
さ
れ
な
い
」
と

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
主
が
高
年
齢
者
雇
用
確

保
措
置
を
講
じ
、
当
該
措
置
の
対
象
と

し
て
雇
用
す
る
高
年
齢
労
働
者
が
法
２

条
に
規
定
す
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

に
該
当
す
る
場
合
は
、
法
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
留
意

す
べ
き
で
あ
る
。

質
疑
・
応
答

【
問
】
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の

職
務
の
内
容
が
同
一
か
ど
う
か
は
業
務

の
内
容
と
責
任
の
程
度
の
２
点
か
ら
判

断
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
責
任
の
程

度
が
「
著
し
く
異
な
る
」
と
い
え
る
の

は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。

【
答
】
業
務
の
責
任
の
程
度
に
つ
い
て

は
、
�
与
え
ら
れ
て
い
る
権
限
の
範
囲

�
業
務
の
成
果
に
つ
い
て
求
め
ら
れ
て

い
る
役
割
�
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
や
臨

時
・
緊
急
時
に
求
め
ら
れ
る
対
応
の
程

度
�
ノ
ル
マ
な
ど
の
成
果
へ
の
期
待
度

な
ど
を
総
合
的
に
比
較
し
「
著
し

く
異
な
ら
な
い
か
」
を
判
断
す
る
。

【
反
復
更
新
と
雇
止
め
】

有
期
雇
用
の
雇
止
め
に
係
る
紛
争
に

お
い
て
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
事
項
は
、
�

労
働
者
の
従
事
す
る
業
務
の
客
観
的
内

容
�
労
働
者
の
契
約
上
の
地
位
の
性
格

�
当
事
者
の
主
観
的
態
様
�
更
新
の
手

続
き
・
実
態
�
他
の
労
働
者
の
更
新
状

況

な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を

踏
ま
え
、
実
務
に
お
い
て
は
、
�
例
え

ば
「
臨
時
工
」
と
い
う
名
称
で
雇
入
れ

た
労
働
者
を
長
期
間
雇
用
す
る
等
、
名

称
に
合
っ
て
い
な
い
雇
用
実
態
を
改
め

る
�
採
用
時
に
不
用
意
に
継
続
雇
用
の

期
待
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
言
動
は
行
わ

な
い
�
正
社
員
と
の
採
用
、
業
務
内
容
、

処
遇
等
の
面
に
お
け
る
違
い
・
区
別
を

明
確
に
維
持
し
、
正
社
員
と
の
混
同
意

識
を
持
た
せ
な
い
�
更
新
手
続
き
時
に

は
、
複
数
名
に
よ
る
面
接
や
そ
の
面
接

記
録
を
保
存
す
る
等
、
厳
格
な
更
新
手

続
き
を
実
施
す
る

な
ど
の
点
に
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
労
働
契
約
の
反
復
更
新
に
つ

い
て
は
、
改
正
パ
ー
ト
労
働
法
８
条
２

項
に
よ
り
「
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働

契
約
と
同
視
」
さ
れ
る
場
合
の
あ
る
こ

と
や
、
労
働
契
約
法
１７
条
２
項
に
よ
り

「
必
要
以
上
に
短
い
（
労
働
契
約
）
期

間
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
労
働

契
約
を
反
復
し
て
更
新
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

な
ど
、
法
律
上
の
規
定
が
あ
る
こ
と
に

も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
転
換
に
関
す
る
留
意
点
】

改
正
パ
ー
ト
労
働
法
１２
条
で
規
定
す

る
「
通
常
の
労
働
者
へ
の
転
換
」
推
進

措
置
に
つ
い
て
は
、
�
い
ず
れ
の
転
換

措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
た
場
合
で
あ

っ
て
も
、
公
正
な
運
用
と
周
知
を
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
�
長
期
間
に
わ
た
っ

て
転
換
実
績
が
な
い
場
合
は
、
転
換
措

置
を
講
じ
た
と
は
い
え
な
い
と
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
�
学
生
パ
ー
ト
が

い
な
い
会
社
で
新
規
学
卒
者
の
募
集
を

周
知
す
る
な
ど
、
該
当
者
が
い
な
い
こ

と
が
明
ら
か
な
募
集
情
報
を
周
知
す
る

の
み
で
、
他
の
転
換
措
置
を
講
じ
な
い

場
合
は
、
本
条
違
反
を
問
わ
れ
る
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
�
正
社
員
へ
の
転
換
資

格
を
設
け
る
場
合
、
能
力
や
経
験
と
は

異
な
り
本
人
の
意
欲
や
努
力
等
に
よ
っ

て
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
要
件
（
例

え
ば
年
齢
の
上
限
を
設
け
る
等
）
を
設

定
す
る
と
、
同
法
１２
条
の
措
置
を
講
じ

た
と
さ
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

な
ど
に
留
意
し
、
対
応
す
べ
き
で
あ

る
。

【
労
働
紛
争
を
未
然
に
防
ぐ
心
得
】

労
働
紛
争
は
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
企
業
内

―３５―
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日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

の
苦
情
処
理
制
度
等
を
充
実
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
�
苦

情
の
相
談
窓
口
と
処
理
機
関
の
設
置
�

人
事
担
当
者
に
よ
る
相
談
受
付
�
社
内

ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
る
社
員
か
ら
の
意

見
聴
取
�
職
場
で
の
労
使
協
議
や
職
場

懇
談
会
の
実
施

な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。ま

た
、
派
遣
社
員
か
ら
団
体
交
渉
申

入
れ
を
受
け
た
場
合
、
派
遣
先
企
業
と

派
遣
労
働
者
と
は
、
雇
用
契
約
関
係
に

な
い
た
め
、
派
遣
先
企
業
は
、
派
遣
労

働
者
の
労
働
条
件
に
つ
き
、
団
体
交
渉

応
諾
義
務
を
負
わ
な
い
の
が
原
則
で
あ

る
が
、
労
働
紛
争
の
未
然
防
止
と
い
う

観
点
か
ら
、
実
務
上
に
お
い
て
は
、
団

体
交
渉
で
は
な
く
「
話
し
合
い
」
と
い

う
か
た
ち
で
、
誠
意
あ
る
対
応
を
と
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

質
疑
・
応
答

【
問
】
抵
触
日
を
迎
え
る
派
遣
社
員
を

直
接
雇
用
に
切
り
替
え
る
と
、
派
遣
社

員
の
期
間
に
積
み
上
げ
た
年
次
有
給
休

暇
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

何
も
補
償
す
る
必
要
は
な
い
の
か
。ま
た
、

抵
触
日
対
応
で
雇
用
形
態
を
切
り
替
え

る
と
き
、
労
働
者
自
身
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
問
題
が
発
生
す
る
だ
ろ
う
か
。

【
答
】
直
接
雇
用
に
切
り
替
え
る
こ
と

に
よ
り
、
雇
用
主
が
派
遣
元
企
業
か
ら

派
遣
先
企
業
に
変
わ
る
。
転
職
し
た
の

と
同
じ
で
あ
る
か
ら
年
次
有
給
休
暇
は

リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
当
然
で
あ
り
、
補
償

も
必
要
と
し
な
い
。

ま
た
、
雇
用
形
態
を
切
り
替
え
る
こ

と
に
よ
り
、
労
働
者
自
身
の
就
業
条
件

が
変
更
さ
れ
る
。
特
に
、
賃
金
・
処
遇

体
系
の
変
更
や
転
勤
の
有
無
等
に
つ
い

て
は
、
ト
ラ
ブ
ル
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多

い
の
で
、
雇
用
主
は
派
遣
社
員
を
直
接

雇
用
に
切
り
替
え
る
際
に
、
こ
れ
ら
の

点
を
十
分
に
説
明
し
、
労
働
者
の
納
得

を
得
る
よ
う
努
め
た
方
が
よ
い
。

提
言
「
国
民
全
員
で
支
え
あ
う

社
会
保
障
制
度
を
目
指
し
て
」

を
取
り
ま
と
め

―
公
費
負
担
中
心
な
ど
提
起
／

目
前
の
超
高
齢
化
社
会
に
対

応
日
本
経
団
連
（
御
手
洗
冨
士
夫
会

長
）
は
５
月
２０
日
、
提
言
「
国
民
全
員

で
支
え
あ
う
社
会
保
障
制
度
を
目
指
し

て
」
を
取
り
ま
と
め
た
。
政
府
が
今
年

１
月
、「
社
会
保
障
国
民
会
議
」
を
設

置
し
、
６
月
に
は
中
間
報
告
、
秋
に
は

最
終
報
告
を
取
り
ま
と
め
る
予
定
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
会
議
の
中
間
取

り
ま
と
め
に
経
済
界
の
考
え
方
を
反
映

さ
せ
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら
、
社
会

保
障
委
員
会
（
森
田
富
治
郎
委
員
長
、

井
手
明
彦
共
同
委
員
長
）
を
中
心
に
、

社
会
保
障
制
度
改
革
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
、
今
般
、
中
間
的
に
取
り
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。

■
基
本
方
向

「
Ｉ
�
基
本
方
向
」
で
は
、
社
会
保

障
制
度
の
現
状
と
改
革
に
あ
た
っ
て
の

基
本
理
念
を
示
し
て
い
る
。
老
年
人
口

に
対
す
る
生
産
年
齢
人
口
の
比
率
が
、

２
０
５
５
年
に
は
１
対
１
・
３
と
な
る

な
ど
、
人
口
構
造
が
大
き
く
変
化
す
る

中
、
世
代
間
扶
養
を
基
軸
と
し
て
社
会

保
障
制
度
を
維
持
す
る
の
は
困
難
に
な

っ
て
い
く
。
財
政
的
に
み
て
も
、
わ
が

国
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
、
さ
ら
に

国
民
年
金
の
未
納
・
未
加
入
問
題
を
は

じ
め
制
度
運
営
に
綻
び
も
生
じ
て
い
る

の
が
実
情
で
あ
る
。
提
言
で
は
、
こ
う

し
た
現
状
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
今
日
の

社
会
保
障
制
度
は
危
機
に
瀕
し
て
い
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
し
、
超

高
齢
化
社
会
が
目
前
に
迫
る
中
、
世
代

間
扶
養
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
国
民
全
体
で

支
え
る
公
費
負
担
中
心
へ
と
軸
足
を
移

し
て
い
く
な
ど
、
安
心
で
持
続
可
能
な

社
会
保
障
制
度
の
確
立
に
向
け
た
改
革

は
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ
る
と
強
調

し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
提
言
で
は
、

当
面
、「
信
頼
性
、
自
助
努
力
を
重
視

す
る
制
度
設
計
」「
経
済
活
力
の
向
上
・

財
政
運
営
と
の
両
立
」「
社
会
保
障
と

税
の
一
体
的
見
直
し
」
の
三
つ
を
基
本

原
則
と
し
て
改
革
に
取
り
組
む
べ
き
と

し
て
い
る
。

こ
の
基
本
原
則
の
下
、「
安
心
・
安

全
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築
」「
中
長

期
的
な
持
続
可
能
性
の
確
保
」
に
向
け

主
だ
っ
た
課
題
を
指
摘
し
て
い
る
。「
安

心
・
安
全
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築
」

で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
給
付
と

負
担
の
「
見
え
る
化
」
の
推
進
と
各
制

度
の
運
用
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
求

め
、「
中
長
期
的
な
持
続
可
能
性
の
確

保
」
に
関
し
て
は
、
社
会
保
障
給
付
と

負
担
と
の
一
体
的
改
革
の
重
要
性
を
強

調
す
る
と
と
も
に
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
制
度
横
断
的
な
見
直
し
が
必

要
と
し
、
現
役
期
に
は
自
立
・
自
助
を

促
進
す
る
方
向
で
の
見
直
し
を
、
高
齢

期
に
は
所
得
・
資
産
に
応
じ
た
給
付
と

負
担
の
仕
組
み
の
導
入
を
求
め
て
い
る
。

併
せ
て
、
財
政
健
全
化
、
税
制
抜
本
改

革
と
の
整
合
性
を
図
る
観
点
か
ら
、
社

会
保
険
料
負
担
か
ら
税
負
担
へ
と
シ
フ

ト
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
税
制
の
抜

本
改
革
に
あ
た
り
、
社
会
保
障
費
用
を

賄
う
た
め
、
消
費
税
で
対
応
す
る
関
係

を
明
確
に
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

■
各
論

「
�
�
各
論
」
で
は
、
こ
う
し
た
改

革
へ
の
基
本
的
な
理
念
を
踏
ま
え
た
上

で
、
年
金
制
度
、
医
療
・
介
護
保
険
制

度
な
ど
、
４
分
野
に
お
け
る
改
革
の
方

向
性
を
示
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

年
金
制
度
で
は
、
制
度
の
不
信
感
を
解

消
す
る
と
と
も
に
、
無
年
金
者
や
そ
の

予
備
軍
を
な
く
す
制
度
へ
と
改
革
す
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
基
礎
年
金
の
税
方

式
化
は
有
力
な
選
択
肢
と
な
り
得
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
医
療
・
介
護
保

険
制
度
に
お
い
て
は
、
効
率
化
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
国
民
全
体
で
支
え
る

と
の
観
点
か
ら
、
公
費
の
投
入
割
合
を

高
齢
者
人
口
の
増
加
ス
ピ
ー
ド
を
踏
ま

え
て
増
や
し
て
い
く
べ
き
と
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
少
子
化
対
策
と
し
て
は
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
量
的
拡
大
、
雇
用
政
策
と

し
て
は
労
働
市
場
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能

の
強
化
な
ど
、
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

な
お
、
同
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の

問
題
に
つ
い
て
今
後
、
さ
ら
に
掘
り
下

げ
た
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

「
自
立
し
た
広
域
経
済
圏
の
形

成
に
向
け
た
提
言
」
公
表

―
広
域
連
携
通
じ
た
地
域
の
競

争
力
強
化
策
提
案

日
本
経
団
連
は
５
月
２０
日
、「
自
立

し
た
広
域
経
済
圏
の
形
成
に
向
け
た
提

言
」を
公
表
し
た
。
同
提
言
は
、
地
域
に

広
域
連
携
に
よ
る
企
業
立
地
の
促
進
と

地
域
資
源
の
活
用
を
求
め
る
と
と
も
に
、

国
の
支
援
策
や
企
業
に
よ
る
地
域
活
性

化
へ
の
協
力
方
策
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
り
、
日
本
経
団
連
で
は
、
こ
う
し
た

国
を
挙
げ
た
取
り
組
み
こ
そ
が
自
立
し

た
広
域
経
済
圏
の
確
立
と
道
州
制
の
実

現
に
つ
な
が
る
も
の
と
位
置
付
け
て
い

る
。
同
提
言
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

■
広
域
連
携
に
よ
る
地
域
の
成
長
戦
略

の
策
定

―３６―



グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
激
化
や
人
口
減

少
社
会
の
到
来
等
、
わ
が
国
を
取
り
巻

く
内
外
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、経
団
連
ビ
ジ
ョ
ン「
希

望
の
国
、
日
本
」
で
め
ざ
す
豊
か
な
国

民
生
活
と
わ
が
国
全
体
の
競
争
力
強
化

を
図
る
た
め
に
は
、国
民
の
生
活
の
場
・

企
業
の
活
動
拠
点
で
あ
る
地
域
の
活
性

化
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
厳
し

い
財
政
制
約
の
中
、
地
域
活
性
化
の
た

め
に
大
規
模
な
財
政
出
動
を
行
う
こ
と

は
極
め
て
困
難
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

交
通
・
通
信
等
の
基
盤
整
備
に
よ
り
国

民
生
活
や
企
業
の
経
済
活
動
の
範
囲
が

広
域
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の

下
で
地
域
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
と
特
色
を
活
か
し
た

成
長
戦
略
を
、
国
民
・
企
業
の
生
活
圏
・

経
済
圏
に
合
わ
せ
た
広
域
的
な
地
域
連

携
の
下
で
策
定
し
、
そ
の
推
進
を
図
る

こ
と
で
あ
る
。

■
も
の
づ
く
り
の
機
能
強
化
を
通
じ
た

企
業
立
地
の
促
進

企
業
立
地
促
進
は
、
地
域
活
性
化
の

最
も
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
り
、
多

く
の
地
方
自
治
体
が
そ
の
促
進
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
よ
り
有
効
な
も
の
と
す
る
た

め
に
は
、
多
く
の
企
業
が
日
本
国
内
の

拠
点
に
求
め
て
い
る
「
も
の
づ
く
り
」

機
能
の
維
持
・
強
化
に
必
要
な
、
人
材

育
成
・
確
保
、
技
術
の
維
持
向
上
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
等
を
広
域
連
携
に
よ
り
重

点
的
に
整
備
す
る
こ
と
で
あ
る
。
同
時

に
、
企
業
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
共
有
し
各

種
の
行
政
手
続
き
を
簡
素
・
迅
速
化
す

る
こ
と
も
強
く
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
地
域
に
は
、
農
林
水
産
業
、

観
光
業
、
独
自
技
術
を
持
つ
企
業
等
の

固
有
の
資
源
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
源

を
よ
り
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
も
、

自
治
体
間
が
連
携
し
て
産
品
の
販
路
拡

大
等
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

■
国
に
よ
る
地
域
の
広
域
連
携
へ
の
支

援国
は
地
域
の
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

補
完
し
支
援
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、

企
業
立
地
促
進
法
に
基
づ
き
主
務
大
臣

の
同
意
を
受
け
た
基
本
計
画
は
、
２
０

０
８
年
３
月
現
在
、
４２
道
府
県
１
０
８

件
を
数
え
て
い
る
も
の
の
、
県
境
を
越

え
た
広
域
的
な
計
画
は
い
ま
だ
存
在
し

な
い
。
国
は
地
域
の
広
域
的
な
取
り
組

み
を
重
点
的
に
推
進
・
支
援
す
べ
く
、

県
境
を
越
え
た
広
域
的
な
計
画
の
優
先

的
な
採
用
や
追
加
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

の
付
与
等
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
広
域
連
合
制
度
を
産
業
振
興

に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
道
州
制
へ
の

移
行
を
促
進
す
る
た
め
、
現
状
で
は
北

海
道
以
外
は
三
つ
以
上
の
都
府
県
が
合

併
し
な
い
と
対
象
と
な
ら
な
い
道
州
制

特
区
推
進
法
を
改
正
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
単

位
の
広
域
連
合
に
お
い
て
も
道
州
制
の

先
行
的
試
行
を
可
能
と
す
べ
き
で
あ
る
。

上
記
に
加
え
、
国
は
、
地
域
の
競
争

力
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
補
完
す

べ
く
、研
究
開
発
や
人
材
育
成
、基
幹
的

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
対
日
投
資
の

促
進
等
の
施
策
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

■
経
済
界
は
地
域
と
の
連
携
・
協
力
を

強
化

地
域
の
活
性
化
に
向
け
、
経
済
界
も

地
域
の
取
り
組
み
に
積
極
的
に
協
力
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
日
本
経
団
連

と
し
て
も
、
地
域
の
農
業
の
活
性
化
に

向
け
た
農
業
界
と
の
協
力
・
連
携
の
引

き
続
き
の
推
進
に
加
え
、
こ
の
提
言
の

公
表
を
機
に
、
全
会
員
（
０８
年
５
月
現

在
、
１
６
５
０
社
・
団
体
）
に
対
し
て
、

社
員
食
堂
等
に
お
け
る
地
元
農
産
物
の

積
極
的
活
用
（
地
産
地
消
）
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

ま
た
、
大
企
業
や
そ
の
Ｏ
Ｂ
の
有
す

る
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
域
の
中
小
企

業
等
の
活
性
化
に
活
か
す
た
め
、
経
済

産
業
省
が
実
施
す
る
Ｏ
Ｂ
人
材
と
中
小

企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
の
「
新

現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
事
業
」
に
つ

い
て
会
員
企
業
に
周
知
し
、
登
録
を
促

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

提
言
「
国
際
競
争
力
強
化
に
資

す
る
課
題
解
決
型
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
に
向
け
て
」
を
発

表―
「
課
題
解
決
に
向
け
た
オ
ー

プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

仕
組
み
」
な
ど

日
本
経
団
連
は
５
月
２０
日
、提
言「
国

際
競
争
力
強
化
に
資
す
る
課
題
解
決
型

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
向
け
て
」

を
発
表
し
た
。
同
提
言
は
、
欧
米
・
ア

ジ
ア
諸
国
が
成
長
力
強
化
に
し
の
ぎ
を

削
る
中
、
わ
が
国
の
国
際
競
争
力
強
化
、

地
球
規
模
の
課
題
解
決
に
向
け
た
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
力
を
高
め
る
べ
く
、

「
産
学
官
協
働
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
仕
組
み
」

「
科
学
技
術
政
策
の
推
進
体
制
」「
企

業
、
大
学
、
研
究
開
発
独
法
の
機
能
」

の
改
革
方
策
を
提
言
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
１
に
「
課
題
解
決
に
向
け
た
オ
ー

プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
」

に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
は
こ
れ
ま
で
、

産
学
官
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
が
一
堂

に
会
し
、
将
来
を
見
据
え
た
研
究
開
発

の
ビ
ジ
ョ
ン
や
、
そ
の
実
現
の
た
め
の

研
究
計
画
を
策
定
す
る
視
点
が
弱
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
産
業
界
が
主
導
的
な
役

割
を
担
い
、
産
学
官
協
働
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
創
設
し
、
国
際
競
争
力
の

源
泉
と
な
る
技
術
領
域
の
戦
略
研
究
計

画
を
策
定
す
べ
き
と
提
言
し
て
い
る
。

そ
の
実
現
に
向
け
、
日
本
経
団
連
と
し

て
も
、
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
の
把
握
等
に

努
め
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
取
り
組
み

に
発
展
す
る
よ
う
関
係
方
面
に
働
き
か

け
る
こ
と
を
う
た
っ
た
。
政
府
に
お
い

て
も
、
関
係
府
省
・
大
学
・
独
法
・
地

方
自
治
体
等
の
参
加
を
奨
励
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
成
果
を
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
認
定
し
、
重
点
的
に
資
源
を

配
分
す
る
仕
組
み
を
創
設
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
。

そ
の
他
、
道
州
制
も
に
ら
ん
だ
世
界

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
拠
点
の
形
成
、
社
会
還

元
加
速
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
特
区
制
度
と

の
連
携
、
先
端
融
合
領
域
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
創
出
拠
点
の
見
直
し
、
科
学
技
術

政
策
と
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
の
連
携
等
を
提
言
し

て
い
る
。

第
２
に
「
科
学
技
術
政
策
の
推
進
体

制
の
整
備
・
充
実
」
と
し
て
、
政
府
の

第
３
期
科
学
技
術
基
本
計
画
で
掲
げ
た

５
年
間
の
政
府
研
究
開
発
投
資
の
総
額

目
標
２５
兆
円
の
達
成
が
危
ぶ
ま
れ
る
現

状
に
か
ん
が
み
、
政
府
が
２
０
０
９
年

度
予
算
編
成
に
お
い
て
目
標
達
成
を
強

く
コ
ミ
ッ
ト
し
、
特
に
地
球
規
模
の
課

題
解
決
に
資
す
る
予
算
を
抜
本
的
に
拡

充
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

ま
た
、
科
学
技
術
政
策
の
司
令
塔
た

る
総
合
科
学
技
術
会
議
の
機
能
強
化
に

向
け
、
国
家
的
課
題
に
つ
い
て
、
総
合

科
学
技
術
会
議
が
府
省
の
枠
を
超
え
運

用
す
る
特
別
の
予
算
枠
を
既
存
予
算
の

増
分
と
し
て
創
設
す
る
と
と
も
に
、
国

際
競
争
力
強
化
の
観
点
か
ら
勧
告
・
評

価
を
行
う
組
織
を
新
設
す
べ
き
と
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
有
識
者
議
員
の
構
成

も
見
直
し
、
産
業
界
出
身
者
を
１
名
以

上
増
員
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
。

第
３
に
「
研
究
開
発
独
法
、
大
学
の

課
題
」
と
し
て
、
研
究
開
発
独
法
に
つ

い
て
は
、
所
管
大
臣
が
策
定
す
る
中
期

目
標
に
お
い
て
成
果
目
標
や
達
成
時
期

等
を
具
体
的
に
記
載
す
る
こ
と
等
を
求

め
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
等
の
人
材
育

―３７―



成
に
つ
い
て
は
、
修
士
課
程
に
お
け
る

研
究
者
向
け
と
技
術
者
向
け
の
複
線
型

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
設
定
、
学
生
や
教
員

の
海
外
留
学
の
機
会
の
増
大
等
を
指
摘

し
た
。

最
後
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の

今
後
の
課
題
と
し
て
、
２
０
１
１
年
度

か
ら
の
第
４
期
科
学
技
術
基
本
計
画
の

策
定
を
見
据
え
、
企
業
、
大
学
、
政
府
、

公
的
研
究
機
関
の
相
互
作
用
や
、
科
学

技
術
、
教
育
、
知
財
、
規
制
改
革
等
を

含
む
総
合
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策

に
つ
い
て
問
題
提
起
し
て
お
り
、
日
本

経
団
連
と
し
て
今
後
さ
ら
に
検
討
を
深

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

報
告
書
「
仕
事
・
役
割
・
貢
献
度

を
基
軸
と
し
た
賃
金
制
度
の
構

築
・
運
用
に
向
け
て
」
を
公
表

―
今
後
の
賃
金
の
方
向
性
提
示

／
賃
金
制
度
設
計
の
考
え
方

示
す

日
本
経
団
連
は
５
月
２０
日
、「
仕
事
・

役
割
・
貢
献
度
を
基
軸
と
し
た
賃
金
制

度
の
構
築
・
運
用
に
向
け
て
」
と
題
す

る
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
し
た
。

同
報
告
書
は
、
２
０
０
７
年
５
月
に

発
表
し
た
提
言
「
今
後
の
賃
金
制
度
に

お
け
る
基
本
的
な
考
え
方
－
従
業
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
賃
金
制
度

の
構
築
に
向
け
て
」
の
内
容
を
深
掘
り

し
、
年
齢
や
勤
続
年
数
に
偏
重
し
た
年

功
型
賃
金
か
ら
、
仕
事
・
役
割
・
貢
献
度

を
基
軸
と
し
た
賃
金
制
度
へ
の
移
行
に

あ
た
り
、
参
考
と
な
る
賃
金
制
度
設
計

の
考
え
方
を
示
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
同
報
告
書
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

■
第
１
章

賃
金
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
と
課
題

重
視
す
べ
き
賃
金
決
定
要
素
が
、
年

齢
・
勤
続
年
数
か
ら
、「
仕
事
」
そ
の

も
の
を
中
心
に
労
働
市
場
に
お
け
る
需

給
関
係
、
企
業
の
支
払
能
力
、
人
材
の

確
保
と
定
着
、
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
維
持
・
向
上
へ
と
シ
フ
ト
し
て

い
る
。

「
企
業
戦
略
」
や
「
公
正
性
」
を
め

ぐ
る
環
境
変
化
に
伴
い
、
賃
金
制
度
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
が
、
中
で

も
、
激
化
す
る
競
争
環
境
下
で
雇
用
の

維
持
・
創
出
を
図
る
た
め
に
は
、
企
業

の
支
払
能
力
に
基
づ
く
賃
金
決
定
が
重

要
で
あ
る
。

■
第
２
章

今
後
の
賃
金
の
方
向
性

今
後
の
賃
金
制
度
は
仕
事
・
役
割
・

貢
献
度
を
基
軸
と
し
た
賃
金
制
度
と
す

る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
そ
の
た
め
に
は
、

仕
事
・
役
割
・
貢
献
度
と
処
遇
の
相
関

を
強
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
個
人
の
成
長
と
企
業
の

成
長
を
同
時
に
も
た
ら
す
効
果
が
期
待

さ
れ
る
。
な
お
、
仕
事
・
役
割
・
貢
献

度
を
基
軸
と
し
た
代
表
的
な
賃
金
項
目

と
し
て
、
職
務
給
、
役
割
給
、
発
揮
さ

れ
た
能
力
に
よ
る
職
能
給
、貢
献
給（
業

績
給
・
成
果
給
）
な
ど
が
あ
る
。

■
第
３
章

賃
金
制
度
設
計
上
の
留
意

点

賃
金
制
度
を
設
計
す
る
に
あ
た
り
、

企
業
戦
略
と
の
整
合
性
を
図
る
視
点
か

ら
、
シ
ン
プ
ル
で
わ
か
り
や
す
い
制
度

と
す
る
こ
と
、
人
材
育
成
と
中
長
期
的

な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
に
資
す
る
賃

金
制
度
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
公
正
性
の
視
点
か
ら
、
公
正
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
機
会
の
確
保
・
充
実
を
図

る
た
め
に
、
仕
事
、
役
割
、
発
揮
能
力

な
ど
の
基
準
の
明
確
化
が
重
要
で
あ
る
。

具
体
的
な
賃
金
体
系
に
つ
い
て
は
、

企
業
に
よ
っ
て
業
態
や
仕
事
特
性
が
異

な
る
こ
と
か
ら
、
全
従
業
員
に
同
一
の

賃
金
項
目
を
適
用
す
る「
単
一
型
体
系
」、

あ
る
い
は
、
定
型
的
な
職
務
に
就
く
層

と
、
非
定
型
的
な
職
務
に
就
く
層
で
適

用
す
る
賃
金
項
目
を
変
え
る
「
複
線
型

体
系
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
考
え

ら
れ
る
。

ま
た
、
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
の
み

を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
制
度
趣

旨
ど
お
り
に
運
用
す
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。

さ
ら
に
、
賃
金
水
準
に
つ
い
て
は
、

労
働
生
産
人
口
の
減
少
に
伴
い
、
需
給

関
係
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
ほ
か
、

各
社
の
生
産
性
の
違
い
を
前
提
に
、
各

社
が
主
体
的
に
賃
金
決
定
す
る
べ
き
で

あ
る
。

日
本
経
団
連
は
、
各
企
業
が
、
仕
事
・

役
割
・
貢
献
度
を
基
軸
と
し
た
賃
金
制

度
の
構
築
に
向
け
取
り
組
む
際
の
参
考

と
な
る
よ
う
、
同
報
告
書
を
冊
子
と
し

て
刊
行
し
、
会
員
企
業
を
は
じ
め
広
く

周
知
し
て
い
く
。

冊
子
の
購
入
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
日
本
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス

（
電
話
０
３
‐
５
２
０
４
‐
１
９
２
２
）

ま
で
。

「
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
お
け
る
中

小
企
業
の
生
産
性
向
上
の
方
向

性
」
を
発
表

―
生
産
性
向
上
へ
方
策
提
供

日
本
経
団
連
は
５
月
２０
日
、
報
告
書

「
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
お
け
る
中
小
企
業

の
生
産
性
向
上
の
方
向
性
」
を
発
表
し

た
。
同
報
告
書
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の

中
小
企
業
に
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
考
え
方
や
方
策
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
今
後
の
企
業
経
営
の
参

考
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

同
報
告
書
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

■
先
進
諸
国
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
産
業

の
動
向
と
わ
が
国
の
現
状

現
在
、
先
進
諸
国
に
お
い
て
、
名
目

Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
雇
用
者
に
占
め
る
サ
ー
ビ
ス

産
業
の
比
重
が
高
ま
っ
て
い
る
。
サ
ー

ビ
ス
産
業
の
シ
ェ
ア
拡
大
を
受
け
、
各

国
で
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
育
成
の
た
め
に
、

研
究
開
発
体
制
の
強
化
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
規
制
改
革
な
ど
を
積
極
的
に
進
め

て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
も
サ
ー
ビ
ス

産
業
の
比
重
は
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
政
府
は
こ
こ
数
年
、
サ
ー
ビ
ス

産
業
育
成
の
た
め
の
施
策
を
次
々
と
打

ち
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

■
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
中
小
企
業
に
求
め

ら
れ
る
生
産
性
向
上
の
取
り
組
み

�
サ
ー
ビ
ス
の
特
性
と
わ
が
国
の
特
徴

サ
ー
ビ
ス
は
、
�
同
時
性
�
無
形
性

�
非
反
復
性

と
い
う
特
性
を
持
っ

て
い
る
た
め
、「
利
用
コ
ス
ト
（
交
通

費
、
移
動
時
間
等
）
が
大
き
い
」「
輸

送
が
困
難
」「
在
庫
が
不
可
能
」
等
の

特
徴
を
持
つ
。

こ
の
よ
う
な
特
性
を
踏
ま
え
た
上
で
、

日
本
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
概
観
す
る
と
、

次
の
４
つ
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。

１
�
高
コ
ス
ト
構
造
（
人
件
費
、
土

地
、
公
共
料
金
等
）

２
�
サ
ー
ビ
ス
の
無
形
性
が
も
た
ら

す
価
格
設
定
の
難
し
さ

３
�
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
に
対
す
る
信

頼
性
の
確
保
の
難
し
さ
（
サ
ー
ビ

ス
の
品
質
を
測
る
基
準
が
あ
い
ま

い
等
）

４
�
参
入
障
壁
の
低
さ
と
厳
し
い
競

争
環
境

�
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
中
小
企
業
に
求
め

ら
れ
る
取
り
組
み

サ
ー
ビ
ス
産
業
に
お
け
る
企
業
が
競

争
力
を
高
め
、
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
、
サ
ー
ビ
ス
の
特
性
を
踏
ま
え
た
上

で
、
新
た
な
需
要
を
喚
起
し
、
供
給
能

力
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

需
要
獲
得
の
た
め
の
方
策
と
し
て
は
、

消
費
者
行
動
の
フ
ェ
ー
ズ
に
応
じ
た
戦

略
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
一
般
的
に
消

費
者
は
５
つ
の
行
動
フ
ェ
ー
ズ
を
取
る

と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、�
欲
求
・

認
識
�
情
報
収
集
�
評
価
�
購
入
�
購

―３８―



入
後
の
評
価

と
い
う
フ
ェ
ー
ズ
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
各
フ
ェ
ー
ズ
に
応
じ

た
適
切
な
取
り
組
み
を
い
か
に
実
施
す

る
か
が
企
業
の
検
討
課
題
と
な
る
。

供
給
能
力
（
�
競
争
力
）
の
強
化
の

た
め
に
は
、
�
高
度
な
能
力
を
持
っ
た

人
材
の
育
成
�
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る

知
識
集
約
型
産
業
へ
の
転
換
の
促
進

が
求
め
ら
れ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、

経
営
者
が
策
定
し
た
戦
略
を
実
践
す
る

「
ミ
ド
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と
「
現

場
従
業
員（
コ
ン
タ
ク
ト
・
パ
ー
ソ
ン
）」

を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

新
規
顧
客
獲
得
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

発
展
、
企
業
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
円
滑
化
な
ど
、
戦
略
的
な
活
用
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

�
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
展
開
し
て
い
く
た

め
の
環
境
整
備

今
後
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
展
開
し
て

い
く
上
で
は
、
�
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
機
能
の
充
実
・
拡
大
を
図
る
こ
と
で
、

地
域
経
済
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
�
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
の
促
進
な
ど
、
政
府
支
援
策

を
有
効
活
用
し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る

こ
と

の
２
点
が
必
要
で
あ
る
。

■
今
後
の
課
題

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
今
後
の
課
題
と
し

て
は
、
�
少
子
高
齢
化
へ
対
応
す
る
こ

と
�
「
サ
ー
ビ
ス
」
に
対
す
る
考
え
方

を
見
直
し
、
再
整
理
す
る
こ
と
�
経
済

の「
サ
ー
ビ
ス
化
」の
進
展
に
対
応
し
て

い
く
こ
と

の
３
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍、、転転職職ををササポポーートト！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

企業間の出向・移籍のお手伝いや転職を希望する在職者の方の
職業相談・職業紹介を行っております。
経験豊かで優秀な人材を紹介いたします。

無 料
情報の提供、相談、
あっせん等の費用
はかかりません。

出向・移籍の専門機関

全国ネット
全国４７都道府県の
事務所の情報を提
供します。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

埼玉
事務所

―３９―
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第
三
回
利
根
会
長
杯
争
奪
会
員
親
睦
ゴ
ル

フ
大
会
が
、
六
月
十
一
日
�
、
武
蔵
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
豊
岡
コ
ー
ス
に
お
い
て
十
八
名

が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
は
、
藤
池
誠
治
競
技
副
委
員
長（
デ
サ
ン
・

代
表
取
締
役
）
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、
細

沼
哲
夫
競
技
委
員
長
（
日
本
伸
管
・
代
表
取

締
役
）の
開
会
挨
拶
、初
参
加
者
四
名
の
方
々

の
紹
介
、
そ
し
て
、
昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
背
景
に
記
念
撮
影
が
行

わ
れ
た
。

当
日
は
梅
雨
入
り
し
た
さ
な
か
の
開
催
で

あ
っ
た
が
、
天
候
に
は
恵
ま
れ
、
さ
わ
や
か

さ
を
も
感
じ
ら
れ
る
中
、プ
レ
ー
は
ア
ウ
ト
・

イ
ン
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
コ
ー
ス

は
、
実
質
的
に
は
日
本
一
バ
ン
カ
ー
が
多
い

と
も
言
わ
れ
て
い
る
難
易
度
に
加
え
、
来
年

は
日
本
オ
ー
プ
ン
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
既

に
フ
ェ
ア
ウ
エ
ー
を
狭
め
る
な
ど
、
更
に
タ

フ
な
コ
ー
ス
に
改
造
中
で
あ
り
、
設
計
者
の

思
惑
に
は
ま
り
、
参
加
者
の
多
く
の
方
々
が

思
い
の
ほ
か
手
こ
ず
る
場
面
が
あ
っ
た
。

利
根
会
長
杯
（
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
）
は
、

ア
ウ
ト
四
十
八
、
イ
ン
四
十
七
、
グ
ロ
ス
九

十
五
、
ネ
ッ
ト
七
十
一
で
、
水
島
達
也
氏（
ユ

ニ
ッ
ク
ス
・
会
長
）
が
初
優
勝
し
た
。
準
優

勝
は
ア
ウ
ト
四
十
二
、
イ
ン
四
十
三
、
グ
ロ

ス
八
十
五
、
ネ
ッ
ト
七
十
一
・
八
で
藤
倉
孝

治
氏
（
幸
手
都
市
ガ
ス
・
社
長
）
が
受
賞
し

た
。
お
二
人
と
も
同
時
に
シ
ニ
ア
の
部
も
受

賞
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
の
部
で
は
高
口

邦
輔
氏
（
日
本
リ
ハ
ビ
リ
・
会
長
）
が
、
ア

ウ
ト
四
十
六
、
イ
ン
四
十
九
、
ネ
ッ
ト
七
十

七
と
い
つ
も
な
が
ら
の
安
定
し
た
プ
レ
ー
で

優
勝
、
ベ
ス
グ
ロ
賞
は
藤
倉
氏
（
既
述
）
が

獲
得
し
た
。

（
主
な
成
績
は
別
表
の
通
り
）

表
彰
式
・
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
利
根
会
長

も
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
細
沼
競
技
委
員

長
が
開
会
を
宣
し
、
利
根
会
長
が
挨
拶
し
た

後
、
吉
野
寛
治
競
技
委
員（
吉
野
電
化
工
業
・

社
長
）
が
乾
杯
を
発
声
し
た
上
で
、
表
彰
式

へ
と
移
っ
た
。
会
長
杯
、
準
優
勝
杯
は
利
根

会
長
よ
り
水
島
氏
・
藤
倉
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
授

与
さ
れ
た
。

懇
親
会
は
各
賞
を
獲
得
さ
れ
た
方
々
や
初

参
加
者
の
方
々
の
ス
ピ
ー
チ
を
始
め
、
参
加

者
か
ら
は
珍
プ
レ
ー
や
自
社
ピ
ー
ア
ー
ル
な

ど
も
紹
介
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

当
初
の
目
的
の
懇
親
が
は
か
ら
れ
た
。

な
お
、
次
回
は
、
十
一
月
五
日
�
武
蔵
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
笹
井
コ
ー
ス
で
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。

水水
島島
氏氏
（（
ユユ
ニニ
ッッ
クク
スス

会会

長長

））
がが
初初
ＶＶ

第
３
回
利
根

会
長
杯
争
奪

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

第３回利根会長杯、親睦ゴルフ大会主要結果
平成２０年６月１１日� 武蔵カントリークラブ 豊岡コース

１．上位入賞者 （ダブルペリア）〈敬称略〉

各 賞

ベスグロ

２．シニアの部

同 上

同 上

３．グランドシニアの部

ネット

７１．０

７１．８

７４．８

７４．８

７４．８

７７．０

HC

２４．０

１３．２

１３．２

２５．２

２５．２

１８．０

グロス

９５

８５

８８

１００

１００

９５

イン

４７

４３

４５

５０

５０

４９

アウト

４８

４２

４３

５０

５０

４６

役職名

会 長

社 長

社 長

社 長

副支店長

会 長

社 長

会 長

会 社 名

ユニックス

幸手都市ガス

東京ビルサービス

飯能生コン工業

関 電 工

ユニックス

幸手都市ガス

日本リハビリ

氏 名

水島 達也

藤倉 孝治

石川 卓

宮寺 治貞

松谷 勝

水島 達也

藤倉 孝治

高口 邦輔

順 位

優 勝

準優勝

３位

４位

５位

優 勝

準優勝

優 勝

細
沼
競
技
委
員
長
に
よ
る
挨
拶
と

懇
親
会
風
景

利
根
会
長
か
ら
水
島
氏
（
写
真
右
）
へ

会
長
杯
が
授
与
さ
れ
た

準
優
勝
杯
を
受
け
る
藤
倉
氏
（
写
真
右
）

全
員
で
記
念
撮
影

―４０―
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新新
企企
画画『『
トト
ッッ
ププ
セセ
ミミ
ナナ
ーー
』』

会
費
無
料

定
員
百
名

「
内
部
統
制
」「
企
業
倫
理
」テ
ー
マ
に

埼
玉
音
楽
文
化
協
会
（
会
長
�
利
根

忠
博
本
会
会
長
）
の
第
四
十
三
回
定
時

総
会
を
六
月
十
九
日
�
、
テ
プ
コ
ソ
ニ

ッ
ク
三
一
階
ス
カ
イ
ル
ー
ム
で
開
催
し
、

十
三
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
い
た
。

利
根
会
長
は
、
出
席
者
へ
の
お
礼
を

述
べ
、「
当
埼
玉
音
協
は
埼
玉
県
経
営

者
協
会
の
下
部
組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
、

間
も
な
く
四
三
年

目
を
迎
え
ま
す
。

最
近
で
は
世
の
中

の
多
様
化
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
よ
り
、
音
協

活
動
は
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
お
り
、

全
国
的
に
音
協
組

織
の
あ
り
か
た
も

考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
変
化
の

時
代
へ
と
差
し
掛

か
っ
て
お
り
ま
す
。

本
日
の
総
会
で
は
、

今
後
の
企
画
・
運

営
に
つ
き
ま
し
て
、

皆
様
か
ら
も
忌
憚

の
な
い
ご
意
見
を
拝
聴
さ
せ
て
頂
き
、

意
見
交
換
の
場
が
持
て
ま
す
な
ら
ば
誠

に
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
挨
拶
、

そ
の
後
会
長
が
議
長
を
つ
と
め
議
事
は

進
行
し
た
。

議
事
は
、
平
成
十
九
年
度
事
業
報
告

な
ら
び
に
決
算
報
告
、
平
成
二
十
年
度

事
業
計
画
案
な
ら
び
に
収
支
予
算
案
が

上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。

そ
の
他
の
議
事
と
し
て
、
野
上
専
務

理
事
よ
り
、
各
地
音
協
の
活
動
状
況
な

ど
の
報
告
が
な
さ
れ
、
今
後
の
音
協
活

動
・
運
営
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。
今
後
の
音
協
活
動
・
運
営
に

つ
い
て
は
、
活
動
の
方
向
性
や
県
や
教

育
委
員
会
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
に

よ
る
県
内
文
化
・
芸
術
活
動
の
普
及
・

推
進
事
業
な
ど
、
今
年
度
中
に
方
針
案

を
提
示
す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。

今
年
度
の
主
催
事
業
で
は
、
十
二
月

十
九
日
に
は
昨
年
好
評
だ
っ
た
「
三
遊

亭
歌
之
介
独
演
会
」、
二
月
頃
に
も
落

語
の
主
催
公
演
を
予
定
す
る
。

最
後
に
藤
池
誠
治
副
会
長
（
�
デ
サ

ン

代
表
取
締
役
社
長
）
が
閉
会
の
挨

拶
を
行
な
い
総
会
は
終
了
し
た
。

総
会
後
の
懇
談
会
で
は
、
出
席
者
に

よ
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
主
催
事
業

の
内
容
や
動
員
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の

意
見
が
出
さ
れ
、
最
後
に
野
上
専
務
理

事
の
挨
拶
で
終
了
し
た
。

本
会
は
、
今
年
度
の
新
た
な
企
画
と

し
て
、「
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

第
一
回
目
の
今
回
は
、
昨
今
急
速
に

関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
「
内
部
統

制
」
と
「
企
業
倫
理
」
を
取
り
上
げ
、

第
一
人
者
と
し
て
名
高
い
鳥
飼
重
和
弁

護
士
を
講
師
に
お
迎
え
致
し
ま
す
。
交

流
会
の
開
催
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

大
変
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
で
す
の
で
、

今
回
ご
参
加
い
た
だ
く
方
は
原
則
と
し

て
、
役
員
の
方
々
に
限
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

先
着
順
に
て
締
め
切
り
ま
す
の
で
、

お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

�
�
日
時
・
場
所
・
内
容

日
時
�
平
成
２０
年
９
月
２５
日
�

【
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
】

１３
時
３０
分
〜
１６
時
４０
分

会
場
�
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
４
階

「
４
０
４
会
議
室
」

１
�
内
部
統
制
と
企
業
倫
理

―
企
業
の
成
長
の
た
め
に
―

１３
時
４５
分
か
ら
２
時
間

講
師
�
鳥
飼
重
和
弁
護
士

２
�
Ｑ
Ｃ
活
動
優
秀
事
例
発
表
会

１６
時
か
ら
３０
分

Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
埼
玉
地
区
「
春
季

発
表
大
会
」
優
秀
チ
ー
ム
に
よ
る

事
例
発
表

【
交
流
会
】

会
場
�
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

３
階

「
チ
ェ
リ
ー
ル
ー
ム
」

今
年
度
中
に
方
針
案
提
示

音
協

総
会

変
化
の
時
代
迎
え
意
見
交
換

会
費
無
料
、
定
員
１
０
０
名

申
込
み
は
本
会
事
務
局
へ

埼
玉
音
協
定
時
総
会

―４１―
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２００８年度 第４４期

実務のための変革時代の労働法ゼミナール開催のご案内
社団法人 埼玉県経営者協会

（全８講 ３４時間３０分コース ２００８年１０月～２００９年１月）
１年１期のみの開催です。この機会を逃すことなく奮ってご参加ください。今年で開講満３４周年になります。

企画指導・安西 �弁護士，高井伸夫弁護士
ご指導講師

埼玉労働局労働基準部
監督課長 小島悟司氏

弁護士 安西 �氏

弁護士 渡邊 岳氏

弁護士 木下潮音氏

弁護士 安西 �氏

弁護士 外井浩志氏

弁護士 岩本充史氏

弁護士 山中健児氏

弁護士 岡芹健夫氏

注）詳細のご案内状は後日お届けいたします。（本表では一部テーマなど予定もありますので多少の変更はご容赦下さい。）
会 費�全講参加：全講一括参加 会 員 １１７，５００円

（１名に付） 非会員 １４２，５００円
�特定講参加：�第２・３・５・ 会 員 １３，０００円
（１講・１名に付）７ ・ ８ 講 非会員 １６，０００円

�第 １ ・ ６ 講 会 員 １７，０００円
非会員 ２０，０００円

�第 ４ 講 会 員 ２３，０００円
非会員 ２７，０００円

◎会費振込み先：埼玉りそな銀行 大宮西支店 埼玉県経営者協会名義 普通預金口座 �３７２２１２、または武蔵野銀行 本店 同名義 同口座 �０４４４１９
申込・問い合わせ先 〒３３０‐８６６９ さいたま市大宮区桜木町１―７―５ ソニックシティビル９階

社団法人 埼玉県経営者協会 担当：法規部 会場は事務局と同じ住所（大宮駅西口正面２００�）
TEL０４８（６４７）４１００	 FAX０４８（６４１）０９２４【会場・ソニックシティビル TEL０４８（６４７）４１１１	】

※参加お申込は FAXでも可能です。後程参加費をお振込み下さい。または、申込書に参加費を添えて現金書留でお送り下さい。
※全講一括ご参加（その場合は交代出席も可能です）はもとより、ご希望の個別講分割参加も可能です。
◎定員 各講 ５０名（申込先着順〆切）

テ ー マ（仮題）

一般労働条件管理にあたっての問題点と対策について
～労働基準法等に沿った実務のポイント～

企業のリスク管理からみた労働契約の
ポイントと社員の義務

出張・配転・転勤・出向・転籍などの
人事異動と退職・解雇・懲戒などの人
事をめぐる実務と法律問題

最近の女性労働（男女雇用均等、セク
ハラ、育児・介護を含めて）、新パー
ト法などをめぐる実務と法律問題

こんな場合どうするか、社員の日常管
理上のトラブル防止と対策のゼミ
《事例研究ゼミナール》
～ケース・スタディを中心に交流会を
含めた研修～

労働安全衛生と労働災害、職業病、過
労死、過労自殺等をめぐる実務と法律
問題

労働時間、フレックスタイム、外勤・出
張、裁量労働、休憩、休日、休暇、三六
協定、割増賃金などの実務と法律問題

今日的な人事制度改定（成果主義賃金
制度の導入、残業定額払の導入、「管
理職」の範囲の見直し、人件費の削減
など）に伴う法律問題と実務対策

労働組合活動の変化と対応について～
労働組合運動の最近の傾向と法律的対
応（労働組合の最近の趨勢、労働組合結
成・介入時の対応、団体交渉対応、労働
協約、労働組合活動の自由と限界等）～

労働行政

労働関係の
基礎と社員
の取扱いの
ポイント

人 事 の 流
動・多様化
と解雇・懲
戒の変化

女性、
パート
の時代

事例研究
ゼミナール

安全配慮
時代

労働時間
と割増
賃金問題

経営環境
の変化と
見直し

組合活動
の変化

時 間

１０：００～
１２：３０

１３：３０～
１６：４５

１３：１０～
１６：４５

１３：１０～
１６：４５

１３：１０～
１８：３０

（ゼミナール）
１８：４５～

２０：３０
（名刺交換交流会）

１３：１０～
１６：４５

１０：００～
１６：４５

１３：１０～
１６：４５

１３：１０～
１６：４５

日程・会場

１０月１５日�
大宮ソニックシティビル
９０５研修室（９階）

１０月２３日�
同上

９０１研修室（９階）

１１月６日�
同上

９０１研修室（９階）

１１月１４日�
同上

９０５研修室（９階）

１２月２日�
同上

９０１研修室（９階）

１２月１８日�
同上

９０５研修室（９階）

２００９年１月１５日�
同上

９０１研修室（９階）

１月２２日�
同上

９０１研修室（９階）

講番号

第１講

第２講

第３講

第４講

第５講

第６講

第７講

第８講

）法改正時代の体系的な
労働法の研修を�（

お茶代、テキスト代、参考図書代（講によって配布）、講座用法規
集代、消費税などの費用を含みます。（但し法規集はお申込者１名
に付１冊）、全講参加お申込の場合、交代参加も結構です。
第１・６講は昼食代を含みます。第４講は夕食兼懇親会費などを含
みます。講義時間には休憩・質問時間、第１・６講は昼食時間（約
１時間）が含まれています。
受付はいずれも開講１０分前頃から。

―４２―



���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

五
月
一
六
日
〜
七
月
一
五
日

�音
�
埼
玉
音
協

◆
五
・
二
一

青
年
経
営
者
部
会
平
成

二
〇
年
度
定
時
総
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
大
宮
）

◆
六
・
一
一

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

（
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
）

◆
六
・
一
八

第
二
六
期
担
当
者
養
成

講
座
第
一
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
一
九

�音
平
成
二
〇
年
度
定
時

総
会
（
テ
プ
コ
ソ
ニ
ッ
ク
）

◆
六
・
二
五

担
当
者
養
成
講
座
第
二

講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）・
第
二
九

次
小
笠
原
洋
上
研
修
ス
タ
ッ
フ
会
議

（
事
務
局
会
議
室
）

◆
六
・
二
八

平
成
二
〇
年
度
欧
州
社

会
経
済
視
察
（
〜
七
・
六
）

◆
七
・
一

労
務
管
理
講
座
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二

担
当
者
養
成
講
座
第
三
講

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
六

第
三
六
回
埼
玉
県
実
業
団

剣
道
大
会
（
解
脱
錬
心
館
）

◆
七
・
八

担
当
者
養
成
講
座
第
四
講

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
九

第
二
九
次
小
笠
原
洋
上
研

修
下
見
（
〜
七
・
一
四
）

�
対
象
者

渋
沢
栄
一
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
よ
う
な
企
業

活
動
と
社
会
貢
献
を
行
っ
て
い
る
、
企
業
又

は
企
業
経
営
者
と
し
ま
す
。

★
渋
沢
栄
一
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
よ
う
な
企
業
活
動
と
社
会

貢
献
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
当
時
の
渋
沢
栄
一
は
、

�
企
業
を
発
展
さ
せ
国
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
は
、「
論

語
」
を
拠
り
所
に
道
徳
と
経
済
の
一
致
を
常
に
心
が
け

る
。（
道
徳
経
済
合
一
説
）

�
多
く
の
人
々
の
知
恵
と
資
金
を
集
め
、
自
由
で
活
発
な

企
業
活
動
を
展
開
し
て
、
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る
。

�
市
場
経
済
の
中
で
、
取
り
残
さ
れ
が
ち
な
弱
者
を
支
援

す
る
社
会
福
祉
や
、
社
会
の
基
盤
と
し
て
大
切
な
教
育

に
も
力
を
入
れ
る
。

な
ど
を
一
生
か
け
て
努
力
し
ま
し
た
。

○
現
代
に
置
き
換
え
る
と
、
企
業
倫
理
に
則
り
健
全
か
つ
優

れ
た
経
営
を
行
い
、

�
社
会
の
新
し
い
課
題
へ
対
応
す
る
な
ど
、
豊
か
な
社
会

を
実
現
す
る
た
め
の
先
駆
的
な
企
業
活
動
を
行
っ
て
い

る
企
業

�
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
福
祉
や
教
育
、

文
化
、
ま
ち
づ
く
り
等
の
社
会
貢
献
を
行
っ
て
い
る
企

業
な
ど
の
経
営
者
で
す
。

�
原
則
と
し
て
、
中
小
企
業
や
い
わ
ゆ
る
中
堅
企
業
の
経

営
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
上
場
の
有
無
は
問
い
ま

せ
ん
。

�
企
業
又
は
企
業
経
営
者
が
対
象
で
す
の
で
、
事
業
所
単

位
（
支
店
、
営
業
所
、
工
場
等
）
の
代
表
者
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

�
応
募
方
法

関
係
団
体
や
国
、
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
の

推
薦
と
し
ま
す
（
自
薦
は
不
可
）。

推
薦
に
当
た
っ
て
は
、
渋
沢
栄
一
賞
推
薦
書
に
記
入
の
上
、

必
要
な
書
類
を
付
け
て
、「
４
の
応
募
先
」
ま
で
郵
便
又
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/A
07/BA

00/
sibusaw

a/sibusaw
a.index.htm

l

●
関
係
団
体
の
例

�
商
工
会
議
所
、
商
工
会
な
ど
の
商
工
関
係
団
体

�
経
営
者
協
会
な
ど
の
経
済
関
係
団
体

�
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
福
祉
関
係
団
体

�
日
本
赤
十
字
社
な
ど
の
医
療
関
係
団
体

�
各
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
、
青
年
会
議
所

	
教
育
機
関
、
国
際
交
流
団
体

※
推
薦
可
能
な
団
体
か
ど
う
か
が
不
明
の
場
合
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
選
考
方
法

渋
沢
栄
一
賞
選
考
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て

埼
玉
県
知
事
が
決
定
し
ま
す
。

●
選
考
委
員

委
員
長

利
根

忠
博



埼
玉
県
経
営
者
協
会
会
長

副
委
員
長

渋
沢

雅
英

�
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
理
事
長

委

員

新
井

家
光

深
谷
市
長

岡
村

正

日
本
商
工
会
議
所
会
頭

清
家

孝

全
国
商
工
会
連
合
会
会
長

上
田

惇
生

も
の
つ
く
り
大
学
名
誉
教
授

後
藤

祥
子

日
本
女
子
大
学
学
長
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�
応
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切

平
成
２０
年
１０
月
１０
日
�

�
発

表

平
成
２１
年
１
月
に
発
表
し
、
２
月
に
表
彰
式
を
行
う
予
定

で
す
。

受
賞
者
に
は
、
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

七
月
は
「
文
月
」
と
も
い
い
ま
す
が
、

織
女
と
い
う
名
に
あ
や
か
っ
て
女
子
の
裁

縫
や
習
字
の
上
達
を
願
う
意
味

で
、
五
色
の
短
冊
に
文
字
を
書

い
て
笹
竹
に
吊
る
し
た
り
し
ま

す
の
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
「
文

月
」
と
も
い
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

最
近
は
こ
の
文
字
離
れ
が
多

く
な
っ
て
お
り
、
出
版
社
の
不

況
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
読

む
文
化
」
か
ら
「
見
る
文
化
」

へ
間
違
い
な
く
移
行
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。

仕
事
の
関
係
上
い
ろ
い
ろ
な

方
と
お
会
い
す
る
機
会
が
多
い

の
で
す
が
、「
最
近
読
ん
だ
本

で
何
か
感
銘
を
受
け
た
も
の
は

あ
り
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
ま
す

と
、「
お
恥
ず
か
し
い
の
で
す

が
、
最
近
は
ま
っ
た
く
読
ん
で

お
り
ま
せ
ん
」
と
返
っ
て
き
ま

す
。「
文
字
離
れ
現
象
」
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
か
ら
日
本
の
文
化
を
懸
命

に
教
え
て
い
る
茶
道
の
先
生
が
居
り
ま
す
。

毎
年
七
夕
の
時
期
に
な
る
と
必
ず
短
冊
を

準
備
し
て
、
生
徒
達
に
自
分
の
願
い
事
を

「
和
歌
」
か
「
俳
句
」
で
表
現
さ
せ
、
短

冊
に
筆
を
使
っ
て
書
か
せ
て
い
る
の
で
す
。

常
日
頃
馴
染
み
の
な
い
こ
と
で
す
か
ら
大

変
な
苦
労
を
す
る
の
で
す
が
、
書
籍
を
購

入
し
て
勉
強
し
た
り
、
日
本
の
良
き
伝
統

文
化
に
も
触
れ
、
併
せ
て
季
語
を
知
り
、

毛
筆
を
使
い
、
自
分
の
将
来
へ
の
願
い
事

を
再
確
認
す
る
機
会
を
も
つ
こ
と
に
つ
な

が
る
の
で
す
。

日
本
に
は
数
多
く
の
素
晴
し
い
伝
統
文

化
が
存
在
し
て
い
る
の
で
す
が
、
今
は
す

っ
か
り
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
四
季
の
変
化
に

恵
ま
れ
た
風
光
明
媚
な
日
本
を
じ
っ
く
り

と
見
つ
め
直
す
媒
体
物
は
「
書
籍
」
し
か

な
い
と
思
い
ま
す
が
、「
書
籍

離
れ
」
の
言
葉
を
耳
に
す
る
と

何
か
残
念
な
気
が
し
て
な
ら
な

い
の
は
小
生
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

一
方
で
は
、
二
代
目
の
育
成

に
精
力
を
注
い
で
い
る
先
生
か

ら
「
元
気
・
覇
気
・
勇
気
」
が

最
近
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
と

聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

原
油
高
や
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問

題
な
ど
で
景
気
が
低
迷
し
て
き

た
日
本
で
、
戦
後
の
復
興
時
代

を
思
い
出
し
、
勤
勉
な
国
民
意

識
を
取
り
戻
し
、
良
き
伝
統
は

残
し
、
改
革
す
べ
き
と
こ
ろ
は

見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
将

来
を
託
す
子
供
達
に
申
し
訳
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

再
度
、
教
育
の
原
点
も
家
庭
・
学
校
・

地
域
に
存
在
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。

今
回
か
ら
タ
イ
ト
ル
も
新
た
に
「
こ
ん

な
時

こ
ん
な
事
を
！
」
と
変
え
、
今
少

し
原
点
に
戻
っ
て
諸
事
を
見
つ
め
直
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
業
だ
よ
り

第１６４回
ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！

エッセイスト 和 宮 英 之
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多
く
の
企
業
の
設
立
や
育
成
に
携
わ
る
一
方
で
、
福
祉
や
教
育
な
ど
の
社
会
事
業
に
も
尽
力
し

た
渋
沢
栄
一
の
生
き
方
や
功
績
を
全
国
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
今
日
の
企
業
家
の
あ
る
べ
き

姿
を
示
す
た
め
、
渋
沢
栄
一
の
精
神
を
今
に
受
け
継
ぐ
全
国
の
企
業
又
は
企
業
経
営
者
に
「
渋

沢
栄
一
賞
」
を
贈
り
ま
す
。

主
催
�
埼
玉
県

共
催
�
�
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
・
深
谷
市

後
援
�
総
務
省
・
全
国
知
事
会
・
�
日
本
経
済
団
体
連
合
会
・
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会
ほ
か

―４３―
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★
小
笠
原
洋
上
研
修
第
２
回
集
合
研
修

日
時

８
月
２７
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
研
修
室

内
容

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
義
、
通
信
教
育
、
洋
上
・
島

内
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど

指
導

研
修
ス
タ
ッ
フ

★
第
一
種
・
第
二
種
衛
生
管
理
者
受
験
の
た
め
の
対
策

講
座

日
時

９
月
３
日
�
・
４
日
�
９
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０５
研
修
室

内
容

出
題
傾
向
分
析
と
合
格
学
習
法
・
関
係
法
令
・

答
案
練
習
と
解
説
・
労
働
衛
生
・
労
働
生
理
・

有
害
業
務
な
ど

★
同
右

日
時

９
月
８
日
�
・
９
日
�
９
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０４
研
修
室

内
容

同
右

★
労
務
管
理
講
座

日
時

９
月
１１
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
６０１
研
修
室

内
容

労
働
契
約
法
、
パ
ー
ト
労
働
法
施
行
と
企
業
の

リ
ス
ク
管
理

講
師

弁
護
士

安
西

�
氏

★
小
笠
原
洋
上
研
修
第
３
回
集
合
研
修

日
時

９
月
２２
日
�
９
時
３０
分
〜
１８
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
研
修
室

内
容

チ
ー
ム
作
り
、
講
義
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
解
説
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど

★
人
事
管
理
セ
ミ
ナ
ー

日
時

９
月
２４
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
９０２
研
修
室

内
容

一
次
評
価
者
の
た
め
の
人
事
評
価
入
門

講
師

�
河
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表

河
合
克
彦

氏

★
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
・
交
流
会

日
時

９
月
２５
日
�
１３
時
３０
分
〜

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
市
民
ホ
ー
ル
４０３
・
４０４
会

議
室
（
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
）

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
（
交
流
会
）

内
容

内
部
統
制
と
企
業
倫
理
・
Ｑ
Ｃ
活
動
優
秀
事
例

発
表
会

講
師

弁
護
士

鳥
飼
重
和
氏

★
小
笠
原
洋
上
研
修
船
内
、
島
内
研
修

日
時

１０
月
８
日
�
〜
１３
日
�
５
泊
６
日

会
場

お
が
さ
わ
ら
丸
・
父
島

内
容

出
航
式
、
研
修
１２
単
位
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、

現
地
交
歓
会
、
課
外
活
動
ほ
か

指
導

研
修
ス
タ
ッ
フ
１０
名

★
同
右
第
４
回
集
合
研
修

日
時

１１
月
７
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
研
修
室

内
容

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
、
通
信
教
育
修
了
式
、

研
修
修
了
式

講
師

研
修
ス
タ
ッ
フ

★
給
与
計
算
と
年
末
調
整
セ
ミ
ナ
ー

日
時

１１
月
７
日
�
９
時
３０
分
〜
１９
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０５
研
修
室

内
容

給
与
計
算
と
年
末
調
整
の
実
務

講
師

�
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
・
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

土
屋

彰
氏
、
�
Ｙ
Ｆ
Ｐ
総
合

会
計
代
表
取
締
役

山
田
邦
昭
氏

★
労
務
管
理
講
座

日
時

１１
月
１２
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
８０２
会
議
室

内
容

派
遣
労
働
「
２
０
０
９
年
問
題
」

改
正
派
遣
法
や
偽
装
請
負
へ
の
実
務
対
応

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

石
塚
化
学
産
業
�
関
東
工
場

代
表
取
締
役
社
長

石
塚

勝
一

北
埼
玉
郡
北
川
辺
町
大
字
栄
六
軒
工
業
団
地

電
話
〇
二
八
〇
―
六
二
―
三
〇
〇
五

（
資
）
四
千
八
百
万
円

（
従
）
六
四
名

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
原
料
の
着
色
加
工
及
び
リ
サ
イ
ク
ル

加
工

エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
�

（
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
）

代
表
取
締
役
社
長

渡
邉

誠
吾

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
高
鼻
町
一
―
二
〇
―
一
大
宮
中

央
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

電
話
〇
四
八
―
六
五
八
―
五
五
一
一

（
資
）
一
億
円

（
従
）
四
四
名

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
経
営

榎
本
会
計
事
務
所

榎
本

幸
雄

桶
川
市
坂
田
三
五
七
―
二

電
話
〇
四
八
―
七
二
八
―
五
〇
一
一

（
従
）
二
〇
名

税
務
代
理
、
税
務
相
談
、
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

�
エ
ム
・
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役

松
野

浩
史

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
二
―
三
―
一
八

電
話
〇
四
八
―
八
三
三
―
二
二
四
八

（
資
）
四
億
一
千
六
百
三
十
七
万
円

（
従
）
二
六
二
名

土
木
、
建
設
、
造
園
工
事
の
企
画
、
設
計
、
施
工
、

管
理
、
請
負
な
ど

柏
木
建
設
�

代
表
取
締
役

柏
木

清
英

さ
い
た
ま
市
中
央
区
鈴
谷
二
―
六
三
八

電
話
〇
四
八
―
八
五
三
―
〇
五
四
四

（
資
）
五
千
万
円

（
従
）
四
〇
名

総
合
建
設
業

�
川
鈴

代
表
取
締
役

鈴
木

巌

川
口
市
赤
井
四
―
三
一
―
二
二

電
話
〇
四
八
―
二
八
二
―
〇
八
四
三

（
資
）
五
千
万
円

（
従
）
五
五
名

製
紙
原
料
・
各
種
資
源
再
生
原
料
の
買
取
販
売

北
関
工
業
�

代
表
取
締
役
社
長

星

輝
光

草
加
市
新
里
町
一
〇
八
二

電
話
〇
四
八
―
九
二
七
―
四
三
九
八

（
資
）
六
千
万
円

（
従
）
四
一
名

強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
、
販
売

�
ク
リ
ッ
プ

代
表
取
締
役

鈴
木

勝
裕

入
間
市
扇
台
六
―
七
―
一
五

電
話
〇
四
―
二
九
六
四
―
四
八
四
二

（
資
）
一
億
四
千
八
百
三
十
五
万
円

（
従
）
一
五
〇
名

美
容
業

�
グ
ル
メ
ン

代
表
取
締
役
社
長

澤
田

幸
雄

港
区
東
新
橋
二
―
一
六
―
三

電
話
〇
三
―
五
四
七
二
―
一
三
一
三

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
五
七
名

食
品
流
通
業

�
コ
ス
モ
ホ
ー
ム

代
表
取
締
役

青
山

渉

川
口
市
芝
四
―
一
―
四

電
話
〇
四
八
―
八
二
二
―
八
八
九
九

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
三
五
名

不
動
産
業

埼
京
東
和
薬
品
�

代
表
取
締
役

関

勝

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
四
―
五
六
―
一

電
話
〇
四
八
―
六
五
四
―
一
一
一
一

（
資
）
八
千
万
円

（
従
）
四
四
名

医
薬
品
の
卸
売
業
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

�
ジ
ア
ス

代
表
取
締
役

谷
屋

秀
吉

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
深
作
四
三
五
〇

電
話
〇
四
八
―
六
八
八
―
二
三
八
六

（
資
）
九
千
五
百
万
円

（
従
）
九
〇
名

カ
ー
テ
ン
縫
製
販
売

�
ジ
ー
エ
ー
管
理
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

通
山

節
子

川
口
市
本
町
四
―
四
―
一
六
―
四
〇
一

電
話
〇
四
八
―
二
二
六
―
三
三
六
二

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
八
名

不
動
産
業

�
ト
ー
コ
ー
関
東
支
店

支
店
長

安
福

俊
男

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
二
―
三
四
〇
―
一
ウ
ノ

ビ
ル
６
Ｆ

電
話
〇
四
八
―
六
五
〇
―
五
八
一
一

（
資
）
九
千
八
百
万
円

（
従
）
四
〇
〇
名

総
合
人
材
サ
ー
ビ
ス
（
工
場
内
作
業
請
負
・
人
材
派

遣
・
人
材
紹
介
）

ト
ー
サ
イ
ア
ポ
�

代
表
取
締
役
会
長

柏
原

正
昭

三
郷
市
上
彦
名
五
〇
七
―
一

電
話
〇
四
八
―
九
五
七
―
一
〇
三
一

（
資
）
三
億
六
千
七
百
万
円

（
従
）
一
八
六
名

車
の
販
売
・
整
備

日
本
光
電
工
業
�

代
表
取
締
役
会
長
執
行
役
員

荻
野

和
郎

新
宿
区
西
落
合
一
―
三
一
―
四

電
話
〇
三
―
五
九
九
六
―
八
〇
一
〇

（
資
）
七
十
五
億
四
千
四
百
七
十
三
万
円

（
従
）
三
三
六
七
名

医
用
電
子
機
器
製
造
、
医
用
電
子
機
器
販
売

日
本
電
装
�

代
表
取
締
役

野
沢

義
夫

川
口
市
芝
富
士
一
―
九
―
三
三

電
話
〇
四
八
―
二
六
七
―
二
二
三
一

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
一
五
六
名

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

日
本
メ
タ
ル
ガ
ス
ケ
ッ
ト
�

代
表
取
締
役

植
田

耕
作

熊
谷
市
三
ヶ
尻
字
出
口
三
三
〇
八

電
話
〇
四
八
―
五
三
二
―
〇
九
一
一

（
資
）
二
億
一
百
万
円

（
従
）
一
二
七
名

金
属
ガ
ス
ケ
ッ
ト
等
の
製
造
業

�
ネ
ク
ス
テ
ー
ジ

代
表
取
締
役

傍
島

祥
夫

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
宮
町
一
―
三
六
見
留
ビ
ル
４
Ｆ

電
話
〇
四
八
―
六
五
〇
―
八
五
〇
一

（
資
）
四
億
八
千
三
百
七
十
万
円

（
従
）
七
九
名

電
子
印
鑑
認
証
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
販
売
他

�
ハ
ー
ベ
ス

代
表
取
締
役

前
田

知
憲

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
九
―
二
一
―
一
四

電
話
〇
四
八
―
八
二
四
―
二
八
二
一

（
資
）
五
千
万
円

（
従
）
八
三
名

潤
滑
剤
製
造
販
売

光
工
業
�

代
表
取
締
役

鍋
岡

秀
夫

狭
山
市
東
三
ツ
木
三
六
―
一
〇

電
話
〇
四
二
―
九
八
六
―
〇
〇
四
一

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
〇
名

管
工
事
業

�
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ポ
ー
ツ

代
表
取
締
役
社
長

阿
部

巧

三
郷
市
上
彦
名
二
三
二

電
話
〇
四
八
―
九
四
九
―
七
二
二
七

（
資
）
五
百
万
円

（
従
）
二
〇
名

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

�
フ
ェ
イ
ス

代
表
取
締
役

間
野

隆
司

入
間
市
新
久
七
六
九

電
話
〇
四
―
二
九
三
四
―
七
五
六
七

（
資
）
三
千
万
円

（
従
）
一
〇
名

廃
棄
物
処
理
業

�
マ
ル
ヤ

代
表
取
締
役

折
原

昭

春
日
部
市
小
渕
二
四
三

電
話
〇
四
八
―
七
六
一
―
〇
八
〇
八

（
資
）
四
十
九
億
七
千
六
百
六
十
三
万
円

（
従
）
七
二
五
名

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

�
ヨ
コ
ミ
ゾ

代
表
取
締
役

横
溝

泰
三

さ
い
た
ま
市
西
区
三
条
町
七
五

電
話
〇
四
八
―
六
二
五
―
八
五
一
一

（
資
）
五
千
万
円

（
従
）
四
四
名

冷
凍
食
品
製
造
業
、
香
港
餃
子
、
香
港
焼
売

〈
代
表
者
変
更
〉

�
栄
光

代
表
取
締
役
社
長

近
藤

好
紀
（
旧

北
山

雅
史
）

埼
玉
ガ
ス
�

代
表
取
締
役

松
野

尚
武
（
旧

田
村
嘉
三
郎
）

埼
玉
県
学
校
給
食
パ
ン
・
米
飯
協
同
組
合

理
事
長

立
川

正
公
（
旧

�
島

安
弘
）

�
ジ
ェ
イ

エ
ス
キ
ュ
ー
ブ
北
関
東
支
店

支
店
長

黒
田

英
男
（
旧

大
杉

則
夫
）

首
都
圏
リ
ー
ス
�

取
締
役
社
長

村
上

則
忠
（
旧

相
川

博
）

昭
和
パ
ッ
ク
ス
�
東
京
工
場

代
表
取
締
役
社
長

河
野

弘
征
（
旧

宇
田
徳
之
助
）

日
東
商
事
�

取
締
役
社
長

宿
谷

直
司
（
旧

深
澤

伸
浩
）

日
本
信
号
�
久
喜
事
業
所

執
行
役
員
久
喜
事
業
所
長

高
野

利
男
（
旧

斉
藤

安
雄
）

フ
ジ
ノ
ン
�

代
表
取
締
役
社
長

松
木

繁
和
（
旧

樋
口

武
）

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
�
横
瀬
工
場

工
場
長

安
在

宏
明
（
旧

日
高

俊
朗
）

八
木
ア
ン
テ
ナ
�
大
宮
工
場

取
締
役
大
宮
工
場
長

樋
口

博
文
（
旧

窪
田

実
）

り
そ
な
総
合
研
究
所
�
埼
玉
本
社

代
表
取
締
役
社
長

岡
村

裕
（
旧

渡
辺

真
也
）

〈
社
名
変
更
〉

東
京
ガ
ス
す
ま
い
る
サ
ポ
ー
ト
�

（
旧

�
ユ
ー
ジ
ー
エ
ス
）

〈
住
所
変
更
〉

�
埼
玉
新
聞
社

さ
い
た
ま
市
北
区
吉
野
町
二
―
二
八
二
―
三

（
旧

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
岸
町
六
―
一
二
―
一

一
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

会員の動き 告 知 版

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
三
四
五
号

２
０
０
８
年
７
月
３１
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
‐七
‐五
‐八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

野
上
武
利

編
集
人

野
口
寛
治

電
話
〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
‐
八
‐
三
六

埼
玉
音
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平成20年9月7日� 15：00開場 15：30開演

▲

会場／川口リリア メインホール

▲

会費／4,500円（一般５，０００円を）（全席指定・税込）
出演者：ドン・ウィルソン（G）、ジェリー・マギー（G）

リオン・テイラー（Dr）、ボブ・スポルディング（B）

三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
平成20年12月19日� 18 : 00開場 18 : 30開演

▲

会場／大宮ソニックシティ 小ホール

▲

会費／2,800円（一般３，３００円を）（全席指定・税込）
＊昨年ご好評をいただきました‘爆笑ライブ三遊亭歌之介独演会’を今年も開催いたします！

この印刷物は再生紙を使用しています
―４４―


